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　ぴりりと冷えた夜の参道を、提ちよう灯ちんや夜店の灯あかりがにぎやかに照らし出している。

　食欲をそそる香かおりがあちこちから漂ただよってきて、元来食いしん坊ぼうな寿喜ことぶきハジメは、ついあちこちと視線をさまよわせた。

　たこ焼き、焼きそば、水あめ、フランクフルトにお好み焼き、チョコバナナ、じゃがバター、ベビーカステラ、珍めずらしいところでは沖おき縄なわ菓が子しのサーターアンダギー。

　何を食べようかと、うきうきした気持ちで屋台の看板を眺ながめる。

「おにーさん、食べていきなよ。うちの今川焼きは美味おいしいよ！」

　威い勢せいの良い呼び込みに視線を向けると、美味しそうな焼き色のついた今川焼きがほかほかと湯気をたててハジメを待っている。

　勧すすめられるままに購こう入にゆうしたそれを半分に割ると、湯気とともに粒つぶあんの甘い香りが立ち上って、食欲を刺し激げきしてくる。

　すぐに頰ほお張ばりたい気持ちを抑おさえて、手にした半分を、無言で隣となりに佇たたずむ男に差し出した。

「先せん輩ぱい、ほら、すごく美味しそうですよ！　温かいうちに食べちゃいましょう……」

「こらっ、食べちゃいましょうじゃないっ!!　さっきからどれだけ買い食いしてると思ってるんだ！　この食いしん坊！」

　最後まで言う間を与あたえず、厳しい叱しつ責せきが飛んでくる。ハジメは慌あわてて二つに割った今川焼きを口に入れて、首を振ふる。どれだけといっても、たこ焼きと海かい鮮せん串くし焼やき、オムレツフランクくらいだ。香こうばしい匂においを放っている肉巻きおにぎりは、いますぐ食べたいのを我が慢まんして持ち帰り用にしている。

　ハジメとしては厳選しているつもりなのに、食いしん坊呼ばわりは腑ふに落ちないのだが……。

「いいか、お前はこの神社に、何を祈いのりに来たんだ。言ってみろ」

　五歳年上の会社の先輩、野の島じまからうろんげな視線を投げつけられて、ハジメはハッと当初の目的を思い出した。

　そうだ。今日は吞気のんきに夜店をひやかしに来たのではない。

　独り身のハジメにとっては大事な一大決戦を前に、心を引き締しめに来たのだ。

「──明日の婚こん活かつパーティのための、恋れん愛あい成じよう就じゆ祈き願がんです……」

　正しく現状を伝えたハジメの言葉に、先輩は恰かつ幅ぷくの良い腹を突つき出すようにして芝しば居いがかった口調で言った。

「そうだな。オレは花の金曜日にまっすぐ新婚家庭に帰りたい気持ちを抑えて、可愛かわいい後輩の願がん掛かけに付き合っている。……はずだった」

　ハジメは野島に差し出した今川焼きをおずおずと口の中にしまった。先輩の視線が咎とがめるようにそれを見ていることに気付いたからだ。急いで食べるのは、おいしいものに申し訳なかったが、仕方ない。

「はずだったんだがな？」

「……すみません」

　そもそも、婚活パーティに参加するという話をしたのはハジメの方だ。

　今の仕事に就ついて三年が経たつが、周りに女性社員は複数いるものの、ごくごく平へい凡ぼんな見た目で頼たよりなげに見えるハジメは相手にもされず、彼女いない歴はイコール年ねん齢れいだ。

　友人や先輩社員からたまに合コンに誘さそってもらったりはするけれど、特にこれといった特とく徴ちようのないハジメは大体が三番手か四番手扱あつかいで、「いい人そうなんだけど……」というお決まりの断り文句でお茶を濁にごされてしまうのだ。

　それでも普ふ通つうに生活さえできていればいいや──と、のんびり構えていた気持ちを変えたのは、九月から始めた一人暮らしのせいだ。

　夫の勤務先の変へん更こうに伴ともない、隣りん県けんに暮らしていた姉夫ふう婦ふが実家に帰ってきた。部屋数は足りたものの、義兄あにのことを考えると自分がいつまでも実家でぬくぬくとしているのはどうなのかということが気になり、思い切った結果だった。

　上司や先輩に相談し、折よく会社にほど近い場所に条件の良い部屋も見つかったので意い気き揚よう々ようと独立を果たした。

　そこまでは良かった。

　ハジメはそこまで思い出して自分の判断の未熟さに息をついた。

　初めての自分の城に誇ほこらしさを感じたのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、静けさが快適と感じた一人暮らしも、数日経った頃ころにはもう実家に帰りたくなってしまった。

　そもそも幼い頃から、ハジメの生活は周囲の騒そう音おんの中にあった。

　郊こう外がいに大きめの家を構える寿喜家では、母方の祖父母と両親、三人の姉と末っ子のハジメという大家族で暮らしていた。歳の離はなれた姉たちが結婚して出て行ったり戻もどってきたり、祖父が亡なくなったりと変へん遷せんはあったものの、生まれてこのかた、大家族と呼ばれる家族構成で暮らしていたハジメにとって、自分のため息すら部屋に響ひびく静せい寂じやくは親しめなかった。

（何よりご飯が寂さみしい）

　切実に孤こ独どくからの脱だつ却きやくの必要を感じたハジメは、姉が教えてくれた人気の婚活パーティに参加することを決意し、その顚てん末まつを先輩の野島に話したところ、奮起した野島が恋愛運が上がると噂うわさのこの神社に願掛けに行こうと誘ってくれたのだ。

　意外にもハジメの家の近くにあったその神社は、訪おとずれてみると週末の夜にもかかわらず女性参拝者が列をなしていて、その効果のほどが期待できた。

　そうして、参拝後に気をよくしてたこ焼きでも買おうかという話になったところまでは覚えている。

　二人でたこ焼きを胃に収めたら、その隣の店も声をかけてきたので購入し、その次も……となってしまい、気付けば先輩のことを忘れて買い食いを楽しんでしまった。

　当初の目的を忘れていたうしろめたさからハジメがそう言い訳すると、それを聞いた先輩は深い深いため息を長く吐ついてから言った。

「おまえなー、そういうとこだぞ。色気より食い気ばっかりじゃ、女の子ついてこないぞ」

　痛いところを突かれて、ハジメがうぐぐと口ごもる。

「そもそも、家で一人で食べるご飯が美味しくないっていう理由で、婚活始めようとしているのが不純だよな。それ、絶対食い気の方が優先だろ？」

　先輩にそう言われると、ハジメはぐうの音も出ない。言い訳を絞しぼりだすようにして何とか口を開いた。

「大家族で育つと、静けさって本当につらいんですよ……」

　片付けが面めん倒どうだから、食事は必ず揃そろって食べる。それが寿喜家のルールだった。

　大家族の食しよく卓たくは、とにかく賑にぎやかだ。特にハジメの三人の姉たちはかしましくて、やれこれは味付けが足りないだ、こっちは成功だ何のレシピだ、と一瞬たりとも静かにはならない。

　一人暮らしを始めた当初は、これで食事に集中できる！　と喜んだものだが、いざ生活してみたら、何気ない会話、笑い声などが、どれだけ料理を美味しくしてくれていたのか、初めて実感できた。

　今日だって、先輩と分け合って食べるのが嬉うれしくて、ついつい食い気に走ってしまったのだ。

　一人で食べるご飯は寂しいから嫌いやだ。

　そんな理由で人を恋こいしいと思ったっていいじゃないか。

　ハジメは抱かかえていた肉巻きおにぎりのフードパックを開けて、二つ入りのそれの片割れを先輩に勧めた。

　屋台ご飯にしては原価を心配してしまうほどみっしりと肉の巻かれたそのおにぎりを口にした先輩は、目を丸くして「うまい」と呟つぶやいた。ハジメは同じようにかぶりつきながら笑う。表面の肉の味付けは少し濃こいめだが、本体の白米と一いつ緒しよに口の中でほどけるとちょうど良いくらいだ。最高の組み合わせだなぁとハジメは嬉しくなって、つい顔が綻ほころんでしまう。

「……本当にうまそうに食うなぁ」

　先輩も残ったおにぎりを口に運びながらそう言った。ハジメは笑え顔がおのまま、ぺろりと平らげる。

「だって本当に美味おいしいじゃないですか。これお肉とご飯が丁度良いいバランスだし、胡ご麻まも香ばしいから飽あきも来ない。最高ですね」

　これでどうして笑顔にならずにいられるだろうか。

　そう言ったハジメに対して、先輩は汚よごれた手を払はらいつつ頷うなずいてくれた。

「確かにな。このおにぎりは当たりだな」

　その一言で、美味しいという気持ちが分け合えるのは嬉しいとハジメの心が浮うき上がる。

「早くこんな風に誰だれかと美味しいねって会話できる生活がしたいです」

　先輩はその言葉には「それは、分かる気がするなぁ」と同意してくれた。

「そのためにも、明日の婚活は頑がん張ばって来いよ」

　先輩がそう言いながら、ふと思い出したようにハジメの方に顔を上げて言った。

「それよりお前、さっき引いたおみくじの結果は何だったんだ？　見るより先にたこ焼きに走ってたけど」

「あ、そういえばまだ見てません……」

　言われるまで忘れていた、とハジメは自分のコートのポケットを探さぐった。

「えーっと、あ、末すえ吉きちでした」

　ポケットの奥に、渡わたされたときと同じまま丸まったそれを手にすると、先輩は同情したように言う。

「本当？　凶きようの一歩手前じゃん」

　たしかに。あまり良くはなかった気がする。ハジメは頭の中で大吉、中吉、小吉、……とおみくじの結果の順位を考えつつ答えた。

「でも凶じゃなくて良かったですよ」

　本心からそう言って、ハジメはその下に続く〝個別の運勢〟について目を凝こらした。街灯の光が届きにくい場所なので少し見づらい。その上、手元の小さな紙は、強めの夜風に吹ふかれている。押さえながらもハジメは読み上げた。

「風が強いなぁ……ええと、待ち人……あ、来るでしょうですって」

「それは幸さい先さきがいいな。恋れん愛あいと縁えん談だんのとこは？」

　先せん輩ぱいが少し声を和やわらげて、続きを促うながした。ハジメも確かにそこは気になるなと思い、視線を走らせた。

「ええ……っと。恋愛は……うわっ！」

　しかし、ひときわ強い風が吹いた。思わず目をつぶってしまうほどの強風に、手元にあったおみくじは風にさらわれて高く舞まい上がる。

「あ……」

（飛んでっちゃった）

　目を開けたときには、おみくじは見上げた紺こん色いろの空に吸い込まれるように消えていくところだった。

「これは幸先が悪いな……」

　先輩が先ほどとは正反対のことを呟いたが、ハジメはそんなことよりも強い風に煽あおられて消えていくあのおみくじが何かに見えてしょうがなかった。

　おみくじは一層遠くなり、その白くて四角いものが空の高いところで更さらに風に吹かれた瞬しゆん間かん、既き視し感かんの理由に気が付く。

「お餅もちが食べたい……」

　その一言を聞き逃のがさなかった先輩の野島から、すかさずゲンコツが飛んできた。




　　　　◆




　見事な満月が、風に吹かれて切れ切れになっている雲の中に出たり入ったりを繰くり返している。

　先輩と別れたハジメは寒さに身をすくめながら、徒歩で自宅マンションに向かっていた。

　肉巻きおにぎりを気に入った先輩は、奥さんへ手て土産みやげにいくつか買い足していた。

「美味しいものは、好きな人と共有したいもんだろ？」

　照れくさそうにはにかんで帰っていった先輩は幸せそうで、自分にもそういう相手がいてくれたらいいのに、とハジメはふぅと夜空を見上げた。

　雲の中に入ってしまったらしい月は見えず、残念と思う間もなくハジメは声を上げる。

「あれっ」

　ふとひらひらと何かが空をひらめいていた。風に煽られ、進路が読めないながらもどうやら自分の行く方向に落ちそうなそれを見て、ハジメは足を速めた。

（もしかして、さっきのおみくじ？）

　目を凝らすと、その紙のサイズといい、質感といい、それにしか見えない。

　ハジメは見失わないようにしながら角を曲がると、すぐ自宅マンションが見えてきたことに気付く。

　いつもは入っていくオートロックのガラス扉とびらの前のアプローチを通りすぎて、住民用のゴミ捨て場のある裏手の方へふらふらと飛んでいく。おみくじは、ゆるやかに落下点をそこに定めたようだった。ハジメはもう少しで拾えそうだと息をついて、足元をふと見た。

「……あっ!?」

　何かがあると気が付いた時には遅おそかった。

　蹴け躓つまずいて転んだハジメのせいでわずかに風でも起きたのか、拾えそうだったおみくじは、どこか夜の闇やみに紛まぎれてしまった。

（いてて……なんだろ。ここにはつまずくようなものなんてなかったはずだけど……）

　起き上がったハジメは、ゴミ捨て場の前で啞あ然ぜんと立ち尽つくした。深夜の切れるように冷たい空気の中、呟く。

「……誰これ……」

　雲の切れ間から、まるでスポットライトのように月の光が一筋差していた。

　一人の美しい男が、手足を投げ出して地面に横たわっている。　>>>♥

　照らし出された男の寝ね顔がおは整っていて、閉じられたまぶたの睫まつ毛げの長さで目元に影かげができるほどだ。

　その様子はこれまでの人生で見たことがないほど現実離ばなれして美しい。

　ただ、その男が長い手足を広げて落ちているのが、ゴミ捨て場でなければ良かったのに、とハジメは他人ひと事ごとのように思った。

　持っていたゴミ入りのコンビニ袋ぶくろが、ハジメの手の中でぐしゃっと音を立てる。

　美形の男の周りも、同じような白いゴミ袋に囲まれているが、顔が良いとそれらさえ白いバラの花のように見えた。

　そんなバカな。

　ハジメはふらつく頭を支えながら、鞄かばんから携けい帯たいを取り出した。




　　　　◆




　ハジメは、自分の体重以上の重さの人間を何とか引きずって、部屋の扉を開けた。意識のない脱だつ力りよくしきった人間の身体からだというのは、思っていた以上に重い。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいになりつつ、よく磨みがかれた靴くつを脱ぬがせ、ベッドに下ろしてから負担のかかっていた両りよう肩かたをぐるぐる回す。

（何でこんなことになっているんだろ……）

　長い手足を放ほうり出してゴミ捨て場に落ちていたのは、ちょっと見ないレベルの美形だった。

「男の人だけどね……」

　誰に説明するでもなく、ハジメはつぶやく。何か祝い事でもあったのだろうか、男性のコートの下には慶けい事じ用の礼服がちらりと見える。

　最初にゴミ捨て場に大の字で横たわるこの男性を見つけた時は驚おどろき、救急車を呼ぶべきかと相談の電話をかけた。オペレーターの指示通り、嘔おう吐とや出血、痙けい攣れんがないか、呼吸の様子などの一通りの問いに答えた後、言われたのは「酔よっぱらって眠ねむっているだけのように思われます」だった。確かにあちこち触ふれたとき、アルコールの匂においがした。

　勿もち論ろん救急車は呼ばれないし、病院に行けとも言われない。ハジメは困って、このあとの対応を相談すると、警察を呼んで保護してもらったらどうかと提案された。

　言われるままに警察に電話を掛けると、自転車でやってきた交番勤務の年とし嵩かさの警察官から「寝ねてるだけでしょ？　お兄さん、面めん倒どう見てやんなよ」と言われた。倒たおれている男性は、身なりもおかしくないし、ハジメも男性だから家に入れたところで貞てい操そうの危機もないだろう。

　しれっと言い放たれたその言葉にはめまいがしたが、ハジメが反論する前に、無線で何かの応おう援えん要よう請せいが入ったのか、警察官は猛もう烈れつに自転車を漕こいで消えてしまった。

　残されたハジメは、手が切れそうな冬の寒空の下に、人を放置していくことが出来なかった。

「近くに住んでいる人なのかなぁ……」

　シャワーを浴びて、パジャマに着き替がえたハジメは、自分のベッドの上にいる男性をしげしげと眺ながめる。外灯の少ない表で見たときも、美形だとは思ったが、明るいところで見るとそれは更さらに増していた。

　枕まくらに広がる日本人離れした色素の薄うすい茶ちや髪ぱつは、光の加減によって金色にも見える。眠っていても分かる整った目鼻立ちは、姉が素す敵てきだと騒さわいでいた海外の俳優に似た顔がいたような気がする。

　先ほど運んだからハジメより背も高く、脚あしも長く、体格も良いのが分かっている。何を食べてどういう生活をすれば、こうなるんだろう。中々見ない美形を、ハジメはまじまじと観察する。

「そういえばこれ、拾ってきちゃったけど、この人のもので合ってるかな」

　ハジメは一部が破れてしまっている紙かみ袋ぶくろを持ち上げて中を覗のぞき込んだ。それは先ほど男性が倒れていたゴミ捨て場にあったものだ。

（なんか袋ふくろからして高そうなものだから、この人のかなって……）

「わ、わわっ」

　不用意に持ち上げたせいで紙袋が新たに裂さけて中身がこぼれた。床ゆかに転がったそれが立てる音に、ベッドの男性が「う……」と小さく呻うめいた。

（あれ、起きたのかな？）

　声をかけるためにハジメは顔を近づける。近くで見ても、閉じたまぶたの下のことを思わずにはいられない。

（瞳ひとみの色は何色かなぁ、やっぱり薄いんだろうか。もしかして青かったりするのかな）

「あ……」

　天使みたいな想像をしているハジメの前で、男のまぶたがゆるやかに開いた。

　グレーがかった瞳が、長い睫毛の下から出現する。

　それはぼんやりと空を見つめていた。

（おお、やっぱりきれい……）

　そんな風に吞気のんきに構えていたのが、いけなかったのかもしれない。男は声を掛かけるために覗き込んだハジメの方に、両手を伸のばしてきたかと思うと、何か呟つぶやいた。

「ナ……」

　男性は小さく「いかないで」と呟いたかと思うと、目め尻じりから一ひと粒つぶ涙なみだを零こぼした。

（いかないで……？）

　ハジメがよく聞こうと顔を近づけると、男性は弱々しくまた何かを呟いて手をさまよわせる。

（大だい丈じよう夫ぶかな……）

　悪夢ならば起こしてあげるべきか。迷ったハジメが、男性の手にそっと触れると、それはようやく探していたものを見つけたとでもいうようにぎゅうっと摑つかみ、胸むな元もとまで引き寄せた。

（あれ、右手が持って行かれてしまった）

　ハジメは彼がもう一度起きるだろうかと思い、右手を握にぎられたまま少し待った。

　しかし男性は安らかな寝息を立てはじめていて、それっきり目覚める様子も無い。

　十分間待ってもその状じよう況きようは変わらない。握りこまれた手は温かく、解いてしまってまた悪夢を見させるのは可哀かわい想そうに思った。

（しょうがないか……）

　ハジメは欠伸あくびをしてから、安らかな寝息を立てる男性の横に潜もぐり込んだ。




　いつもよりも、ハジメの眠りは浅かった。部屋の外を通る車の音で、ぼんやり覚かく醒せいする。

「……？」

　まだぼんやりするハジメの視界で、何かがもぞりと動いた。それが何かを思い出す前に、見慣れた上うわ掛がけから、むくっと誰だれかが起き上がる。

（ああ……、そうだ、昨日泊とめたんだっけ）

　寝乱れた姿で目を眇すがめながら周囲を見回すのは、昨夜ゴミ捨て場で拾った美形の男だ。

　しばらくぼんやり周囲を見ていた美形が、見慣れない部屋にようやく状況を把は握あくしたようだ。不快そうにひそめられた眉まゆが、さらにひそめられた。

　その形の良い唇くちびるから零れたのは、予想もつかないものだった。

「……[image: ]？」

（声、低っ）

　ハジメはベッドに横たわったまま、肩かたを跳はねさせた。外見の甘さに似つかわしくないその掠かすれた唸うなるような声は、聞く人によっては恐きよう怖ふさえ感じるだろう。

（もしかして、すっごい怖こわい人だったらどうしよう。ぜんぜん大丈夫じゃないじゃんか、昨日のおまわりさん……！）

　ハジメは、丸投げしてきたあの警察官に助けを求めたい気持ちでいっぱいになりながら、打開案を考えるために寝たふりをしていた。

　しかし続いて聞こえてきた言葉に、ハジメははっとなった。

「……どこだよ、ここ」

　低いながらも、惑まどうようなそれにハジメも寝たふりを止やめて起き上がった。男性はそれまでハジメに気付いていなかったのか、明らかに驚いたように目を瞠みはった。

（起き抜ぬけすぐに知らない場所にいたら、ご機き嫌げんでいられるはずないよね）

　そう思って口を開く。

「ここは僕んちです。あの、あなたは、昨日ウチのマンションのゴミ捨て場で寝ていて……」

　ハジメは、昨夜の状況をざっくりながら説明する。

　話が進んでいくたびに男性は「はぁ、はぁ……」と聞いているのか聞いていないのか分からないような返事をしながら、最後には「なるほどね……」と呟いて、ベッドからゆらりと立ち上がった。

　床に置いてあったコートを緩かん慢まんな動きで拾った彼は、その裾すそを軽く手で叩はたいてから振ふり返って言った。

「……オレ、綾あや羽は根ね政まさ親ちか……」

　どうやらそれがこの美形の名前らしい。ちょうどカーテンの隙すき間まから朝日が差し込み、男の背を照らす。

「……綾羽根さん？」

　朝日を後ろにしょった男は「……うん」とだるそうに言ってから、ハジメの方にのろのろと片手を差し出した。

「？」

　……これは握あく手しゆだろうか。

　ハジメは差し出された手の意図を計りかねて、戸と惑まどう。感謝のしるしに握手でも求められているのだろうかと思ったが、男の表情にそんなフレンドリーな様子はない。眉み間けんに刻まれたシワは日本海かい溝こうより深く、渋しぶいままだ。

　うかつに触ふれたら嚙かみつかれそうなそれにどうすることもできず、数秒の沈ちん黙もくがその場に落ちた。

　先に動いたのは男だった。

「……朝食」

　男はその長身をかがめて、ベッドの上にあるハジメの手を握って言った。

　一いつ瞬しゆん身構えたものの、その手は思っていたよりもソフトな力加減でハジメを立ち上がらせる。男の右手はハジメの手をふんわりと引き、左手は腰こしをフォローしてくれていた。殺人犯のような怖い表情さえ無ければ、紳しん士しで立派なエスコートだ。

　ハジメは自分よりも高い位置にあるグレーの据すわった瞳を見ながら「朝食？」と、首を傾かしげた。それを見た男はだるそうに「……御お礼れい」とだけ呟いて、ハジメを連れて歩き出す。その行き先は玄げん関かんのようだった。ハジメは慌あわてた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ。僕、まだパジャマなんですっ！」

　休日の朝とはいえ、パジャマ姿で外に出るのは郵便受けに新聞を取りに行くときくらいに留とどめたい。

　そう悲鳴のような声を出すと、男は一瞬動きを止めた。しかしのったりとした緩慢な動きでさっき拾ったコートをハジメの肩に掛けて、またすぐに歩きだしてしまう。

「え、ちょっ……！」

　抵てい抗こうむなしく玄関の扉とびらが開く。

　条件反射のようにいつもの靴くつを履はいてしまったハジメは、吹ふき込んできた風の冷たさにぴゃっと身を縮めて肩にある男のコートを搔かき合わせた。ハジメの持っている薄うすっぺらい布のものと違ちがって、しっかりした縫ほう製せいのそれは思っていたよりもちゃんと風の侵しん入にゆうを防いでくれる。

　表に出た男は「……なんだ、ここ、か」と呟いた。

　その後も離はなす気はまるでないらしく、ハジメの手を引いて歩き出す。

（う、うそでしょ）

　ハジメは半ば茫ぼう然ぜんとその後に続いた。どこまで行ってしまうのか。

　さすがに表に出れば寒くて彼も止めてくれるかと思っていたのだ。周りの人に「何であの人パジャマなの……」と奇き異いの目で見られる自分を想像して絶望する。

「……え？」

　しかしその絶望は数秒で終わった。

　男性が数歩先で立ち止まり、隣となりの部屋の扉のドアノブに鍵かぎを差し込んだからだ。

「……ん」

　何とも聞き覚えのある開かい錠じよう音とともに、鉄てつ扉ぴが開く。男はハジメに入室を促うながすように顎あごをしゃくった。

　おそるおそる足を踏ふみ入れると見知った内扉の向こう、同じ間取りと思われる部屋に招かれる。しかし足を踏み入れた場所に、ハジメは驚おどろきを隠かくせない。

「すごい、おしゃれ……あれ、間取りが違う？」

　八畳じようのフローリングに、南向きのベランダ。そこまでは同じだ。しかしキッチンはハジメの部屋のものとまるで様子が違う。ハジメの部屋はコンロが一口しかないが、この部屋には三口あって、作業するための場所も広い。うまくやればうどんとかそばが延ばせそうなそこに、隣りん接せつするように大きいダイニングテーブルが置かれていた。

　部屋の広さも、まるで二部屋のカベをぶち抜ぬいたように大きい。そして何よりも違うのは、そこがいい匂においに満ちていたことだ。

「……五分、待って」

　ハジメに続いて部屋に入った男はそう言って、肩を押してきた。ダイニングテーブルに座らされると、男は広いキッチンで手を洗ってから、冷蔵庫を開けて取り出したもので何か作業を始める。

　時間にしてほんの一分もかからないうちに、男はオーブンの扉を閉めて言った。

「……鳴ったら、パセリかけて食べて」

　それだけボソボソと言った男は、足を引きずるようにして廊ろう下かに消えて行った。少しして、水音が聞こえてきたのでシャワーを浴びているのが分かる。そこでようやくハジメは肩の力を抜いた。

「……お隣さんだったのかぁ」

　奇き遇ぐうなことだが、それならばうちのマンションのゴミ捨て場で酔よいつぶれていたのも分かる気がするなぁと、ハジメはテーブルで伸のびをした。

　伸びたあと視界に入る男の部屋を眺ながめて、もう一度「おしゃれだなぁ」と呟つぶやく。

　フローリングは、何だかぴかぴかしているし、そこに敷しかれたファーラグは毛足が美しく高級そうで足を踏み入れることが出来ない。鎮ちん座ざするソファも、インテリア雑誌でお目にかかるような高い革かわ張ばりの大きなものだ。壁かべ掛かけテレビの横にある観葉植物なんて、見たことがないくらい葉っぱがつやつやしている。

　ダイニングテーブルから部屋を見回しているうちに、オーブンが終しゆう了りようの通知音を響ひびかせた。ハジメは言われた通りに中で湯気を立てる大きめのマグカップを取り出し、オーブン脇わきにあったカップコースターの上に置く。

「うわぁ……オニオングラタンスープだ……！」

　テーブルの上にあるパセリも言われた通り散らして、スプーンの先を溶とけるチーズにそっと沈しずみこませると、コンソメの香かおりのする湯気がふわりと立ちのぼる。スプーンで底を軽くこすってから持ち上げると、とろけたパンとチーズが飴あめ色いろのタマネギと一いつ緒しよに浮うかび上がった。その食欲のそそられる光景に、ハジメは空腹を思い出す。

「いっただきます！」

　はふ、と口の中に運んで目を見開いた。

　美味おいしい。何だこれは。

　ハジメは空になったスプーンを見て、茫然とする。今まで何度か飲んだことのあるスープのはずだ。タマネギと、パンとチーズとコンソメの味。しかし口の中では、経験のない美味しさがまだ残っている。

　恐おそる恐るスプーンでもう一ひと掬すくいして口に運ぶ。また、美味しいものが入ってくる。もう何が美味しいかは分からない、とにかく舌が「何か美味しいものを食べている。もっと！」と主張するので、それを満足させるためにスプーンを口に運び続けていた。

「お待たせー。ごめん、よく考えたらアレルギーとか好き嫌きらいを聞いてなかった！」

　スープの美味しさに没ぼつ入にゆうしていたハジメは、突とつ然ぜん背後から聞こえた明るい声にビックリして跳はねた。

　この部屋には自分と、シャワーを浴びている隣りん人じんしかいないものだと思い込んでいたからだ。他ほかにも誰だれかいたのかと驚いたその勢いで手元のカップが宙に浮いたのが、スローモーションのように見える。

（あ、まずい。落としちゃう）

　もう中身はほとんどないので、火傷やけどとかはせずに済むだろうが、心配なのはフローリングとこのカップだ。傷がついたり壊こわしてしまったら弁べん償しようしないといけない。

　首をすくめたハジメの前で、大きな手がその落下を阻そ止しして受け止めた。

「おっと。大だい丈じよう夫ぶ？」

「!?」

　耳元で囁ささやくように聞こえたのは、低いなめらかな声だった。

　その声に、もう一人の部屋の住人と思われるその人のことを思い出す。勝手に驚いて、カップを落としそうになったハジメを助けてくれるなんてありがたい。

　御礼を言おうと顔を上げたハジメは、そこに立っていた男性を見て硬こう直ちよくした。

　色素の薄い少し長めの茶ちや髪ぱつに、薄いグレーの瞳ひとみ。濡ぬれた襟えり足あしにかかるタオルで無造作に髪かみを拭ふきながらも、天使のような笑えみを浮かべた男性がそこには立っていた。

「あ、綾羽根さん……？」

　まさかそんなはずはない。

　混乱するハジメは、つい呼び掛かけてしまった。この目の前の笑顔の男性と、つい数分前まで一緒だった地じ獄ごくの使者のような不ふ機き嫌げん顔だったさっきの彼は似ているなぁ、双ふた子ごかな？　同じ人なはずはないよなぁ。そう思いながらのことだった。

「なに？　ああ、政親です。ごめんね、オレ寝ね起おきがめちゃくちゃ悪くてさ」

　しかし笑顔の男性はさらに感じの良い笑みを浮かべてそう言った。

　部屋にいるのは、ハジメと、この男性の二人だけだ。そして「寝起きが悪い」と本人が言った。当たり前だが、ここまで来たら間ま違ちがいない。

（……さっきと同一人物！）

「君は、えーっと……」

　シンプルなシャツとデニムだけの姿で覗のぞき込んでくる政親に、ハジメは慌あわてて「寿喜ハジメです」と名乗ってから、彼が先ほどの美味しいスープの人だということも思い出した。

　空になったマグカップを見せて「すごく！　すごく美味しかったです！」と叫さけぶと、一いつ瞬しゆん政親はきょとんとした顔をしたが、すぐに「それは良かった」と笑顔になる。

　そのまま政親はキッチンにある両開きのファミリーサイズの冷蔵庫を開け、ハジメの方を振ふり返って言った。

「アボカド平気？　トマト味大丈夫？　サラダ作るけど、苦手な野菜ない？」

　その口の動きと同じくらい流れるように彼は同時に手も動かしていた。冷蔵庫から現れた食材は、魔ま法ほうのように形を変えていく。

「出来たのから適当に置いていくから、好きに食べて。オレのことは待たなくていいよ」

　そう言われてから、一番初めに出てきたのはサラダだった。

　ハジメの目で見て分かるのは、アボカドと四角く刻まれたクリームチーズとレタスと、黒くて細いのは海苔のりだろうか。添そえられていた木のスプーンで口に運ぶと、アボカドとクリームチーズのコッテリ風味をしょうゆとわさびが引き立てていて、たまらなく美味しい。そこに海苔。初めての取り合わせだが、妙みように舌になじんでスプーンを運ぶ手は止まらない。

「……美味しそうに食べるねえ。味付けはどう？」

　夢中で食べているハジメに、政親が手を止めて笑いかける。

「美味しい！　何だろう、しょうゆとわさびと、あと何か」

「……ごま油が少しだけ」

「ごま油！」

　気になっていたことにピンポイントで返事がきて、納なつ得とくしたハジメはなるほどな、美味しいなーと食べ続ける。

　これだけで朝食一回分食べられるかもしれない。そう本気で思っているところに政親がハジメの前に皿を置いた。

「プレーンオムレツ、生クリームで伸ばしてる。ソースは刻んだトマトをオリーブオイルで炒いためた」

　白い大きな皿の中央に鎮座した焦こげも無いきれいなオムレツを真ん中で割ると、半熟の中身がトマトソースの中に流れ出す。ハジメはフォークでそれを掬すくうようにして口に運んだ。さっぱりしたトマトの酸味に、コクのある卵が合わされば無敵だ。子どものように目を輝かがやかせてハジメは言った。

「美味しい……！　実家でもたまにオムレツ出てきましたけど、こんなトロトロでソースも本格的なの食べたことないです！」　>>>♥

　言葉にできればもっと賞賛できるような気がするのに。ボキャブラリーが少ないのをこんなに反省したことはないと、ハジメは美味しいしか表現できない自分の脳みそを恨うらみつつ、次々に出される料理を口に運んでいった。

「デザートはヨーグルト。中に入ってるのはハッサクだよ」

　政親がそう言ってカクテルグラスをテーブルに置く。さらっとしたヨーグルトの上に、切り分けられたミカンのような果物が載のっていた。

　絶品のそれが、一連のメニューの最後と言われたことに一いち抹まつの寂さみしさを覚えつつ、ハジメは丁てい重ちようにグラスを持ちあげた。ひんやりとしたヨーグルトにからむ甘あま酸ずっぱい柑かん橘きつの香りは、爽さわやかで心地ここちよかった。

　生まれて二十五年。こんなにホテルのように優ゆう雅がな朝食は、初めてかもしれない。

（昨日の朝なんか、コンビニのおにぎりと、コンビニのコーヒーだったのに）

　悲しい昨日の朝食を思い出しながら、これは貴重な経験だなぁと、残ったヨーグルトを大切に口に運ぶ。サラダもオムレツもあっという間に食べてしまった。

「……もしかして、まだ食べられる？」

　感謝を込めて、うやうやしくスプーンを置いたハジメは、そう聞かれて反射的に「もちろんです！」と返した。

「きのう作ったケイク・サレの残りなんだけど、良かったら」

　そう目の前に置かれたパウンドケーキのようなものを見て、ハジメは一も二も無くとびついた。たぶん、周りに花とかも飛んでいたと思う。

　生き地じにちらりと覗くベーコンとオリーブは、塩気とほのかに香るバジルの風味が相まって最高の味だった。次から次へと切りながら渡わたされる三切れのケイク・サレを、ハジメがきれいに食べてしまうと、今度はローズマリーの香りのする茹ゆでハムが現れた。

「はい」

「いただきますっ！」

　ハニーマスタードと黒コショウがぴりりと味を締しめているそれは、政親がフォークに刺し直接ハジメの口に運んでくれた。

　冷静に考えれば初対面の男性にされることではなかったが、すっかり政親の料理に味をしめてしまったハジメは躊ちゆう躇ちよすることなく差し出されたフォークに食いついた。

「……美味おいしい？」

「はい！　とっても！」

　今まで食べた中で、一二を争う絶品だった。ハジメは茹でハムの皿をすっかり空にしてから力強く頷うなずいた。政親はそれを見て、「ふふ」と笑う。

「……ハジメ君、だっけ。きみ、本当に美味しそうにごはん食べるね」

「えっ…あの…本当に美味しくて……！　お店ならともかく、家でこんな立派な朝食食べられると思ってなかったから、なんか、ビックリしちゃって……」

（そんな、わざわざ言われるくらい異常な食べっぷりだったろうか？）

　からかうような笑みで政親からじっと見つめられて、ハジメはどぎまぎと視線をさまよわせる。

「あのさ……もし良かったらなんだけど」

　水を入れたグラスを受け取って、一口飲むとレモンとミントの香かおりがぱっと広がる。どこまでも行き届いている人だ。ハジメは何かを言いかけた政親に気付かず、また感かん嘆たんの息をほうっと漏もらして呟つぶやいた。

「……すごいですね。お水まで美味しいなんて。なんか未いまだに美味しさを反はん芻すうしてるせいで、頭がぼんやりします。こんな夢みたいな朝食毎日作ってもらえたら、幸せだろうな。政親さんと結けつ婚こんする人は幸せだなぁ……」

　そう呟いて、はたとハジメは固まった。

　結婚。

　何か大事なことを忘れているような気がする。

　ハジメはひっかかったその言葉から昨日のことを思い出そうとして、首を振った。

「あのさ」

「あ」

　美味しいご飯と、昨夜の政親との出会いを通りすぎ、ようやく思い出す。政親の部屋の壁かべにかかった時計を見て、慌てて立ち上がった。短針は、九のところを指している。

「まずい！」

「……え？」

「十時から受付開始だったッ！」

　結婚。結婚だ、そうだ婚活パーティだ。何も準備が出来ていない。

　転げるように廊ろう下かを走る。玄げん関かんで靴くつを履はく間も惜おしみ、踵かかとも入れずに爪つま先さきだけをつっかけた状態で外に飛び出す。後ろから慌てて政親が追いかけてきたが、今は話をしている場合ではない。

「すみません！　用事を思い出しました！　このお食事の御お礼れいはまた今度します！」

「何言ってんの！　そもそもオレの御礼だったんだし、何だったらまだ足りてないから！　帰ってきたら声かけてね！」

　慌あわてすぎていたせいで、その言葉にハジメは返事をしたか分からなかった。必死の政親の声は、ハジメの部屋の扉とびらの向こうに消えて行った。




　　　　◆




　受付終しゆう了りよう時間ぎりぎりで、ハジメは会場になっているホテルに滑すべり込んだ。受付名めい簿ぼの最終チェックをしていたであろう人に、名前を告げて手続きをしてもらう。支し払はらいをネット決済しておいて良かった。ハジメは受付の台に手を置いて息をついた。

「ご案内不足で申し訳ございません。こちらの会場までの道のりがご不明でしたでしょうか」

　受付に立つ男性が端たん末まつを叩たたきながらそう言った。よく見れば背が高く、ブラックスーツのよく似合う人だ。それでいて、爽やかな笑え顔がおと丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいのためか話しやすい。このぎりぎりの到とう着ちやくを、迷子だったと思っているようだ。ハジメは首を振ふる。

「とんでもないです。有名なホテルですし、場所は分かってました。僕が、うっかりしてただけで。間に合わないかと思いました……」

　走ったせいで弾はずんでしまっている息を、ハジメは懸けん命めいに整えている。十二月だというのに、汗あせが額から頰ほおに落ちた。下ろしたてのグレーのスーツに染しみなどが出来ていないかチェックをしなくてはいけない。

「寿喜さま。宜よろしければ、こちらをお使いください」

　差し出されたのはブルーのハンカチーフだった。この人の私物だろうか。戸と惑まどって顔を見ると、男性は口元をふっと緩ゆるめた。

「今日は、貴方あなたに良いご縁えんがありますように」

　強ごう引いんに、しかしイヤではないくらいの絶ぜつ妙みような力加減で右手が引かれ、ハンカチーフが握にぎらされる。あ、というヒマもなく、男性は近づいてきた別のブラックスーツのスタッフに呼ばれていなくなってしまった。

　受付はハジメが最後だったようだ。スタッフに促うながされ、婚活パーティの本会場に足を踏ふみ入れる。入ってすぐ、ハジメは立ち止まってその壮そう観かんさに圧あつ倒とうされた。

「わ、すごい。華はなやか」

　有名なホテルのパーティホールだけあって、天てん井じようは高く、中央にはシャンデリアが煌きらめいていた。広い会場には、テーブルとイスが用意されていてハジメの同年代から少し上くらいの年の男女が着席し、少し緊きん張ちようしたような面おももちで開演の時間を待っていた。

　ハジメもスタッフに促されて、一番後ろの席に腰を下ろす。

　あまり入ったことのないきらびやかさに、物もの珍めずらしくてぐるっと見回すと、入ってきた扉の反対側に、一段上がった場所があることに気付いた。結婚会見を行う芸能人がよく背景に使っているようなゴージャスな金きん屛びよう風ぶが立っている。

　ひな壇だんのようなそこに、先ほどハンカチーフを渡してくれた男性がゆったりとした足取りで上がっていった。

　華やかな飾かざりが施ほどこされた屛風を背にしても、男性は吞のまれない。こうして見ると、彼自身もバランスの取れた整った顔立ちをしていた。

　その顔を見て、渡されたハンカチーフの存在を思い出し、ハジメはとりあえず額の汗を拭ふいた。ふと思い立って、ロゴを確かく認にんして顔をゆがめる。

「うわ……アスール・アッズロだ」

　アルファベットのエーが二つ並んだ流りゆう麗れいなロゴが、青地に金色の刺し繡しゆう糸いとで躍おどっている。

　このブランドは中学生の時にタオルタイプのものを持っていた。それを体育の後で顔を拭くのに使っていたら、同級生の女子に「勿もつ体たいない！　一枚一万円するやつよ！」と怒おこられたことがあるので、ブランドに疎うといハジメでも分かる。

　当時すでに就職していた一番上の姉からのプレゼントだったが、万札で顔を拭いているような心地ここちは快適とは言えず、あれ以来使えていない。

　このお借りしたものは、これ以上使わずにクリーニングをして返すべきだ。ハジメはそれ以上ハンカチーフを汚よごさないよう、ポケットに仕し舞まった。

『本日は、わたくしどもフェリシダ・アヤハネの開かい催さいするイベントにご参加いただきまして、誠まことにありがとうございます』

　ハンカチーフの男性はマイクを持ったまま頭を下げてから、悠ゆう然ぜんと姿勢を戻もどす。ただそれだけの仕草なのに、妙みように目を魅ひかれてしまう。視界の男性は、淀よどみなく朗々と続ける。

『私は司会を務めます、綾羽根政まさ直なおと申します。早さつ速そくではございますが、本日のイベントの進行につきまして、ご案内いたします』

（綾羽根？）

　どこかで聞き覚えのある苗みよう字じだ。しかもごく最近。

　ハジメが考え込んでいる間にも、説明は続く。ハジメの胸にある番号札は、さきほど受付で渡わたされたものだ。五十、と数字が振られた白いその札は、今日のハジメを示しているらしい。着席したテーブルの対面には、女性が横一列に座っていた。

　男性も同じように横一列に座っているが、司会の説明を聞くと、男性たちはパートナーを替かえながら一分ごとに横に移動をしていくシステムらしい。

　一分。ハジメはその分ふん数すうに最初は驚おどろいたが、自分の胸のプレートの「五十」が「五十人め」という意味なら、全員一分ずつでも五十分は掛かかるのかということに考えが至り、鳥とり肌はだが立つ心地だった。

　ハジメが遠い目をしている間にも、その一分間で全員と顔を合わせた後、ゲームを行い、打ち解けた後でフリータイムに入るという説明が続く。全すべて終わってから、この人がいいという番号を「本命希望カード」に記入して回収、発表という流れらしい。

『フリータイムの頃ころには軽食をご用意致いたしますので、お楽しみに』

　説明はそこまでだった。

　タイムキーパー役の男性の合図で、ハジメは目の前の女性に対して笑顔を作った。
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　ゲームも終わり、フリータイムの時間に入ってから周囲を見ると、結果が察せるな、とハジメは会場の隅すみっこでため息をついた。

「婚活、向いてないのかもしれないなぁ……」

　思わず弱音も零こぼれてしまう。手にしていたウーロン茶を一口飲んだ。

　一人一分のトークは、すさまじいスピードだった。一人目、二人目は何となく分かるものの、十人を過ぎたあたりで誰だれと何を話したのかなど既すでに分からなくなっていき、一分でリセットされる会話のせいで、全員に「何が趣しゆ味みですか」「どこにお住まいですか」程度の質問を繰くり返し、返ってきた答えに対応するだけの時間になっていた。思い出すだけでぐったりしてしまう。

　それでも、ハジメは頑がん張ばって感じの良かった女性の番号を控ひかえて、次のゲームに臨のぞんだ。司会者の華か麗れいな進行、和なごやかなしゃべりに会場が沸わいたものの、そのゲームは、ハジメにとって最も不向きな弱肉強食パターンのものだった。

　ハジメが気になる女性は、やはり他ほかの男性にとっても同じようで、ゲームが始まってすぐ目的の女性は人ひと垣がきの中に消えてしまった。反対に、男性にも同じ光景が見られる。

　それは仕方のないことか、と切り替えて自分と同じように一人でいる女性に声をかけてみるものの、あまり会話は弾まない。それどころかその女性の目は、明らかにハジメを見ておらず、他の男性の動向を窺うかがっていて、機会が来たと思ったら何も言わずにいなくなってしまうのだ。それは強きよう烈れつな存在否定だった。

　そんなことを数回繰り返すうちに、ハジメは自分の心がぽきっと折れる音を聞いたような気がした。

　ここは求められる人と、求められない人が、明確になる空間なのだ。

「き、きついなぁ……」

　壁かべによりかかって、ウーロン茶を流し込んだ。話し続けて喉のどがカラカラだった。飲み物を取りに行って、戻ってきたら既に勝敗は決していて、相手を見定めた人と、諦あきらめた人とでたむろする場所は異なっていた。ハジメは諦めた人の居場所になっている隅っこで、〝向こう〟を眺ながめるしか出来ない。

　自分がこういうイベントに、慣れていないせいもあるだろう。

　落ち込み始めた気持ちを鼓こ舞ぶするように、そう言い聞かせたけれど、場数を踏んでも、向こうにいる自分が想像できなかった。

　女性に囲まれている人気のある男性を見ると、やはりモテるだけの理由があるなと腹に落ちる。彼らは堂々としていて、男らしくて、魅み力りよく的だった。

　翻ひるがえって自分はどうだ。

　そこまで考えを及およばせて、ハジメは落ち込んだ。

〝向こう〟の一団の中、どっと笑いが起きる。しかしうらやましい、と思った反面、行けても長続きしないような気もした。どちらかと言えば、ハジメは穏おだやかに日々を過ごしたい方だ。こういうイベントでモテるタイプと、合う自分が想像出来なかった。

　最近あった心地良い幸せな時間を思い出そうとして、舌の上に朝食のサラダの味がよみがえる。

「……違ちがう違う」

　確かに幸せな時間だったけれど。相手も寝ね起おきの悪さに目をつぶれば礼れい儀ぎ正ただしい穏やかな人だったけれど、あれを理想にしてはいけない。自分なりに思い描えがく、幸せな結けつ婚こんを考えなくては。

　そう思ったが、舌先に残る幸せな味の思い出は中々消えてくれなかった。ハジメは肩かたを落とす。

「……そういえば、お腹なかすいたな」

　さっきからウーロン茶しか口にしていない。いつもよりもたくさん朝食は食べたのに、この一連の活動でカロリーをすっかり使い果たしてしまったらしい。司会の人が、このフリータイムで軽食を用意すると言っていた。そう思い出して広い会場を眺めると、盛り上がる一団とは別に、人だかりが出来ていることに気が付く。

　そこの人たちがみんな手に皿を持っているのが見えて、ハジメは十分ぶりに壁から背中を剝はがして会場を歩き出した。

「わ、すっごい美味おいしそう」

　ハジメは白いクロスのかけられたテーブルの前で立ち止まって声を上げた。

　大皿には、パエリアが載のせられている。そのサフランライスの上には食べ応ごたえのありそうな大きなエビがいた。隣となりの皿にはきのこのパスタがあり、青々としたリーフレタスのサラダの皿には、アボカドと刻んだくるみが豪ごう華かにトッピングされている。

　またその横にも皿があり、見ているうちにここが何の会場だか思い出す努力をしていないとつい忘れてしまいそうになる。

　軽食、って何だっけ。頭の中でだけ思ったはずの言葉は、緩ゆるんだ口から零れていたらしい。料理を前に佇たたずむハジメの真横に、同じように皿を持って立っていた女性が吹ふきだしつつ言った。

「私も同じこと思った。軽食って言ったら、サンドイッチとか、フライドポテトとかねぇ」

　ハジメが頷うなずくと、女性はころころ笑いながら皿をもう一枚取ってくれた。

「しかもサンドイッチはパサパサで、ポテトは冷めてるみたいなイメージ」

　それでも空腹ならハジメは許せてしまうのだが、女性はありえないと首を振ふった。

「ご飯は大事よ。一生は長いけど、食事が出来る回数は決まってるんだから。一回一回の食事は大切にしなくちゃ」

　相あい槌づちをうつと、テーブルを挟はさんで反対側の女性二人も会話に参加してくる。

「うん。婚活だからってそこは妥だ協きようしない方がいいよね」

「そういうこだわりを満たしてくれるご飯の美味しい婚活パーティっていうのは、ここの売りだもの」

　ハジメは女性たちの言葉に「なるほど」とこっそりうなずいた。そういえば、姉もそんなことを言ってこのパーティを教えてくれたような気がする。

（こうなったら、食事を楽しむのもありだよね。よし、何から食べようかな）

「さすが〝綾羽根兄弟〟のパーティって感じだよね」

　メニューに見み惚とれていたハジメだったが、隣の女性も、食事を楽しむことに目的をシフトしたらしい。キッシュを豪ごう快かいに口に運んでいた。

「綾羽根兄弟？」

　ハジメは首を傾かしげて聞き返す。それは先ほどの司会者の名前だったような気がする。女性はトングでサラダを取り分けながら言った。ついでに立ったままのハジメの皿にもサラダを入れてくれる。

「知らない？　実業家の政直と、料理研究家の政親。あの有名なシェフ・ド・アヤハネの創業者の孫たち。チカちゃんの方はよくテレビに出てて、人気もあるから顔見れば分かると思うよ」

　そのレストランの名前は知っている。名店巡めぐりが好きな二番目の姉が憧あこがれる有名な店だ。創業者の料理人は、海外の格付けで有名な会社の取材も、名めい誉よではなく迷めい惑わくだと拒きよ否ひしたと女性は説明してくれた。料理だけではそこまで稼かせげないだろうが、周囲にいた優ゆう秀しゆうな商売人たちによって資産家として名を知られるほどにまでなった。主しゆ催さい者しやは、その直系の孫たちだという。

「兄弟って言っても、正確にはイトコみたいだけどね。二人ともフランス貴族出身のおばあさま似のイケメンで、独身未婚！　お金持ちの家系！　ああっ！　イブナイトクルーズのチケットが取れなかったことが悔くやまれるわぁ！」

（イブナイトクルーズ？　何かイベントがあるのかな）

　嘆なげく女性にふんふんと相槌を打ちながら、ハジメは取り分けてもらったサラダを口に運ぶ。

（……あれ？）

　思わず首をひねる。アボカドとくるみのサラダは美味しかった。

（でも、どこかで食べたことがあるような……？）

　咀そ嚼しやくしながらハジメは考える。

　確かく認にんしようともう一口食べたところで、会場内にざわめきが生まれた。視線をめぐらすと、なにやら入り口の方に女性が集まっていくのが見える。何だろうか。

　先ほどまでハジメに説明をしてくれていた女性もそちらを見て、「あっ」と声を上げる。すぐに手にしていた皿をテーブルの上に置いたのでビックリする。

　本来そこは取り分け用の皿を置くスペースではないと思うが、彼女はその皿が微び妙みようなバランスになっていることも気にする様子はない。取り出した手鏡で、自分の顔のチェックを始めた。口の周りを紙ナプキンで拭ふき、目元に軽く触ふれてから「よし」と呟つぶやき、そして、顔を上げる。

　その視線は、先ほどまでとは違い、明確な目的意識に燃えていた。

「チカちゃん！」

　戦せん闘とう態勢を整えたらしい彼女は、そう言いながら人だかりの中に向かって行く。大きな声だな、みんな彼女を見てしまうのではとハジメは思った。しかし、すぐにそれはかき消されてしまった。

「チカちゃん！　フリータイム、お話ししませんか」

「私も話したい。イブナイトクルーズ、チケット取れなくて、会えるの今日だけなの。お願いっ！」

　人だかりの中央は動いているようで、口々に呼び掛かける女性たちはそれに合わせて移動している。

「ごめんね。今日もオレ、参加者じゃないからね、道を空けてくださーい。ワゴン通ります」

　ハジメの耳に、最近聞いたことのある声が届いた。食事の記き憶おくと一いつ緒しよに、思い出した。

「失礼しまーす、……あれっ？　きみ」

　食事用のテーブルに、料理の補ほ充じゆうだろうか。銀色のワゴンが到とう着ちやくする。女性たちは、それを押していた男性に群がっていたらしい。一いつ瞬しゆん人ひと垣がきが切れた隙すき間まから、顔を出したのは数時間前に朝食をご馳ち走そうしてくれた、隣りん人じんだった。

　いきなり現れたハジメに驚おどろいたようで、印象深いグレーの目は見開かれている。

「……えっと、政親、さん？」

　先ほど見た時とは違い、政親は白いコックコートに身を包んでいる。前まえ髪がみは後ろに流し、色素の薄うすい柔やわらかそうな長ちよう髪はつは後ろで束ねていた。

　見つめ合ったのは、ほんの一瞬のことだった。すぐに二人の間に女性が割って入る。すみません、と。詫わびなのか、言外に「邪じや魔ま」と言っているのか分からない言葉をかけて、ハジメが避よけるのを待つより先に、女性の肩がハジメの肘ひじに当たる。

「うわっ」

　ハジメは焦あせった。手に持っていた皿を割ってしまう恐きよう怖ふに怯おびえたことも事実だが、皿を傾かたむけると残っていたドレッシングが女性のドレスに掛かってしまうのではないか。その想像の方が怖こわかった。

「っと、と。あっ、あ～」

　軽くテーブルに背を当てて、何とかしゃがみこんだことで、皿の中身はこぼれず、割れもしなかった。

　しかし安あん堵どする間もなく頭に衝しよう撃げきが走る。ちょうど後頭部のあたりだ。ごつ、という音と一緒にぬるい水が掛かったような感かん触しよくが、首から背中にかけてハジメを襲おそう。

　一瞬のことで、誰だれも声を発せない。水を打ったように静まり返る会場で、ハジメはあることを思い出す。

（これはもしかして……）

　足元を見ると落ちていたのは、やはり先ほどの女性が置いていったと思われる皿だった。微妙な位置にあったものが、ハジメのせいで落ちてしまったのだろう。

　着ていたグレーのスーツは、襟えり元もとから左側半面が全すべてトマトカラーに変色していた。救いは、被ひ害がいを受けたのがハジメのスーツだけで、床ゆかの高そうなカーペットは無事だということだろうか。

「すみません、場所を空けて」

　まだ汁しるが零こぼれそうだったため、動くこともできず針のむしろ状態だったハジメのところにコックコートの政親が、慌あわてた様子でやってきた。ためらうことなく膝ひざをつき、白いフキンでスーツの大きな汚よごれの部分を押さえる。

「けっこうひどいな。ナオ、バスタオルもってきて」

　人ひと垣がきの中にいた司会者が、政親の声に「おう」と返事をしてバックヤードに消えていく。

　政親は眉み間けんにシワを寄せる。染しみになっちゃうかな、呟く声にハジメはいたたまれなくなる。

「あ、あの。大だい丈じよう夫ぶです。僕が転んじゃったせいで、すみません。タオルと洗面所だけお借り出来れば、あとは自分で」

　そこまで言うと、肩かた口ぐちを拭いていた政親が「はい？」と顔を上げる。何を言っているんだ、とでもいいたそうな表情だった。美形が凄すごむとすごい迫はく力りよくだと、ハジメはこの注目されている状じよう況きようから現実逃とう避ひしようとそんなことを考えていた。

「バスタオルお待たせ。スペース空けてきたから向こうに移動して、着き替がえてもらって」

　司会者から受け取った大判のタオルでハジメを包んだ政親が頷く。

「立てる？」

　そっと肩かたと肘を支えられ、政親に肩を抱だかれるようにしてハジメは歩き出した。




　バックヤードの扉とびらをくぐると、人の視線から解放されてほっとする。

　政親にエスコートされて暗い廊ろう下かを少し歩くと、控ひかえ室と思われる何もない部屋に通された。そこにあるのは白い革かわ張ばりのソファと、ローテーブル、鏡張りの壁かべだけだ。

　その状態で改めて目の前の鏡を見ると、ひどいものだった。

　襟えり足あしからかかったトマトソースは、スーツの上下だけに留とどまらず中のシャツまで染め、ちょうど半身を覆おおっている。

「この服、着替えに使って」

　ハジメは政親を待たせてはいけないと急いで上着とシャツを脱ぬぎ、ズボンを脱ごうとする。

　しかし、濡ぬれた服は思ったよりも脱ぎにくく、ズボンから右足が抜ぬけない。ハジメはふらつき、バランスを崩くずして盛大に前のめりになる。

「おっと。大丈夫？」

　床に打ち付けられるかもしれないと覚かく悟ごしたハジメだったが、政親が抱き留めてくれたことでことなきをえた。

「わ、すみませんっ！」

　慌てて起き上がろうとしたものの、足はズボンにもつれてうまくいかなかった。大丈夫だよと政親が微笑ほほえんでくれたのが唯ゆい一いつの救いではあったが、そのまま抱きしめられるようにして腕うでの中にいるのは心地ここちが悪い。支えられた状態で、必死にズボンを脱ぐ。

「ちょっと失礼。さっきの人の、本命希望カードの回収にあがりましたよ、……なに抱き合ってんの二人とも。知り合い？」

　控え室の扉が音を立てて開く。そこから顔をのぞかせた先ほどの司会者が、くだけた様子でそう言った。

　ようやく体勢を立て直したハジメから手を離はなした政親は「ああ」と何気ない様子で返事をする。

「うちのマンションの隣となりの子だよ。今朝一緒にご飯食べたの」

　そう言いながら政親はハジメの汚れたスーツを回収してしまう。自分でクリーニングに出そうと思っていたハジメは「あ」と一瞬それを追い掛けるが、それよりも先に政直が大きな声を出した。

「えっ、人見知りのチカが凶きよう悪あくな寝ね起おきのあとに友達誘さそったの!?」

　腹の底から出たような圧の強い言葉にハジメは一瞬面めん食くらう。政親は「声がでかいぞ」と何でもないことのようにいなした。

「いやいや、何言ってんのチカ。あの寝起き見て逃にげ出さないなんて驚きだし、奇き跡せきのひとだよ。歴代彼女に加えて、イトコのオレでさえ、恐怖でおののいたアレだぞ」

「歴代とかいうな。そんな数いないよ」

　ハジメは背の高い二人が頭上でやりあうのを見ながら、借りた服に着替えた。借り物のサイズは明らかに大きくて、袖そでも裾すそも三回折ってようやく息をつく。

「ナオ。もどらなくていいのかよ」

「あっ、そうだった」

　司会者は政親の言葉に思い出したと振ふり返る。しかし「その前に、奇跡のひとと握あく手しゆしとこう」と、ハジメの手を握にぎってからついでとばかりに本命希望カードの回収を済ませ、それからにこやかに去って行った。

「会場戻もどる？」

　嵐あらしが過ぎ去ったような空気の中、政親からぽつっとそう言われてハジメは、はっとなった。迷いつつ廊下に出て会場に続くバックヤードのドアをそっと押し開けると、ざわめく音が聞こえてくる。

（いま戻ってもなぁ……）

　ためらうように自分のいまの服装を見た。スーツは汚れてしまったし、借りた服はぶかぶかだ。

「このあとは発表だけだから」

　政親はそう言ってくれたが、ハジメは首を振る。ためらう理由は服だけではない。

「そもそも、僕は呼ばれないと思うので」

　ゲームでも、フリータイムでもあれだけ相手にされなかった自分の名前が呼ばれるとはとても思えない。

　政親は眉まゆをひそめて「そんなの分からないじゃん」と言った。

（いや、分かります……）

　フォローしようとしてくれる政親の言葉にハジメは首を振った。そもそもここに今いるのは、この人に近づこうとした女性に押しのけられたからで。しかし、それをこういうモテない実感など一度も感じたことのなさそうな彼に説明する気力はなかった。

（きっと、モテる人には分からないよなぁ）

　少しだけひがむような気持ちになってしまい、ハジメはもう一度「いけない」と首を振った。そんな気持ちでいたところで意味はない。

　思い直したハジメが会場に視線を戻すと、全員テーブルに着席した状態で何かを食べていて、政直が金きん屛びよう風ぶの前でマイクを持ったところだった。

『さて、注目の発表のお時間です』

　別のスタッフから四つ折りの紙し片へんを渡わたされた政直が、無む駄だのない優ゆう雅がな仕草でそれを広げてから本命希望がお互たがいに一いつ致ちしているカップルを壇だん上じように呼んでいく。

　その中には、先ほどハジメがいいなと思っていて、話しかけられなかった女性が含ふくまれていた。

　ペアとして立っているのは、背の高い凜り々りしい男性だ。たしか彼も、女性に囲まれていたうちの一人で、お互い人気者同士でのカップリングが成立したようだ。

　お互いに希望した者同士ということもあって、壇上では初うい々ういしく微笑みあっている。

「いいなぁ……」

　最後まで聞いていたが、やっぱりハジメの番号が呼ばれることはなかった。

　予想通りだったので思っていたよりも落ち込まなかったが、それでも誰だれからも選ばれなかったという事実には、悲しくなる。後ろから見てもハジメがしょんぼりしているのが分かったのだろう。政親が背後からハジメに声をかけた。

「……ハジメ君は今度のイブナイトクルーズには来るの？」

（イブナイトクルーズ？）

　ハジメは振り返って首を傾かしげる。さきほど、少し話した女性もチケットが取れたとか、取れないとか言っていたが、そのことか？　ハジメが分からない様子でいると、政親が会場の方を促うながした。

『さて発表が終わりましたところで、最後に二十四日に予定されているクリスマスパーティ・イブナイトクルーズについてお知らせです』

　政直の締しめの挨あい拶さつに、求めていた単語が含まれているのを聞いて身を乗り出す。

『予定しております豪ごう華か客船クリスマスパーティ・イブナイトクルーズは、即そく日じつ完売となりました』

「即日完売……！」

　ハジメが驚おどろきで声を上げると、政親が困ったように笑った。

「七万するんだけど、あっという間だったよ」

「七万!?」

　ハジメは再びの驚きで悲鳴を上げた。政親は続ける。

「イブの夜に豪華客船で湾わん内ないクルーズ。料理はビュッフェじゃなくて、限定メニューをコースで提供いたしますって言ったら、予約サイトが開始と同時にサーバーエラーになった」

　ほら、と指差す政親に促され、会場を見ると金屛風の前に設置されたプロジェクターには、当日使用すると思われる豪華客船と、美味おいしそうな料理の画像が映し出されていた。

「限定メニュー……！」

　ハジメは心こころ惹ひかれるその単語を思わず口に出して復唱してしまった。限定。何かとそれにこだわると揶や揄ゆされることの多い言葉だが、こういうイベントでのときめきを盛り上げるには格別に効果がある。ハジメはバックヤードの扉にもたれかかるようにして呟つぶやいた。

「うう、いいなぁ。限定メニュー……コース料理……！　美味しいんだろうなぁ……！」

　七万はちょっと払はらえないけど。そう続けて呟くと、政親が背後でふふ、と笑ったのが分かった。

「今朝も思ったけど、君は本当に食べるの好きなんだね」

　しまった、これ婚こん活かつパーティの話だった。

　ハジメは錆さびついたブリキ人形のようなぎこちなさでギギギ、と首を戻す。

「食い意地張っててすみません……」

　昨夜の先せん輩ぱいのように叱しかられるかと思い、しおしおとハジメが謝ると、政親は「そういうつもりで言ったわけじゃないよ」と優やさしげに首を振る。それから続けて口を開いた。

「あのね、朝話せなかったことなんだけど、ハジメ君にひとつお願いがあって」

「何でしょう？」

　こんな何でも持っていそうな人からの頼たのみとは、とハジメは首を傾げた。目を合わせた政親は一いつ瞬しゆんためらったように口をつぐみ、少ししてから思い切ったように「あのね」と顔を上げた。

「やぁ！　お待たせして申し訳ない。奇き跡せきのひと、改めて宜よろしく！」

　しかし政親の言葉が出るより先に、バックヤードのドアが開いて、嵐のようににぎやかな気配が飛び込んできた。

　すると途と端たんに、政親は開きかけていた口をすごい勢いでぱくっと閉じてからしゃがみこんで唸うなった。

「ナオ……どんなタイミングだよ」

「どんなタイミングって、終わったタイミングだよチカちゃん。奇跡のひとの分のケーキ持ってきたんだってば。ほらほら控ひかえ室に戻もどった戻った」

　親しみやすい笑え顔がおを全開にした政直が、ハジメの背を控え室の方へぐいぐいと押す。ハジメは、自分が奇跡のひとと呼ばれ続けていることに、名乗っていなかったと思い出した。

「あっ、寿喜ハジメです」

　その自己紹しよう介かいに政直が豪ごう快かいに言う。

「知ってるよ！　さっき受付で会ってるからね！」

　政直は「はっは！」と大きく口を開けて笑い、サムズアップをして見せた。それもそうかとハジメは納なつ得とくしたが、その上で奇跡のひと呼びされている現状に謎なぞが深まる。

「うるさいよ、ナオ。その子が戸と惑まどってるだろ。ケーキ持ってきたなら、食べさせてあげな」　>>>♥

　ハジメが圧あつ倒とうされて何も言えずにいた政直との会話に、政親が割って入ってくる。

　政直も思い出したように「ごめんごめん」と頭をかいた。ハジメの前にケーキを置いて、少し身をかがめて言う。

「これはね、魔ま法ほうのケーキなの」

（魔法？）

　政直の言葉を受けて、ハジメは皿をまじまじと見た。皿の上の四角い形のケーキは正面まっすぐよりも少し角をずらすように斜ななめ向きに置かれている。表面にはココアパウダーがまぶしてあって、上にはイチゴが載のっていた。

　ただ美味しそうだなと思うばかりのハジメは、魔法の示すところが分からず、何の変へん哲てつもないチョコレートケーキだなぁと首を捻ひねった。

「食べてみて」

　政親がそう促す。ハジメは言われるままにフォークでその身を崩くずして口に運んだ。

（あれ？）

　ココアパウダーがまぶされた表面以外は、白と黄色で構成されたケーキの断面と、口の中に広がる生クリームの風味にハジメは目をぱちくりとさせた。

（……ショートケーキ？）

　チョコレートケーキじゃなかったのか。違い和わ感かんを覚えながら、それでもハジメは心躍おどらせた。

（よく分かんないけど、でもこれも美味しい！）

　二人が黙だまってハジメを見ているのは少々気になるところではあったが、ケーキの美味しさがそれを上回る。

「……面おも白しろいでしょ、魔法のケーキ」

　ふとハジメを見守っていた政直が微笑ほほえんで、そっとその皿を回転させた。

「？……あっ」

　ハジメは食べかけていたケーキの、反対側の面を見せられて驚きの声を上げる。

「そうか。こっちから見るとショートケーキなんですね！」

「そう。上とこっち側二面だけにココアパウダーが掛かかってんの」

　政直は得意げにもう一度ケーキの皿をくるりと回す。

「だから、このケーキを正面から見た人と、反対側から見た人では、何のケーキを相手が食べているのか認にん識しきが違ちがうのね」

　説明をされてハジメは素す直なおに頷うなずいた。婚活パーティの会場のテーブルは、男女で対面になっている。全員がこれを食べたとしたら、今のハジメのようにチョコレートケーキだと思う人の対面に座っている人には、ハジメが食べているのはショートケーキに見えるだろう。

　しかしそれが何だというのだ？

　ハジメが首を傾げると、政直は微笑んだ。

「このケーキはね、婚活と同じなんだ。自分がチョコレートケーキだと思っているものは、別の人から見たらショートケーキかもしれない。もちろん逆の場合もあって」

　政直はココアパウダーのかかっている面を撫なでるように指差す。それから反対側の生クリームの面を指した。

「ショートケーキが欲しかった人は、チョコならいらないやって思うかもしれないね。それが角度が悪くてたまたまショートケーキに見えなかっただけかもしれないのに」

　ハジメははっとなって顔を上げた。政直は、それを見て優しげに微笑む。

「このケーキと同じで、人間は多面性の生き物でしょう。この短時間で君が見せたある一面だけを見て、相手がどんな人かと勝手に判断しただけのこと」

　政直がハジメの前にケーキの皿を優しく押し戻もどす。

「たった一回の婚活で、選ばれなかったと思わないでほしい」

　そしてフォークを差し出して、ウィンクした政直はいたずらっぽく笑って言った。

「どうか、恋こいすることを諦あきらめないで。いつか君だけのショートケーキがきっと見つかるよ」

「……ありがとうございます」

（なんて素す敵てきな言葉だろう）

　ハジメは受け取ったフォークを持ったまま、感動して黙り込んでしまった。政直は「へへ。これいつもは結果発表前に言うやつなんだけど、きみはいなかったから特別だよ」と照れたように言う。

　それまで背後で静観していた政親が、ふいに動いた。

「それ、すぐ食べられるよね。帰りはオレが送る、車を出してくるから待ってて」

　ハジメに向かって言われた「それ」という言葉が何を示しているのかはすぐ分かる。ハジメは急いでフォークで切り分けて口に運んだ。美味おいしいケーキをゆっくり味わえないのは残念だったが、この控え室をいつまでも自分のためだけに開けさせておくわけにもいかないと思った。

（あー、でもやっぱり美味しい……！）

　幸せをむぐむぐと咀そ嚼しやくしていると、ふとハジメは政直と政親の二人からじっと見つめられていることに気付いて、フォークを止める。

「すっごく美味しそうに食べるねぇ」

　心底感心したように言うのは政直だ。フォークを止めてしまったハジメを見て、政親も頷うなずきながら言った。

「でしょ？　イブナイトクルーズのデザート、この子に試食してもらおうと思ってる」

「え？」

　ハジメは思ってもみない言葉に顔を上げた。そういえば、政親から先ほど「お願いがある」と言われたのではなかったか。政直がやってきて会話がストップしてしまったからきちんと聞けていなかった。驚おどろくハジメに、政親が「いきなりでごめん」と申し訳なさそうに詫わびた。

「タイミング悪くてごめんね。コースの最後の一品が、まだ……どうにも決めかねていて、他ほかの人の意見が欲しいんだ」

「僕でいいんですか？」

　ハジメはケーキの最後のかけらを飲み込んでから言った。先ほどちらっと見た限定コースの画像が脳内でめぐる。どれも美味しそうだった。でも七万は財さい布ふが許さないし、もうチケットは完売してしまったというしで、しょうがないと思ったあのコースのデザートを食べられるかもしれないのだ。ハジメは知らず、手に汗あせを握にぎった。

「もちろん。今日初めて会ったときから、この子に食べてほしいなぁって思ってた」

　政親がはにかみながらそう言ったのを聞いて、ハジメは静かにガッツポーズをしてしまった。

「……まじで二人とも今日会ったばっかりなんだ。へぇ」

　その脇わきで話を聞いていた政直が感心したように言う。政親はそれに対して少しきつい口調で返した。

「そうだよ。昨日のどこかの誰だれかさんの結けつ婚こん式で酔よい潰つぶされて、この子んちに上がり込んじゃったんだよ」

（政親さん？）

　口は挟はさめないものの、その政親の口調の荒あらさが、ハジメには妙みように気にかかった。わりと穏おだやかな喋しやべり方をする人だけに、含ふくまれる投げやりな感じが目立って心配になる。

「えっ、大だい丈じよう夫ぶ？　そんなに飲ませたっけ」

　政直も同じように感じたのか顔を曇くもらせた。

「……車出してくる」

　しかし政親は政直のその質問には一いつ切さい答えず、ぼそっと呟つぶやいて部屋を出て行ってしまった。

「……どうしちゃったのかなぁ、チカ。ここんとこ変なんだよね」

　残された政直は、ハジメに向かって言った。普ふ段だんを知らないハジメには分からないが、いつもの彼ではないらしい。政直はぼやくように続けた。

「しかめっつらで考え込んだり、ぼーっとしたり、今みたいに話をやめてさっさといなくなっちゃったり。オレも、昨日まで結婚式の準備でバタバタしてたからよく分からないんだけどさ」

　ハジメはその会話の中に出てきた「結婚式」という単語に気が付いて、「おめでとうございます」と祝いを述べた。

　政直は礼を言いながら照れたように笑い、そして突とつ如じよとして「そうだ！」と叫さけんでハジメの肩かたを摑つかんだ。

「ハジメ！　君をあの寝ね起おきにびびらなかった奇き跡せきのひとと見込んで、頼たのみがある！」

　そう言いながら政直は自分のスーツの内ポケットを探さぐって、何か細長い紙のようなものをハジメに差し出した。

「御お礼れいにこれ！　イブナイトクルーズのチケットあげる」

　反射的に受け取ってしまったハジメは、限定メニューが食べられる券だということと、その値段を同時に思い出して猛もう烈れつに首を振ふった。

「う、受け取れませんっ！」

　なにせ七万だ。受け取ったら一体どんな無理難題を言われるのか。恐きよう怖ふでハジメはチケットを押し返すようにして政直に戻す。

「大丈夫。そんなひどいことを頼みたい訳じゃないから」

　政直は首を振ってなだめるように言った。無理だと思ったら断ってくれていい、と優やさしい言葉でチケットをハジメのポケットの中に入れ込んできた。

「あのね。ただチカの側そばにいて、様子を見ていてほしいんだ」

　それで時々報告をくれると嬉うれしい。政直がそう言ったので、ハジメは動きを止めた。

「どういう意味ですか……？」

　ハジメは首を振るのをやめて、政直の目を見つめ返す。政直は居ずまいを正してから言った。

「さっきも話したけど、チカは最近様子がおかしいんだ。落ち込んでるっていうか、元気がない」

　それはさきほど聞いた話だ。ハジメは黙だまって頷いた。

「でももうお互たがい大人だし、よっぽどのことがなければ黙ってようと思ってたんだけど。問題が発生した」

「問題」

　ハジメはおうむ返しに言った。政直は「うん」と言葉を区切って続ける。

「デザートが、まだ決まってない」

　きっぱり言われたその一言に、ハジメは頷こうとして「どういうことですか？」と聞き返してしまった。

「大問題だよ。クリスマスまであと三週間しかないのに、決まってないメニューがあるなんて。しかも、それがチカなんだ。あいつの仕事はいつも計画的で遅おくれや狂くるいがなかったのに」

　政直はハジメに拝むようにして言った。

「だからチカの側にいて何で落ち込んでいるのか探ってほしい。あいつが何で落ち込んでるか分かれば、こっちも対処のしようがあるから」

　ハジメは困こん惑わくした。まだ会ったばかりの相手に対して、政親がそんな理由を悟さとらせるものだろうか。期待に応こたえられるか分からない。ハジメは素す直なおにそういうと、政直は弱々しく首を振る。

「もちろん分かんなくてもいい。正直なところ……仕事じゃなくても、イトコとして心配してるんだ。危あやういような気がする。いまチカを一人にはさせたくない」

「それは……」

　ハジメは弱ってしまった。しかし政直の様子から強く断ることも憚はばかられる。その隙すきをつくように政直は続けた。

「大丈夫だって。デザートの味見してほしいってあいつから言ってきたんだから。適当な感想を言いつつあいつの家にちょっといてよ」

　いよいよもって断れない雰ふん囲い気きになってしまい、ハジメが進しん退たい窮きわまったところで、唐とう突とつに部屋の扉とびらが開いた。

「遅おそくなってごめん。車の準備できたから帰ろう」

　顔を覗のぞかせたのはコックコートを脱ぬいで私服になった政親だった。政直はここぞとばかりにハジメの背中を押して言った。

「じゃ、イブナイトクルーズのデザート、楽しみにしてるから！　ヨロシクね！」

　そしてハジメの返事を待つことなく、扉は閉められた。ハジメのポケットには、ねじこまれてしまって返せなかったイブナイトクルーズのチケットが一枚残っていたのだった。
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　政親から「ここに乗って」と座らされたのは、外国の映画でスパイやヒーローが乗りこなしていそうな変わった形の車の助手席だった。ドアが上に開くのを見て、そういえば姉たちが外車に乗る男性がカッコいいって言っていたことを思い出す。

「昨日といい今日といい、ハジメ君には迷めい惑わくをかけてごめんね。御礼をさせてほしい」

　車はスムーズに加速して、駐ちゆう車しや場を出て道路と合流する。

「あんなに美味しい朝ごはんいただいたし、デザートも食べさせてもらえるっていうので、もう十分ですよ。気にしないでください」

「気にする」

　本心から言った言葉だったのに、間かん髪はつ容いれずに叩たたき落とされた。ハジメは次の言葉を続けられない。政親はハジメの戸と惑まどいをよそに、バックミラーに目を配りながら続ける。

「少なくとも昨日の泥でい酔すいの件は、まだぜんぜん足りてない」

　足りてないもなにも、本人が良いと言っているのに。困り切って眉まゆを顰ひそめたハジメを横目にして、ハンドルが切られる。

「欲しいものとか何かないかな。スーツは？　今日、汚よごれちゃったし。オウロ・プラータのショップがこの途と中ちゆうにあるよ」

「そんな！　三十万以上のスーツなんて着られませんよ！」

　ハジメはぶんぶん首を横に振る。聞こえたブランド名は、姉たちに連れて行かれたデパートのカタログで名前を見たことがあるが、取とり締しまり役やくや重役に昇しよう進しんした人が記念に買うような、そんなレベルのものだ。残業代も出ない零れい細さい企き業ぎようの平社員がせいぜいのハジメの現実とは百キロくらいかけ離はなれている。

「でも注文オーダーじゃなくて既製レデイだし」

　しれっと返された言葉に背筋が震ふるえる。

「そのレディメイドが、三十万以上かかるじゃないですか……！」

　必死の抵てい抗こうを見て「そっか」と、政親は諦あきらめたようだが、ハジメが気分が変わったと言ったらさっさと買ってくれそうな様子だ。

　恐おそろしい。

　ハジメは借り物のシャツの中でびっしょり汗あせをかきそうになっていた。

「じゃあグリシーナでお揃そろいの時計買おう。ピンクダイヤのついたやつ」

「それこないだニュースになってたやつ……もう高いものから離れてください」

　ぐったりした声でそう言うと、ふふ、と政親は笑った。

「そうしたら、まずは今日帰ったら一いつ緒しよにイチゴを食べよう。さっき出し損そこねたけど、食べ頃ごろのを冷蔵庫に入れておいたんだ」

「あ、それはいいですね。イチゴ好きです」

　十二月のイチゴは、時季的に値段は高いものだが、スーツだ時計だに比べれば、ハジメの理解できる現実に近い。政親が歩み寄ってくれて、ほっとした気持ちで頷うなずいた。その瞬しゆん間かんを、政親は見み逃のがさなかった。

「イチゴには、練乳代わりに金きん箔ぱくをかけよう」

「きんぱっ……!?　そんなゴテゴテしたイチゴいやです！」

　涙なみだ目めになりそうな勢いで抵抗するハジメに、政親は本当におかしそうに「冗じよう談だんだよ」と笑ってから「でも御礼は受け取ってほしいな」と言った。

「大したことはしていませんし。大だい丈じよう夫ぶです」

　そう答えたハジメに対して「そうじゃなくて」と政親は区切る。

「実は、デザートの試食以外にもお願いしたいことがあるんだ」

　政親が車を減速させながらハンドルを切った。その横顔が不意に表情をなくしたような気がして、ハジメは急に不安な気持ちになる。

「お願いって……なんですか？」

「そんなに怖こわがらなくても、たいしたことじゃないよ」

　周囲の景色は見慣れたものに変わっていた。二人が住むマンションまで、あといくらも掛かからないだろう。

「部屋についたら、夕飯作ってあげるよ。その時に話そう」

　政親の車がマンションの駐車場に滑すべり込むようにして停とまった。
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「うわっ。おっきいイチゴ！」

　傷きずもない大ぶりの、まるまるとした赤いイチゴ。

　ハジメがよく行く近所のスーパーではお目にかかれないような高級品だ。絶対に甘い。

「いっぱいあるからどんどん食べて」

　そう言われて、遠えん慮りよなく手に取って、そっとかじった。果肉が舌についた瞬間、思わず声が上がる。

「うん、美味おいしい！」

　すぐに二口め、三口めと食べてしまう。無くなってしまっても、舌先が美味に感動している。すごい。これはすごいイチゴだ。

「美味しかった？　全部食べていいよ」

　戻もどってきた政親は、はぐはぐイチゴをかじっているハジメにそう言いながら冷蔵庫から何かを取り出した。

「もし良かったら食べきる前に、試ためしてみて」

　そう言って、皿に垂らされたのは粘ねん度どの低いチョコレートソースだった。一筋、二筋のチョコレートが、繊せん細さいなガラス皿の上に波打って落ちてくる。そこにパラパラと砕くだかれたアーモンドも降ってきた。

　お行ぎよう儀ぎが悪いと知りつつ、ハジメはかじりかけのイチゴをそこにちょっと触ふれさせる。そして口に運んで、想像を超こえた風味に目を見開いた。

「オレンジの香かおりがする！」

　美味しい美味しいとハジメは呟つぶやきながら、そのソースに夢中になってイチゴを食べ続けた。

　その様子を見ていた政親はこらえきれない笑いをたたえながら呟いた。

「……お腹なか空すかせた小動物……リスに餌え付づけしてるみたいで、かわいい」

　夢中になっていたせいで、ハジメは目の前に政親がやってきたことに気付かなかった。ご機き嫌げんな洋よう猫ねこみたいな顔で政親は笑っている。口に含ふくんだイチゴを何とか飲み込もうと一いつ生しよう懸けん命めい咀そ嚼しやくしているハジメの前に、政親は悠ゆう然ぜんとした動きで、細いフルートグラスを置いた。手にしたボトルを傾かたむけると、細かい泡あわがしゅわしゅわとグラスの中に満ちていく。

「イチゴと言えば？」

　そう言われて差し出されたグラスに口をつけると、濃のう厚こうだったチョコレートと甘いイチゴの味を爽さわやかに洗い流してくれるシャンパンが心地ここちよく喉のどを落ちていった。悶もん絶ぜつしてしまうほど美味しい。

「こんなにいろんなメニューを考えられる政親さんでも難しいものなんですか？　限定メニューのデザートって」

「まあ、クリスマスっていう時季的要素もあるし。限定っていったら期待値も高まるよね？」

　ハジメは口当たりの良いシャンパンを飲み干してから聞き返すと、政親も同じように飲み干してから頷く。

「イブナイトクルーズの限定メニューのデザートの試食をお願いしたでしょう」

「はい」

　その話からか、とハジメは真ま面じ目めに聞こうと食べるのをやめて頷いた。政親はそれを見て「食べながらでいいよ」とイチゴをハジメの口に押し込んだ。

　遠慮なくもぐもぐしながら、ハジメはふと思ったことを口にした。

「そういえば、試食は政直さんじゃなくていいんですか」

「……あ～……それはねぇ……ナオは向かないっていうか」

　妙みように歯切れの悪い口調で政親はもごもご言った。ハジメは、はて？　と内心首を傾かしげた。

　どう考えても政直が適任なのでは？　開発に責任を持っているのは政親だとしても、意見を求めるのであれば政直にすべきだと思う。ここで、いくら隣りん人じんとはいえ今日のパーティに参加したというだけのハジメに白羽の矢が立つ理由が分からない。

　しかし理由だけでなく、事情も分からないので何とも言えずハジメは困こん惑わくした顔で首を傾げた。政親もバツが悪そうな顔でフルートグラスをテーブルに置く。

　沈ちん黙もくに耐たえ切れなかったのは、ハジメだった。数分の無言の時間を終わらせるために口を開こうとした。しかし、それより先に政親が言う。

「……思いつかないんだ」

「えっ？」

　ぼそりと呟いた政親の言葉の意味が分からず、ハジメは聞き返した。はぁーっと低い溜ため息いきをついた政親が、もう一いつ杯ぱい手て酌じやくでシャンパンをグラスに注ついだ。それを、ぐーっと飲み干してからテーブルに置き、ようやく顔を上げる。

「……失しつ恋れんしたら、インスピレーションが湧わかなくなっちゃった」

　そう言った政親のグレーの目元は、ほんのり赤く据すわっていた。




「説明するとね、オレ、すごい恋れん愛あい体質なわけ」

　にんじんの皮を剝むきながら政親が言う。

「はい」

　ハジメは渡わたされたごぼうを鉛えん筆ぴつを削けずる要領でささがきにしながら頷いた。

「レシピを考えるときは、好きな相手にこういうの好きだろうなって思いながら、食べさせてあげたいものをイメージするのが普ふ通つうなんだ」

「なるほど……」

　ハジメには分からない世界だが、そういうものなのだろう。頷きながら続きを聞く。

「イブナイトクルーズのメニューも正直危なかったんだよ。デザート以外は滑り込みのイメージで何とか作ることができたんだ。けど……デザートは間に合わなかった」

　政親は遠くを見るような目つきで言って、剝き終わったにんじんを、いちょう切りにしながら話を続ける。

　まぁ、何となく不安には感じてたけれど。と政親は言った。

「何となくそういう不調って、バレるでしょ？　そうしたら何が起きたと思う。失恋した相手から、誰だれか紹しよう介かいしようかって言われたんだ」

　だん！　と強い力が加わったのか、まな板からにんじんのかけらが飛んだ。見事なサイズに切り分けられてあさっての方向に吹ふっ飛んだそれを、政親は一いち瞥べつもせずに空中でつかんでからバットに投げ入れる。

「断ったけど、次から次にみんな同じことするんだよ。友達も知り合いも、うちのじいさんも！」

　政親は苛いら立だったように呟きながら鶏とり肉にくを手早く切り分けて、炒いため始める。その背後では電子レンジが鳴った。

「しばらくそっとしておいてほしいんだ……これ以上、生傷をえぐられたくない」

　ハジメは、言葉を失って押し黙だまった。

「だからせめてイブナイトクルーズのデザートが出来るまで、そういう話をされないよう誤解のない相手に牽けん制せい役というか、隠かくれ蓑みのになってもらいたいんだ」

　政親はそう断言してから、調理に集中し始めた。

　十分もしない内にハジメの前に鶏肉とごぼうのおこわ、ザーサイと卵のスープ、小松菜の煮にびたしが並んだ。皮を剝いた柿かきとブドウもガラスの器うつわに載のっている、豪ごう華かなメニューだ。

　話を一通り聞いたハジメが美味しそうな料理を眺ながめていると、政親が席について言った。

「さっきのオレのお願いっていうのなんだけど、オレの恋こい人びとのふりをしてくれないかな？」

「……はい？」

（恋人って僕と政親さんが？　見た目的に釣つり合わないのはともかく、そもそも男同士なのは問題なのではないだろうか）

「男同士なのにって思ってる？」

「え……まあ、はい」

「男同士だからいいの。これで女性を選んで、本気にされちゃったらまずいから。オレのことを好きになる可能性のない男の子で、話が分かる人がいい」

　なるほど。ハジメも知識ではそういう嗜し好こうの人たちがいるのは知っている。それにとやかく言うのはおかしいという風潮に世界がなりはじめていることも。それならば確かに反対もされづらいかもしれない。

「……僕で隠れ蓑になりますか。あんまり、牽制に役立つほどの見た目じゃないんですけど」

　その答えに政親はくわっと口を開く。

「そんなことないよ！　ハジメは小動物みたいで可愛かわいいってさっき言ったでしょ！」

　そう強い口調で言ってから、政親はぱっと口を押さえて「あ、ごめん。ハジメ君」と訂てい正せいしたが、特にこだわりはない。ハジメは「呼び捨てでいいです」と言ってから、「いただきます」と両手を合わせて箸はしを手にした。

　スープを口に含むと、ザーサイの塩気と歯ごたえを卵がふわりと中和して何とも言えず美味しい。ハジメは不安を零こぼしていたことを忘れ、いつものように「美味しい」と呟いた。

　おこわは、手早く作ったという割に味がよくなじんでいた。煮びたしも同様だ。

「そういう、おだし系は、まとめて作って全部冷れい凍とう庫に入れておく感じ。朝出したオニオングラタンスープも、冷凍してあったタマネギ炒めて煮込んだやつをオーブンにつっこんだだけ」

「手品みたいですね……」

　種明かしをされても、自分で出来る気が全くしない。感心するばかりだ。

「でも、ぜんぶこっちの都合だから、もし引き受けてくれたら」

　出された食事をきれいに平らげ、食器を片付けようとしたハジメの目の前に緑茶が置かれる。

「引き受けてくれたら？」

　熱い湯のみに口をつけながら、ハジメは聞き返した。

　政親は、待ってましたとばかりにあの高そうな洋猫みたいな笑えみを浮うかべて口を開いた。
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　午前中の業務の終しゆう了りようを知らせるチャイムが、社内に響ひびいた。

　週明け、ハジメは土日に来たメールの確かく認にんを全すべて終え、午後の仕事の組み立てを考えながらカバンから昼食を取り出す。

「あれっ？　寿喜。お弁当持参？」

　対面の席で立ち上がって驚おどろいたような声を上げたのは、先週神社の参拝に付き合ってくれた野島だ。彼の手には財さい布ふがあって、これからお昼を買いに行く様子だ。普ふ段だんであれば、ハジメも同じように表に出るのだが、今日は違ちがう。

「作ってもらったんです」

　そう言って、ランチボックスを机の上に置く。

　えっ。野島が空気が抜ぬけたような声を上げた。

「寿喜、婚こん活かつ成功か!?」

　そう聞かれて、ハジメは曖あい昧まいに笑う。成功か失敗かで言えば、失敗だったし、何だったら相手が女性ではない。しかし「願がん掛かけの効果がこんな早くあるなんて！」と涙なみだを流さんばかりの勢いで喜んでくれている彼には進んで話したい気分ではなかった。

　肯こう定ていも否定もせず、無言でランチボックスのフタを開ける。

「すっげぇ……！」

　ハジメの弁当に興きよう味み津しん々しんだった野島は、席からわざわざ移動して覗のぞき込んで叫さけんだ。

　メインの照り焼きチキンがつやつやしたご飯の上に整然と並び、その横にはサケとほうれん草が混ぜ込まれた卵焼き、そしていろどりのサヤエンドウと型抜きされたニンジンが躍おどっている。

　味は言うまでもない。

　卵焼きは甘くない方が好きと言った時は、こんなに美味おいしいものが食べられるなんて思わなかったなぁ。

　ハジメはまるで大切なものを摑つかむように、おかずをそっと箸で口に運びながら嚙かみしめる。

「それだけ作りこんであるっていうのは、かなり気に入られている証しよう拠こだな。なんだ、もうヤッたのか」

　野島は片手で輪を作り、もう片方の手の人差し指をその輪の中に入れるジェスチャーをした。その仕草にハジメは吹きだして口を押さえながらぶるぶると首を振ふった。

「なんだまだか。そんな料理上手、はやく捕つかまえとけ」

　野島の言葉に、ハジメは曖昧に笑みで返すことしかできなかった。










　　　　◆




　政親の仕事は定時があるものではないらしく、平日は朝食をハジメと食べてから一いつ緒しよに出ることもあれば、のんびりとベランダから出勤するハジメに手を振って見送ってくれることもあり、よく分からなかった。

　デザートの試食と恋人のフリを引き受けるという条件で、朝食と夕食、そしてお昼のお弁当と三食を提供してもらっているハジメは、ここのところずっと政親の部屋で過ごしていた。さすがにパジャマではないが、リラックスしたルームウェアでやってきて、自宅に戻もどるのは眠ねむるときくらいだ。

　そうして過ごしてみて思うのは、政親が勤勉で非常にストイックな人間であるということだった。テレビに顔出しもしている有名人らしいので、生活ももっと派手なのかと思っていたが、実際身近に接してみるとそんなことは全くない。

　日中は市場や生産者を訪ねて、新しん鮮せんで厳選された食材を見つけることに余念がないし、収録や撮さつ影えいなどがある時でもハジメの帰宅に合わせてまっすぐ帰宅してくれる。家に帰れば料理のことばかりで、遅おそくまで遊び歩いたり、飲んだくれたりということはない。

　見た目の華はなやかさからは想像もつかないくらい勉強熱心で、料理への情熱を持つ政親のそばは本当に安心できて、居すぎかなとも思うが、政親にしても特に気を遣つかう様子もなく、ハジメにとっても政親の部屋は妙みように気の抜ける空間だった。何より美味しいご飯を誰だれかと食べられるというのは魅み力りよく的なことだった。

　この一週間ですっかり胃い袋ぶくろをつかまれてしまったハジメは、その週の土日は空いているからおいでという誘さそいに甘えて、まったりとブランチをご馳ち走そうになっていた。

「そういえば、買い物に行きたいんだけど、付き合ってくれる？」

　政親からのその希望に、ハジメは卵とラタトゥイユが載ったガレットを咀そ嚼しやくしながら頷うなずいた。削けずられたエメンタールチーズの少し重い後味がたまらなく美味で、口を開く時間も惜おしくて飲み込む。

「いいですよ。どこに行きますか」

　特に予定もない休日に何かに付き合わされるのは姉たちによって慣れている。ハジメが食べ終わった食器を片付けるために腰こしを浮かせながら言うと、政親は少し迷ったように口を濁にごした。

「行くっていうか……人に会っちゃうんだけど」

　その言葉にハジメははっとなる。

「もしかして、恋こい人びとのフリのお仕事ですか」

「……うん」

　気が進まなそうな政親にハジメはにこっと笑った。

「もちろんいいですよ。お役に立てるなら、使ってください」

　そう答えてから「じゃあ、服の用意だけ」そう言ってハジメが立ち上がろうとすると、政親は何故なぜかハジメの進路を妨ぼう害がいするように立ち塞ふさがる。

　戻ってくるからこの部屋で待っていてもらっていいのに。理由が分からなくてハジメは怯ひるんだ。

「あの……？」

「なに着るの？　もしかして、あのグレーのスーツ？」

　先ほどまでの少しゆるんだ雰ふん囲い気きではなく、何だかぴりっとした声だった。

「あれなら、クリーニング終わって政直から預かってる」

　政親はそう言ってクローゼットから、クリーニングの袋ふくろに入ったままハンガーにかけられたスーツを取り出した。赤い染しみのあったスーツは、買いたての時のようにパリッとキレイになっている。言われた内容から、政親の不ふ機き嫌げんの理由は察せない。

「良かった、それを着ます」

　とりあえず受け取ろうとして、ハジメの手は空を切る。

「……？」

　政親が長い腕うでを上に伸のばし、ハジメの手からグレーのスーツを遠ざける。

　いたずらかな？　と思って、ハジメはもう一度スーツを取ろうとした。しかし、またすんでのところで避よけられる。ひらっと裾すその部分が舞まって、摑み損そこねた。

「……これ、可愛かわいくないから別のを着た方がいい」

　憮ぶ然ぜんと政親が言った。ハジメは手を伸ばしたまま、ぽかんと口を開ける。

「可愛くない……？」

　ちょっとよく分からない。ハジメは理解できない単語を繰くり返してみて、やっぱり分からないと思った。政親が「やっぱり自覚はないのか。こだわってコレがいい、とかじゃないね？」と念を押すように呟つぶやき、苦々しい表情になる。

「サイズが合ってない」

　低い声でそう言われ、ハジメは固まる。そんなはずはない。ちゃんと試着だってしたのだ。何度目かの驚きで聞き返す。

「えっ、丈たけはぴったりのはずです」

　政親は目をつぶって眉み間けんのあたりを人差し指でぐりぐりと押した。

「……よこ」

「えっ」

「横よこ幅はばが、ぜんぜん合ってない」

「……本当ですか」

　半信半疑のハジメに対して「ほら見てよ」と、政親はハジメの手を引いて姿見の前に立つ。クリーニングの袋に入ったままのスーツを直立したままのハジメの身体からだに当てて言った。

「まず、見るからに肩かた幅はばが合ってない」

　身ごろもイタリアンスーツみたいにウエストをしぼったタイプじゃないから、中で身体が泳いでいるでしょ。細身の作りでフィットするデザインを選んで。あとね、色はもう少し濃こいものか薄うすいものがいい。ハジメは肌はだが白いから白いシャツに、この色のグレーを合わせると、ぼんやりする。せめてニットタイとか組み合わせれば違うかな。いや、やっぱこのデザインと色はナシだな。ネイビーとかなかった？　地味になりがちだから、ドットタイとか可愛いと思う。

　ここまで政親はワンブレスで話し、一度言葉を止める。

「というわけで、このスーツはこのままクローゼットにしまいなさい。どんな服があるのか、ついでに見せてね」

　にっこり笑った政親の顔が美しくも恐おそろしく。震ふるえるハジメに拒きよ否ひ権は、なかった。




　　　　◆




　良く晴れて乾かわいた冬の空気の中を、政親の車が走っている。

「うう……政親さん、やっぱりこれ、似合わないのでお返ししたいです」

　助手席で進行方向を見ながらシートベルトを抱かかえるようにして丸くなったハジメは、自分の左手首にまきついた腕うで時ど計けいを見てそう言った。

「よく似合ってるよ。そのジャケットにぴったり」

「……そういう問題じゃないんです……！」

　憤ふん慨がいしたハジメの言葉も、政親の耳を右から左と通り抜ぬけただけだったようだ。ハジメはしくしくと泣なきながら助手席に沈しずんだ。




　あれからすぐに自室で持っている洋服のチェックを受けたハジメは、先週政親と初めて会ったときに拾った紙かみ袋ぶくろの存在を思い出した。袋は破れているものの、中身は無事だったので確かく認にんしてもらおうとそれを差し出した。すると政親の表情がみるみる変わる。

「え……!?」

　そう呟いたっきり、紙袋の中身を茫ぼう然ぜんと見る政親にハジメは焦あせった。

（あれっ。もしかして、政親さんのじゃなかった？）

　別の人の落とし物を拾ってもってきてしまったのだろうか。もしその人が捜さがしていたらまずい。にわかに焦りだしたハジメをよそに、政親は緩かん慢まんな動きで紙袋の中からキレイに包装された箱を取り出して、何とも言えない微び妙みような表情で笑った。

「……戻ってきちゃったのか」

　静せい寂じやくの中で政親はそう言って、ため息ともつかないようなわずかな吐と息いきをついた。

「あの。大だい丈じよう夫ぶですか……」

　どうやらこれは政親の持ち物で間ま違ちがいないようだ。ハジメは良かったと思いつつ、ちょっと異様な空気から、後こう悔かいも感じ始めるという複雑な心地ここちになり、おそるおそる政親に声をかけた。

　すると、政親は無ぶ遠えん慮りよにその箱の包装を破き始めた。

「ハジメ、これ使わない？」

　中から出てきた箱から、さらにまた箱が出てくる。ビロードでできたそれは、政親がぱこ、と音を立てて開けると中から時計が姿を見せた。

「わぁ、カッコいい！」

　一目見たハジメは、素す直なおに歓かん声せいを上げた。

　時計のベルトは渋しぶい光こう沢たくのある金属で、文字盤ばんはベースが深い青だった。ともすると暗くなってしまいがちなそこには、細かい金の模様が配置されていた。時や分や秒を表す目盛りも、金で縁ふち取どられていて深い青に映はえるデザインとして非常に美しいものだった。

「気に入ったなら、あげる」

　そう言って、政親はハジメの左手首に時計をつけてくれた。ハジメはどきどきしながらその文字盤を覗のぞき込み、はたとそこに燦さん然ぜんと輝かがやくブランドネームに固まった。

　女系家族で育ったため、ブランドは所持していなくても知識だけはある。ハジメは自分で外すのも恐ろしくなり、政親に外してくれるように懇こん願がんしたが、彼はしれっと「あげたものだから、返品は受け付けません」と言ってハジメの部屋のクローゼットに向かったのだった。




「ううう……今誘ゆう拐かいされたらこの左手だけ持っていかれる……」

　ハジメは助手席で唸うなり続けるが、運転席の政親はご機き嫌げんだ。

「返されても捨てるだけなんだよね、それ」

　そう言い放たれて、突つき返せる人はいるだろうか。ハジメはしおしおになりながら、いくらか代金を払はらいますと言ったがそれも受け付けてはもらえない。

　ハンドルを切りながら政親はきっぱり言った。

「あげられなかったプレゼントなんだ。他ほかの人とかぶっちゃってさ」

　自分で使うにしても趣しゆ味みじゃないし。政親はそう言う。

「それであの日、捨てようとして……。けどこうして戻もどってきちゃったんだ。ハジメにとっては、捨てようとしたもので気分悪いかな。ごめんね」

　ハジメは高速で首を振ふった。さきほどこっそり携けい帯たい端たん末まつでこのブランド名を調べたら、最低購こう入にゆう価格が五十万を超こえていたのを見てしまったからだ。そんなものをあげられなかったからといって迷わずゴミにする思考に震えた。

「そろそろつくよ」

　そう言われて顔をあげると、テレビによく映るその街のシンボル的な建物が目に入った。

　高級といえば、と聞かれて十人中九人がここだと答えそうな街にある、また高級で有名なデパートだった。

　あまりの場違い感に、駐ちゆう車しや場についた段階でハジメは「僕、居残りでもいいですか」と、下車を拒否したが、政親から「オレ買い物のとき、人の意見欲しいタイプなんだ」と言われて魔ま法ほうのように席から降ろされてしまう。

　背後で助手席の扉とびらが閉まったときの心細さと言ったらない。

　ハジメは駐車場の一角にあるガラスに映った自分の姿を見て固まった。

「や、やっぱり、変です！　僕、戻って着き替がえてきます！」

　ハジメは今にも死にそうな声を出す。やっぱりこんな服を着るなんて無理だったのだ。

　ハジメが着ているのは学生時代、一番目の姉に買ってもらった紺こんのシャツ。それに成人祝いだと二番目の姉が買ってきて以来、柄がらが大だい胆たんすぎて一度も着ていない横ストライプのジャケットを合わせている。襟えり元もととジャケットの間からチラリと見えるようになっているのは政親が貸してくれた淡あわいピンクのストールだ。

　政親は「よし、かわいい」と言って、ハジメの意見を封ふう殺さつした。ちゃんと鏡で全身を確認させてもらう前に車に乗せられたので、ハジメは今初めて今日の自分のファッションを確認したのだ。

「イケメンが選ぶのは、イケメンに似合う服なんですよ……着替えたい……」

　ハジメは両手で顔を覆おおって、俯うつむいた。

「大丈夫だって。オレだってこんな恰好だし」

　両手を広げた政親は、ハジメに自分の今日の服装をアピールする。彼が着ているのは、モスグリーンのフード付きダウンジャケットに白いスキニージーンズだ。頭には黒いキャップ、背負っているカバンも黒のリュックとカジュアルだ。

　確かに高級デパートに出入りするには不向きかもしれないが、間違ってはいけない。彼は五十万もするような時計を捨てても良いかと考えるような経済感覚の男だ。どんな恰好でも庶しよ民みんと一いつ緒しよにできるはずがない。

　ハジメは目の前をすいすい歩く政親に置いて行かれないようにしながらこわごわと商品を眺ながめた。

　もしここでハジメが買えるとしたら、ネクタイか、ハンカチか、靴くつ下した。

　そうか靴下だ。靴下ならいける。

　現実逃とう避ひのようにそんなことを考えていたら、政親に手招きされる。

「ハジメ、こっち」

　連れられるままエレベーターに乗って到とう着ちやくしたのは、静かなフロアだった。催さい事じなどがあれば使用するようなホールだろうか。今は入れ替かえの時期なのか、ぱらぱらと移動できそうな販はん売ばい台があるだけで、他には何もない。

「おいで」

　政親の言葉にハジメが誘さそわれるように近寄ると、少し分かりにくい場所だが、シンプルなガラス扉があることに気が付く。気にしなければ通りすぎてしまいそうだ。

　政親はハジメがついてきたことを確認し、無言でそこを開けた。

「あっ、政親さ……ん？」

　政親に限って、とは思ったが本当にそこに入って良いのか。不安に思って呼び止めたハジメだったが、ガラス扉の向こうの受付にいた人は、政親の顔を見るなり、優ゆう雅がに頭を下げた。

「黒くろ名なさんを、お願いします」

　政親はそう言った。ハジメには何だか分からず、とりあえずついていくことしかできない。しかし戸と惑まどいは数秒で驚おどろきに変わる。

　廊ろう下かを曲がり、数歩先に広がる光景にハジメは目を見開いた。

　一番初めに思ったのは、会社にある接待用の応接室かな？　だった。

「いや、それにしては……ソファとソファの距きよ離りが、広い。広いな……」

　一分の乱れなく整然と並んだソファもキレイで何が違うか分からないが高そうだし、足元の絨じゆう毯たんも高いのかやけに沈しずみ込む。

　周囲を茫然と見回すハジメをよそに、音も無くロマンスグレーのスーツの男性が現れた。政親の前で、優雅にお辞じ儀ぎをする。

「黒名さん、こないだはありがとう」

　政親はしゃべるのを止やめずハジメに向かって手招きをした。

「こないだのスーツ、良かったよ。最後にちょっと汚よごしちゃったけど」

　会話の邪じや魔まにならないようハジメがおそるおそる近づいていく。黒名と呼ばれたロマンスグレーの男性はハジメにも丁てい寧ねいに礼をしてから政親に言った。

「政直様以外の方とお見えになるのは初めてではありませんか」

「そうかも。来るなら一人か、政直とだね」

　さようでございますね、と黒名は相あい槌づちを打ちながら政親をガラスのパーティションの向こうに誘ゆう導どうした。区切られた広めの空間には、外国製の一人掛がけソファが二つと、猫ねこ脚あしのローテーブルがある。少し離はなれたところには、向こうに何か空間があるのか厚手のカーテンが掛かかっていた。

「外商だよ」

　政親にこそっと耳打ちされて、ハジメはそのまま息を止めた。

　外商フロア。

　それは庶民によって噂うわさに伝え聞いたことがある、というレベルだ。都市伝説ではなく、本当に存在するのか。ハジメは政親にこっそり耳打ちをし返す。

「え、選ばれたお金持ちだけが入室出来るってところですよね……!?」

　ハジメに合わせて背をかがめていた政親が、ぷっと吹ふきだして「そんな格式の高いところでもないよ」と笑って、手を引く。

「本日は、何をお手伝いいたしましょうか」

　手を引かれるままにソファに座ると、身体からだが一いつ瞬しゆん沈み込み、それから浮うかび上がって落ち着く。今まで座ったことのない、包んでホールドされるような感覚だった。感動しているうちに別のスーツの男性がローテーブルに紅茶を置いて行った。

「このアウターに合いそうなブーツが何かあればと思って。あと、この子の服で少し明るめのインナー何枚か、あとカジュアルにも使えそうなジャケットを見せて。フォーマルすぎない感じでよろしく」

　政親がそう言って、ハジメを示す。カップの細い持ち手に施ほどこされた精せい緻ちな細工を眺めて感動していたハジメは、動どう揺ようのあまり腰こしを浮かせてしまった。

「な、なにいって……！　そんな、僕の、」

「黒名さん、よろしくね」

　ハジメが抵てい抗こうの声を上げるより先に、黒名は一礼してパーティションの向こうに消えた。

　フロアは静かで、時折小さめのクラシックの音楽が聞こえるだけの場所だったので大声を出すのが憚はばかられた。ハジメはついてきたことを後こう悔かいしつつ、声をできるだけ小さくして抗こう議ぎする。

「政親さん、言うのも恥はずかしいですが、僕こんなところで服を買ったことありません……！」

　そもそもデパートだって、姉たちに連れられた時しか来ない。それにその時のハジメの役割は、可愛かわいい甥おいっ子をいかに退たい屈くつさせずに過ごさせるかという乳母ナニー役だ。そのご褒ほう美びだと姉たちは服をあれこれ買って寄よ越こすこともあるが、自分主体で買い物などする場所ではない。

　政親は優雅に紅茶を一口飲んで、ご機き嫌げんな洋よう猫ねこみたいな笑いを浮かべる。

「まぁまぁ。見せてもらうけど、買い物するのはオレだからいいじゃない。ハジメはそれよりもここで大事な役割があるので宜よろしくね」

　そう言われてハジメははっとなった。そうだ、恋こい人びとのフリを依い頼らいされて自分はここにいるのだと思いだした。政親はハジメに「もう少し近づいて」と言って、腰を抱だき寄せる。

「わっ」

　強めに抱き寄せられたせいで、ハジメは政親の腕うでの中に転がり込むような姿勢になった。その耳元に政親はそっと囁ささやく。

「基本的にはオレが話をするから、ハジメはそれに合わせてくれればいい」

「お待たせしました」

　その途と端たん、音も無く、黒名が背後へと戻もどってきた。ハジメはどんなタイミングだと驚いて固まったが、政親の表情を見ると分かってやったらしい。

　恋人のフリをして見せる相手は、この黒名という男性なのだろうか。

　もがくようにして腕の中から脱だつ出しゆつを試みていたハジメはその段階で抵抗をやめ、楽な姿勢を求めて素す直なおに政親の肩かたに頭を載のせた。黒名はそれをちらっと見てから、さして気にも留めないという様子で手にしていたアイテムを目の前のテーブルに広げて見せてくれた。

「政親様が本日お召めしのダウンジャケットでしたら、カバンの色味に合わせてこちらの黒のワークブーツがお似合いかと存じます」

「いいね。それもらう。この子のは？」

　政親がさらっと言いながら、甘えるように肩に身を寄せているハジメの髪かみを撫なでる。ハジメは表情を変えないようにしながらも、冷や汗あせが止まらなかった。

　黒名はテーブルにある服を、目の前で広げて見せてくれる。

「優やさしげなお顔立ちなので、明るいよりも今お使いのそのストールのような柔やわらかな色味がお似合いかと存じます。インナーはこちらのオフホワイトか、パウダーブルーかベビーブルー、アイスグリーン、少し濃こいめでも宜しければライラックなどいかがでしょう。こちらは伸しん縮しゆく性と保温性に優すぐれたラムウール素材でございますので、着き心地ごこちはもちろんのこと今時期には宜しいかと」

　黒名はソファの近くに膝ひざをついて、流れるような説明をしてくれるのだが、素材や質感の話はハジメには何のことか分からずコメントができない。

　元より期待されていないのか、インナーについて一連の説明をした黒名は今度はジャケットを手にする。

「お若いですし、少し遊んでイタリアンカラージャケットはいかがですか。それと、ジャケットではございませんが、ローゲージのカーディガンなども似合いそうでしたのでお持ちしました」

　その説明に答えたのはハジメではなく政親だった。ハジメの頰ほおを子猫でも撫でるような手つきで触ふれた後、「そうだね、試ためしてみよう」と呟つぶやく。

「じゃあとりあえず、それ。あと黒名さんが今右手に持ってるのも。ハジメ、立って」

　目の前で行われている現実味のない光景の中に、自分も入るのか。名前を呼ばれてハジメは卒そつ倒とうしそうになった。

　言われるがままに立ち上がると、黒名がさきほどまで見えていたカーテンを引き、ハジメの方を見た。引かれたカーテンの向こうに、戸惑う自分の姿が見える。

「鏡……？」

　試着室だろうか。しかし、正面に見える鏡は遠く、奥行きに不安さえ覚える。

　ハジメの背中を政親が押して、耳元に唇くちびるを寄せた。

「これとこれ、着といで。着たら見せて」

「えっ、見せるんですか……!?」

「ハジメに任せたら、またグレースーツの二の舞まいだよ。サイズ大だい丈じよう夫ぶ？　きつかったら言ってね」

　試着室に中々入らないハジメを黒名がちらりと横目で見た。

　まずい、疑われているのか。

　ハジメがそう思った瞬間、政親の大きな手がハジメの今着ている服の前立てを上から下に沿ってするっと触れる。

「──ッ!?」

　まるで手品のようにシャツが開く。

　ハジメは息を止めて自分の服を見た。

　政親の手がやったことは分かったが、そんなことより、これボタンがいくつあるシャツだっけ。

　開放されるままにはだける服を慌あわてて押さえようとしたが、裾すそから政親の手が忍しのび込んできてハジメの肌はだを、つつっと撫でる。

「……やだっ」

　ハジメは黒名の目から逃のがれるように政親に抱だき付く。

「ね。こんな風に剝むかれたくなかったら、ちゃんと試着したの見せてね」

　耳元でそう囁かれて、ハジメはその場にへたりこみそうになる。政親がそれを支えるようにして試着室にハジメを押し込み、カーテンの外にさっさと出て行ってしまった。

　何だこれ。

　茫ぼう然ぜんとしたハジメは、すぐ脇わきに控ひかえている黒名に恋人のフリを見せるためだということを思い出して猛もう烈れつに恥ずかしくなる。正面の鏡に映っているのは、羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤にしている自分だ。逃にげたいと思ったが、逃げ込む先がこの試着室の中にしかない。足を踏ふみ入れ、また後悔した。

「鏡の館やかたみたい……」

　はは、と乾かわいた笑いが浮うかぶ。

　やたら遠いと思った正面の鏡は、左右にその腕を伸のばしており、部屋に入ると三面から鏡で自分の姿を確かく認にんできるようになっていた。

　ハジメは三方向から自分の貧弱な裸はだかを見るという羞恥に耐たえることを覚かく悟ごして、上着を脱ぬいだ。




　言われた服を着て、カーテンを引くと、すぐ脇に黒名が待機して声を掛かけてくれる。

「いかがでしょうか」

「えと……」

　ハジメは感想をどういえば良いものか分からず、口ごもった。視線で政親を探すと、頼たよりの彼はさきほどのソファのところで、日本語以外の言語が表紙を飾かざっている雑誌を読んでいた。長い脚あしを優ゆう雅がに組んでいて、そこには、さきほど黒名が持ってきた黒いワークブーツが見えた。

　ハジメが試着室から出たことに気付いたのか、顔を上げる。

「そのジャケット、いいじゃん。サイズどうだった？」

「……こわいくらい、ぴったりです……」

　あと、値段もこわいです。汚よごす前に早く脱ぎたい。

　震ふるえそうになるハジメを政親が指で、くるっと回転させるようにして他ほかの部分もチェックする。

「他ならぬ黒名さんの見立てだからな。うん、後ろもいい感じ。やっぱり体格的に、ハジメはタイトな方がきれいだと思うな」

　政親の呟きのような言葉を受けて、黒名もカーテンを引きながら頷うなずいた。

「さようでございますね。細身ながらもバランスの良い体つきをなさっていらっしゃいますので、ワイドなデザインで隠かくされるのはあまり宜しくないように思います」

「オレもそう思う。じゃあコレ、回しといて。ハジメ、それ脱いで次コレ着て」

　ハジメがえっと顔を上げたときには、すでに政親の手の中には別の服が見える。

「まだ着るんですかっ!?」

「いいから」

「ううう……わかりました」

　グレーの瞳ひとみの圧力に負けてハジメは手に取ったこともないような色のシャツを受け取り、試着室へと戻って行った。




　着ては感想を言われ、別の服を渡わたされ、脱いでそれを着てまた感想を言われるというのを何度したか分からなくなるほど繰り返し、ハジメは疲ひ弊へいしていた。

　ようやく決まったのか、何着目かで「じゃあこれ着てこう」と言われて脱がずに済んでほっとしたハジメは、ソファの上にぐったりと座り込んだ。高級なソファは、ひじ掛けも高級で頼りがいがあり、その片方に両手と額をつけてハジメは息をついていた。

「黒名さん、ちょっと袖そで見てあげて」

　政親にそう言われた黒名が、無言でハジメのジャケットの袖に触れた。長ければ少し調整が出来るデザインだからと言われて任せていると、黒名がある一点で手を止めた。

「これは……」

　ハジメはすぐ側そばにいた黒名が、そう呟いたことに気が付き、顔をあげる。

（あ、それ……）

　黒名が見ていたのは、袖からちらりと顔を出していた先ほどの腕うで時ど計けいだった。きっとハジメには不釣つり合いなものだから驚おどろいたのだろう。

「ああ、以前手配してもらったやつだよ。オレからハジメにあげたの」

「さようでございましたか」

　政親が何でもないことのように言うと、黒名も静かにそう返した。

「特に、調整は必要ないように思われます。以前の政親様のスーツと同じですね」

　黒名がそう言ってから、ハジメに紅茶とクッキーを勧すすめてくれた。染しみ入るようなクッキーの甘さにハジメは幸せを覚えた。嚙かみしめるようにして味わう。その様子を見て、政親が薄うすく微笑ほほえんだ。

「そのスーツ、さきほど汚されたと伺うかがいましたが、どうなさったのです」

　黒名が購こう入にゆうしなかった商品を片付けて別の人に渡してから、政親に声を掛ける。それはさきほどの硬こう質しつさより、少し親しみを込めたものに変わっていた。政親はおどけたように肩かたをすくめて言う。

「ナオの結けつ婚こん式の後ちょっと飲みすぎて、気付いたらゴミ捨て場で寝ねてた」

「……それは……大変でございましたね」

　政親の返答は、黒名の想像を超こえていたらしい。言葉に詰つまっている。政親は片手をひらひらと振ふり、黒名に笑いかけてみせた。

「大変だったけど、良いいこともあったよ」

　黒名は首を振る。

「前向きでいらっしゃることは政親様の長所でございますが、向こう見ずなところはお控えくださいませ。外でお休みになるほどお酒を過ごされるのは感心いたしませんな」

　無事だったから良かったものの。政親はその言葉に、親にいたずらを咎とがめられて照れ笑いをする少年のように笑った。

「起きたらビックリしたよ、見たことない部屋にいてさ。この子の部屋だったんだけど。ね、ハジメ」

　政親が突とつ然ぜんこちらに話を振ったので、クッキーを食べ進めていたハジメは口に手を当てて返事をするしかない。

　黒名は微笑みを浮かべて「さようでございましたか」と相あい槌づちを打ったが、その視線は何となくじっと観察されているように思えた。

　しかし政親は気にしないどころか、煽あおろうとしているかのようにまたハジメを自分の方へ引き寄せて、今度は膝ひざの上に乗せた。

（ひゃあ、顔が近い）

　何でもないような顔を装いながら、ハジメはパニックになる。

「ハジメ、紹しよう介かいが遅おくれてごめんね。この人はオレの外商担当の黒名さん」

　そんな中で、「小さい頃からお世話になってる」という言葉に驚いてハジメは「えっ」と聞き返す。政親は膝の上にいるハジメの背中を両手で支えるようにして、自分の方に引き寄せた。

「オレのじーさんのことって、知ってる？」

　引き寄せられたことで、政親のグレーの瞳がすぐ側にある。ハジメはその透とう明めいさを間近で見て、胸を高鳴らせた。

「あ、何かで聞いたことが。その……すごい料理人さんなんだけど、外国の権けん威いある格付けを断ったことがあるとか。あとは、ごめんなさい。よく知らない」

　それも婚こん活かつパーティで教えてもらったことだ。こんなに政親にお世話になっているのに、彼のこと自体よく知らない。

　政親は気を悪くした様子もなく、うんうんと頷いた。

「それ。そのエピソードが有名なんだけど、そこ以外もすっげー頑がん固こもん。渡と欧おうとかが珍めずらしかった頃に、一人でふろしき抱かかえて料理修しゆ業ぎように行っちゃうような人だからしょうがないんだけど」

　黒名が少し寂さみしそうな表情で控ひかえている。

「修業をしながら巡めぐり巡って、フランスの元貴族の御お屋や敷しきの料理人見習いになって、気が付いたらその御屋敷の跡あと取とり娘むすめに惚ほれこまれ」

　政親が歌うように言った。

「一度は別れさせられたけど恋こいに溺おぼれた貴族の娘は、一いつ切さい合切をかなぐり捨てて極東の地まで追いかけてきてそのまま子どもを作って、生まれたのが政直の方の父親」

　うちの父親はその翌年。二人目で、フランスの実家も折れた。

　そう言った政親に、黒名が微笑んだ。

「思い出しますねぇ。私が就職して初めて綾羽根の大奥様を担当しましたのは、その時の産うぶ着ぎでございました」

「何年前の話だよ。そういえば確か、そのときの伯父おじさんの写真をもっていなかったっけ、黒名さん」

　政親がそう言うと、黒名は軽く頭を下げた。

「持って参りますので少々お待ちくださいませ」

　そう言うなり、足音も立てずにパーティションの向こうに姿を消した。

　ハジメは政親の祖父母の話を反はん芻すうしながら「おとぎ話のような世界だ」と瞳を輝かがやかせた。

「ロマンスですねぇ……」

　政親は「よくある話だよ」と肩をすくめる。ハジメは政親の膝の上で憤ふん然ぜんと抗こう議ぎの声を上げた。

「ぜんぜんよくある話じゃないですよ！　映画みたいです！」

　誰だれかと添そい遂とげるために生まれ育った国を捨てようと思うほど強い気持ち。ハジメは力なく両手を握にぎって、膝の上に置いた。

「……うらやましい。そんな恋がしてみたい」

　政親がちらっと周囲を見た。他ほかに人がいないか確かく認にんしたのだろう。広い外商フロアはあちこちにパーティションが置かれていて、人の気配はするものの話し声が聞き取れるほどではなかった。

「前から聞きたかったんだけど」

　区切られた政親の言葉に、ハジメは顔を上げた。

「政直のパーティに参加してるくらいだからハジメは結婚がしたいんだな、と思ってたんだけど、もしかして違ちがう？」

「……そんなことな……」

　い、の言葉を口に出して反論の返事を完成させる前に、ハジメは一いつ瞬しゆん考えた。

　結婚がしたい。確かにご飯を一人で食べるのが寂しすぎて、誰かを求めて結婚がしたいと思って、政直のパーティに参加した。

（ご飯が寂しいの前に、何か思ったんだよなぁ。何だっけ……）

　ハジメが無言になったのを、政親は見守った。フロアは妙みように静かだった。先ほどまでわずかに聞こえていたクラシックも、曲と曲の継つぎ目なのか何も聞こえない。

　ハジメはようやくひとつ、思い当たるものを見つけて口を開く。

「……好きな人が、欲しいって思ったのかもしれないです」

　ぽつっと呟つぶやいたのを、政親が黙だまって聞く。

「もうすぐ、甥おいっ子が二歳になるんです……」

　ハジメの歳の離はなれた姉たちのうち、上の二人にはそれぞれ子どもがいる。姪めいっ子が三人、甥っ子が一人。

　女の子の中に、一人いる男の子という自分との共通点からか、一昨年おととし生まれた甥っ子は格別で、生まれた日からそれはもう可愛かわいかった。白いおくるみの中で立てる寝ね息いきも、小さな手も、何もかもミニチュアみたいなのに誰よりも生きていることを主張しているようで。

「……甥っ子を抱だっこしている姉は、僕の知っている姉じゃなくて、本当に幸せそうで、女め神がみさまみたいでした」

　ハジメは目を伏ふせた。

「そのときに、思ったんです。姉とは家族だったけど、姉にとっての家族の中にきっともう僕はいないんだなぁって」

　そうしたら。

　言葉を区切ったら、ハジメはこみ上げてくるもので喉のどが詰まった。

「そうしたら？」

　政親がそっと背中に手を当て、さすってくれる。ハジメは大きく息を吸った。

「……何だか猛もう烈れつに寂しくなってきちゃって」

　上の姪っ子たちも勿もち論ろん可愛いと思っているが、甥っ子は更さらにその上を行っていて、たとえようもなく可愛い。天使だ。

　天使を抱く、姉の見たこともないその優やさしい表情に愕がく然ぜんとした。

「みんな変わっていくのに、僕だけ何にも変わらないんだって」

　ハジメはこれまで恋こい人びとがいたことがない。恋をしたことがあるかと言われれば、子どもによくある淡あわい恋くらいで、いいなと思う子に告白をしたこともない。

　中高生のうちはいいの。姉たちはそう言っていたけれど、大学生になっても就職しても、その状態は変わらなかった。

「姉がキレイになったり、クラスの友達がカッコ良くなったり。そういうのはたくさん見てきました。誰かを好きになるってすごいんだなって、憧あこがれて……いつか、僕にもそういう瞬間が来るんだって思ってました」

　でも、来なかった。

　ハジメは姿勢を変え、下がっていた首を反らし深呼吸をする。

「恋ってどんな感じなんですかね。政親さんのお祖母ばあ様が国を捨てるほど情熱を傾かたむけるものなんです。……僕も、自分の環かん境きようを変えてしまうほど好きな人がいるっていう、そういうのを経験したいです」

　ハジメはもう一度深呼吸をして、前を向き直った。

「だから、結婚したい、とはちょっと違うかもしれません。姉たちは急がなくていいって言うんですけど、僕は恋がしたい、です。素す敵てきな経験だと思うので」

「……そんな良いいもんじゃないよ」

　政親がぼそっと言った。

　ハジメはその言葉にはっとなる。失しつ恋れんしたばかりだという政親を前にしてデリカシーがなかったのではないか。

　思い返してみたところで、更に自分が失態を犯おかしたのではということに気が付いた。

「……もしかして、僕、結けつ婚こんの意思薄うすいから、婚活パーティに参加するべきじゃなかったりしますかね」

　首を振ふった政親は、ついでとばかりに手もひらひらと振る。

「そんなことないと思うよ。普ふ通つうに生活していて会えない人に会えるし、みんな独身フリーであることは確約されているでしょ」

「あ、確かに」

　両手をぽんっと叩たたくと、その仕草がおかしかったのか政親は柔やわらかく微笑ほほえんでいた。

「……ハジメのことを好きになる子は、絶対いると思うよ」

　政親の優しいその艶つややかな声に、ハジメは同性だというのにドキッとしてしまった。

　ハジメの胸の高鳴りなど知る由よしもなく、政親は続ける。

「ハジメは優しいからね」

「……それ、いちばんダメって言われるやつじゃないですか」

　別にバレるはずもないのだが、高鳴る胸が何となく気き恥はずかしくてハジメはジャケットの前立てを搔かき合わせた。

「分かってないなぁ。女性が、他に褒ほめるところがなくてお茶を濁にごすために言う〝優しい〟と、オレの言う〝優しい〟を一いつ緒しよにするなよ」

　ほんの少し、政親の言葉が強くなる。

　命令されたような口調に、また胸が高鳴った。

　何だろうか。自分のことを話されるのがこんなに落ち着かないなんて。

　ハジメは経験のないことだと新しい服にあちこち触ふれてみる。政親はハジメの奇き行こうに気付いて、そっと耳元に唇くちびるを寄せてささやいた。

「ハジメ……聞いてないね？」

「はははいっ!?」

　集中していなかったことがばれたと、ハジメは政親の膝ひざの上で跳はねあがる。心臓だけで済んでいたはずの鼓こ動どうが、今度は顔にまで移動してくる。まるで耳にまで心臓があるかのようだ。

　政親はため息をついて、まるで言い聞かせるように続ける。

「ハジメは優しいよ。ゴミ捨て場に落ちてた見ず知らずの人間を助けて、自分のベッドを貸してくれた挙げ句、こんな奇行にも付き合ってくれて文句ひとつ言わないなんて。優しすぎる」

　ハジメが立ち上がったので、政親も立ち上がった。その口調にハジメは眉まゆを顰ひそめる。

「……もしかして、僕責められてません？」

　政親がにっと笑った。悪いことを考えている笑えみだ。ハジメは直感でそう思った。

「優しすぎると、こっちにも考えがあるから」

　しかし政親もそう言って、手を動かす。

　その動きに先ほど、試着室でされたことを思い出してハジメは顔を真っ赤にした。捕つかまるまいと身を翻ひるがえすと、読まれていたのか政親の手が視界を遮さえぎる。

「そんな顔して……ハジメって、こう……いたずらしたくなるよね」

　そう言うと、政親が顔を近づけてきた。

　ちゅ、と音を立てて、ハジメの唇に柔らかいものが触れる。

「……？」　>>>♥

　それが何かなんて、経験の少ないハジメには分かるはずもない。突とつ然ぜん塞ふさがれた視界から、静かに政親の顔が離れていくのを、自失状態で見送った。

　政親がちろりと舌で唇を舐なめていた。その色っぽさに、何が起きたか考えるより先に目がいってしまう。男のハジメから見ても、猛烈にカッコいい男。料理も上手うまくて、お金持ちでスマートで、ほんの少し強ごう引いんで。

　強引。

　ハジメの脳内の辞書がそのページでぴたっと止まる。

　今のは、キスか。

「……政親様」

　茫ぼう然ぜんとするハジメの視界の端はし、パーティションの陰かげから黒名が控ひかえめに声をかけてくる。

「ひゃっ!?」

　ハジメは飛び上がってから腰こしを抜ぬかすようにして政親の腕うでの中に転がり込む。胸は激しく鼓動をうっているし、首から上が茹ゆだったかのように熱かった。震ふるえるハジメの背中を、政親が大きな手でぽんぽんと叩いた。

（く、黒名さんがいたからキスしたのか……！）

　突然の政親の行動の意味を理解しつつ、ハジメは顔を上げられずにただ政親の服に顔をうずめて唸うなるばかりだった。




　　　　◆




　夕方のオレンジ色に染まる水平線が見える。海面には、白い船がぽつぽつと浮うかんでいた。

　海外からの船も発着する、国内でも有数の有名な港だ。ハジメは窓の外にこれから向かう目的地を見つけて、思わず息を吞のむ。

　駐ちゆう車しや場に車を停とめた政親は、当たり前のようにハジメの座る助手席の方へ回り込んで手を差し出した。

「イブナイトクルーズ会場へようこそ」

　二人の眼前には、巨きよ大だいな白い船が停てい泊はくしていた。

　ハジメは政親の腕にすがるようにして張はりつく。

　二人が立つコンクリートの船着き場から見て高さで言えば十階以上、ビルのような高さだった。船体の長さは、ハジメの見える範はん囲いではどこまでか分からないほどだ。

「船って、お、おっきいんですね……」

　見上げるようにしてそうハジメが呟つぶやいたとき、ちょうど船の舳へ先さきから風が吹ふいた。その風は船着き場と、船体の間を抜けるようにして少し強めに吹いている。

「足元に気を付けて」

　そう政親に言われて、ハジメはタラップの凹おう凸とつにひっかかって転びそうになる。見み越こしていたように政親が支えてくれたので転てん倒とうは免まぬかれたが、履はき慣れない革かわ靴ぐつのせいもあるのではとハジメは情けなくも政親に対して恨うらめしさを覚えた。




　先ほどの外商フロアを退出後、政親からの申し出で食事に向かうという話になった。ブランチから後、クッキーしか食べていないハジメは大賛成だったのだが、移動しようとしたときに政親が立ち止まった。

「……せっかく可愛かわいい恰かつ好こうになったんだから、食事の場で活用しなくちゃね」

　ハジメは政親の視線が自分の恰好に向けられているのを見て肩かたを落とした。

　結局外商フロアでハジメが着せられた高そうな服は、そのまま着てくることになった。

　黒名と政親がハジメに選んだジャケットは、紺こん色いろのタキシード風のもので、少し光こう沢たくのある素材で作られた細身のそれはぴったりしたベストがセットになっている。ハジメにはよく分からなかったが、中に合わせるシャツをオフホワイト、タイを淡あわいピンクドットにしたことで固くなりがちな印象を和やわらげているらしい。

　しかし何故なぜかそれらの服は最初から値札がなく、いくらなのかハジメには分からなかったし、レジを通すこともなかった。それが余計に庶しよ民みんの恐きよう怖ふをかきたてた。

　その場で元の服を返してくださいと騒さわがなかったのは、ひとえに黒名に恋こい人びとのフリが疑われないようにするためだった。きっと政親の恋人なら、こんなプレゼントはスマートに受け取るだろうと思ったので歯をくいしばって耐たえた。

　しかしそんなハジメの忍にん耐たいに報むくいることなく、政親はどこかから借りてきたらしいヘアワックスで髪かみまでいじってくれた。おかげでハジメは今の自分の恰好がどれだけおかしいことになっているのか、怖こわくて確かく認にんすることができない。

「イブナイトクルーズで使う実際の船の下見に行こう」

　連行される囚しゆう人じんのような気分で付き従うハジメは、その言葉に顔を上げる。食事に行くのではなかったのか。

「もちろんご飯もあるよ」

　ハジメの内心の疑問を読んだかのように政親は言った。彼はハジメの手を引いて歩きつつどこかへ電話をかけている。

「実際のコースメニューがどんな感じで出されるか、ぜひチェックしてよ」

　その瞬しゆん間かんハジメが口で返事するよりも先に正直なお腹なかが声を上げ、政親の笑いを誘さそった。




　タラップを上がり切った政親は、「まだ準備段階だから、色々見み逃のがしてね」と言いながら船内の案内をしてくれた。

　船内につながる扉とびらを通ってすぐに広がる大空間にハジメは息を吞んだ。

　入り口の広間から上階につながるらせん階段は吹き抜けになっていて、中央に吊つられたシャンデリアの光がきらきら反射して見える。今ハジメが立っている絨じゆう毯たんの廊ろう下かは、船体に沿ってたくさんの大きな窓を備え、左右に長く延びていた。その先はハジメの目には豆まめ粒つぶのように小さく見えた。

「こっち、ロイヤルスイートルームだよ」

　政親に手を引かれるまま長い廊下を歩き、ある一室の入り口でハジメは感かん嘆たんの息をもらした。

「すごい、高いホテルみたい……！」

　扉を開けてすぐに部屋は見えず、えんじ色の絨毯の廊下を少し進むと応接間のようなソファルームが視界に飛び込んでくる。ソファは三人掛がけと、一人掛けが二つ。中央のローテーブルには生花が飾かざられていた。バルコニーに繫つながる窓からは、夕焼けの名残なごりも消えた夜の街が見えたが、その夜景もこの部屋から見るとまた格別だ。

　そして壁かべで隔へだてられたベッドルームはキングサイズのものが二台悠ゆう然ぜんと並んでいる。

「ここで合宿とか出来そうですね！　六人くらい泊とまれるんじゃないですか！」

　広さにテンションが上がったハジメがそう言うと、政親がおかしそうに笑う。

「そうですね」

「!?」

　政親の声にしては少し高い声が聞こえた。ハジメは疑問に思って振ふり返り、そこに見知らぬ女性が立っていることに気付いて小さくぴょんっと跳はねた。

「すすすすみません……！」

　頭の悪いことを言っているのを見られたと慌あわてて政親の背後に隠かくれようとしたが、政親はどいてしまって壁の役割を果たしてくれない。

「そういう風にいじわるすると嫌きらわれますよ。チカ様」

　女性は笑いながらそう言った。部屋の扉を開いて、優ゆう雅がに外を示す。

「……もろもろの支し度たくができましたので、どうぞこちらへ」

　その言葉に政親も「うん」と答えて歩き出す。

（チカ様？　もろもろ？）

　状じよう況きようが摑つかめないのはハジメだけのようで、政親に手を引かれるまま、ついていくしかなかった。




　案内されたのは、さきほど通った廊下の先にある大ホールだった。結けつ婚こん式場のような豪ごう華かな設しつらえのそのホールは、人の身長の二倍くらいはありそうな巨大なガラス戸を開けると、船せん尾びに広がるスペースに繫がってひとつの空間になるように設計されていた。

「ハジメ、紹しよう介かいするよ。黒名さん」

　政親はそのホールに設置されたテーブルのうちの一つに、ハジメをエスコートしてイスの背を引いた。ハジメはつい最近聞いた覚えのある名前に口を開く。

「……黒名さん？」

「そう、黒名さん。さっき会った黒名さんの奥さんで、直なお子こさんです」

　頷うなずく政親の紹介に合わせるように「はじめまして」と黒名の妻は頭を下げた。ハジメもそれに合わせて席を立って挨あい拶さつをする。

　微笑ほほえみを浮うかべた黒名の妻は、その視線を遠えん慮りよなしにハジメに巡めぐらせてから言った。

「可愛いお連れ様ですね。チカ様がテレビでお知り合いになったモデルさんかタレントさんですか？」

「へ？」

　聞き慣れない言葉に、ハジメは間ま抜ぬけな返事をしてしまった。対面に座る政親がそのやり取りに笑いながら首を振る。

「普ふ通つうに会社勤めしている子だよ。オレの恋人」

「……あら」

　黒名の妻は口に手を当てて「それは、まぁ」と呟いた。

「一いつ般ぱん男性にしては、手足が長くて雰ふん囲い気きのある方だと思ったので、つい」

（手足が長い？　雰囲気のある？）

　言われたことのない単語をハジメは飲み込めずにいた。服が似合っていないという遠回しな指し摘てきだろうかと思ったが、反応を待つつもりもない様子の黒名の妻の背後からは、トレーを持った給きゆう仕じの男性が姿を見せた。

「前菜オードブルは、白身魚のカルパッチョ　香こう草そうジュレ添ぞえでございます」

　ハジメは目の前に置かれた皿の上に広がる楽園のような光景に、つい今しがた言われたことを忘れて目を輝かがやかせた。




　スープ、魚料理ポワソン、肉料理アントレには牛ホホ肉の赤ワイン煮に込こみ。どれも素す晴ばらしく美味で、飲み込んでしまうことが勿もつ体たいなく思えるほどだ。次々と運ばれてくる料理を堪たん能のうし、文字通りの夢のような時間にハジメはうっとりした。

（これが限定メニューだなんてもったいない……。常設で食べたい）

　そう本気で思ったが、値段を考えればハジメが気軽に手の届くようなものではない。さすがクリスマスイブ用のメニューだ。ハジメは試食係に選ばれた幸運を嚙かみしめるようにしてワイン煮込みの残りのソースをパンですくって口に運んだ。

「デザートでございますが……」

　空になった皿を片付けてくれた直子が、そこで少し言い淀よどんだのでハジメは顔を上げた。すると政親も少し苦く笑しようするようにして「あれでいいから、いったん持ってきて」と目配せする。

「？……デザートはもう決まったんですか？」

　直子の後ろ姿を見ながらハジメはこっそり政親に聞いた。たしか、デザートが未定だから心配だと政直も、何より政親本人も言っていたはずだ。

「まぁね……全く考えてなかった訳じゃないから」

　そう言って政親はミネラルウォーターを口に運んだ。その様子がいつもに比べて精せい彩さいを欠くものであったのが気にかかったハジメは、直子が運んできたグラスに入ったデザートを口にして、その理由を察した。

　二層になった香かおり高いメロンムースは、花のようにデザインカットされた果肉が載のった濃のう厚こうな上層と、透とう明めい度が高く青みがかったゼリー状の下層で二度楽しめる出で来き栄ばえだった。淡あわいグリーンから淡いブルーにグラデーションになった見た目も美しく、水中を思わせるようなそれは海の上のクルーズのデザートには確かに相応ふさわしいように思えた。

（味も美味おいしい、美味しいんだけど……なんていうか）

「パッとしない味でしょ」

　政親は自分の前にあるムースに手を一いつ切さいつけず、投げやりにそう言った。代わりにパンをちぎって口に運んでいる。ずばり言い当てられたハジメは「そうですね」とも言えずにスプーンを置いた。

　政親が直子に「少し席を外して」と言うと、広いホールにはハジメと政親の二人だけになる。気が付かなかったが、フロアには音量を下げたクラシックが掛かけられていたらしく全くの静せい寂じやくになった訳ではない。

「……オフィーリアの最さい期ご」

「え？」

　そのわずかなクラシックに耳を澄すませていたハジメは、政親がそうぼそっと言ったのを聞き逃のがさなかった。ただその言葉の意味が分からず、結局聞き返すことになる。

「オフィーリア？　って何でしたっけ。オペラ？」

　うなだれた政親は口を噤つぐんで「このムースのタイトル……」とだけ言った。聞きたかったのはそういうことじゃない。ハジメは戸と惑まどう。

　しかしそれっきり政親は口を開かず、あまつさえ頭を抱かかえてしまって答えてくれそうにない。食事の席でやるにはお行ぎよう儀ぎが悪いことと知りつつ、ハジメは自分の携けい帯たい端たん末まつを操作して、「オフィーリア」の意味を検けん索さくした。

　一番上に表示された結果を斜ななめ読みしてから、ハジメは同じように頭を抱えた。

「……政親さん、さすがにこれは……どうかと」

　オフィーリアとは、シェイクスピアで最も知名度の高い『ハムレット』に登場する悲劇のヒロインの名前だった。ハムレットに捨てられ、父親を殺され、悲ひ嘆たんにくれて狂きよう気きに占しめられた彼女は川に落ちて水死する。

　その題材はあまりに有名で、一いつ緒しよに検索画面に表示されたミレーの絵と、さきほどのムースの色合いの相そう似じ性にハジメは全すべてを察知した。のろのろと顔を上げた政親が呟つぶやいた。

「……ハジメはタイタニックの方が良かった？」

　そういう話じゃない。思わずハジメは腰こしを浮かせかけた。

「どっちも水中に沈しずむエンドじゃないですか！　なんでそんな縁えん起ぎ悪いものばっかり」

「……ここんとこ、そんなのしか思いつかないんだよ……」

　ほとほと弱った風ふ情ぜいで政親がまた頭を抱えてテーブルに沈む。それを見てハジメも浮かせた腰をイスに戻もどした。恋こいもまだのハジメには、こういうときは黙だまって聞くのが正しい姿勢のように思われたからだ。

「ハジメには前も言ったと思うけど、オレのインスピレーションの源って、恋の力でしかなくて。あいつにこういうの食べさせたいって思えないと何も出てこないんだよ」

　政親は唸うなりつつ言う。ハジメはふんふんと頷いた。

「長い片思いだったのに、告白も出来なかったせいで何となくくすぶってるし」

「えっ、告白しなかったんですか？」

　黙って聞いていようと思ったハジメの決意は、あっけなく崩くずれ落ちる。思わず反応してしまったが、政親が気分を害した様子もなかった。

　そもそもこんなモテそうな人がフラれるということが意外だが、その気持ちを告げる前に失しつ恋れんとはどういうことだろうか。そう聞くと政親は切なげなため息をついた。片かた肘ひじをついて、顎あごを支える姿は中々にアンニュイな様子だ。

「言う前にね、相手が結婚しちゃった」

　ハジメは息を吞のむが、政親は続けて言った。

「しかも、何だったら二人の恋路をサポートしたのはオレだったりした」

　誕生日にそれぞれが欲しいものを聞きだして、こっそり教えてやったりね。遠い目をしながら、政親は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「うわぁ……」

　悲ひ惨さん。

　ハジメは寒気がして、両手で自分を抱えるようにして丸くなった。

「悲惨だろ。オレもこんなかわいそうな人生なのは、オレと、伝言を知らなかったロミオくらいじゃないかと思ってる」

　ロミオは言い過ぎでは。ハジメはそう思ったが、またテーブルにつっぷす政親に追い打ちをかけるのは本意でなかったので黙っておく。

　お互たがいが黙り込んでしまったため、しばらくその場には沈ちん黙もくの時間が流れた。

「……お相手の方、勿体ないことしましたね。政親さんと一緒にいたら美味しいご飯食べ放題だったのに」

　食いしん坊ぼうのハジメにとって、それだけで政親はお買い得なのに。

　しかしその言葉には、政親は「ん～」とイマイチ煮にえ切らない返事をかえしてきた。

「……これ、誰だれにも言ったことないんだけど」

　政親がぼそっと言った。声がまた一段と潜ひそめられていたので、ハジメも聞き逃すまいと耳を澄ませる。

「実は好きな人とは、ぜんぜん食の趣しゆ味みが合わなくて」

「そうなんですか？」

　ハジメは驚おどろいて政親の方に身を乗り出す。こんなに美味しいのに、趣味が合わないなんてあるのか。そう聞くと、政親は「もちろんあるよ」と弱々しく頷うなずいて続けた。

「味オンチってほどじゃないけど、ちょっと味にうといところがある人でね。実は作ったものを美味しいって言ってもらえたことは一回もない」

　そう言って政親はふぅ、と息をついた。

　机につっぷしたままだったのでハジメから見るとつむじしか見えず、政親の表情は分からなかったが、その声の様子からとても落ち込んでいることは分かる。

（料理人として仕事をしていて評価も得ている人なのに、身近な人から美味しいと言ってもらえないなんて）

　ハジメは何故なぜか胸がきゅうっとなった。

（あれ、なんだろう）

　その感情の記き憶おくを探すと、甥おいっ子が理り不ふ尽じんな理由で姉に叱しかられ、泣いているのを見たときに同じような気持ちになったことがある。かわいそうで、慰なぐさめてあげたくなって。

　萎しおれた政親の頭に、知らず手が伸のびる。

　ハジメの手が柔やわらかそうな色素の薄うすい茶ちや髪ぱつに、あと少しで触ふれそうなところまで来て、政親は顔を上げた。

「だから、今ハジメが美味しい美味しいって毎日言ってくれるのはすごく嬉うれしいよ」

「え、そうなんですか」

　まさか政親が顔を上げると思っていなかったハジメは、手を伸ばしたままの姿勢で固まってしまった。政親もハジメが伸ばした手に気付いたのか、すぐそばにあるそれを見て目をぱちくりさせた。二人とも固まる。

　しかし政親の察知能力の高さと、切り替かえは、ハジメのそれよりずっと早かった。政親はすぐに頭を下げて元の位置に戻る。それどころか、伸ばしたままのハジメの手の下に潜もぐり込むような位置にずずいと移動してきた。

「そのまま、撫なでて」

「……あ、は、はい」

　唐とう突とつにそう求められ、固まっていたハジメの時間がようやく動き出した。ふわ、とできるだけ優やさしく触れてから、そっと頭の形に沿うようにして撫でてやる。

「あー……、よしよしされるの何年ぶりだろ……」

　政親はそれに対して、テーブルに頭をつけたままそう言った。

　どうやら喜んでくれているらしい。

　最初はこわごわと触さわっていたハジメも、ようやくほっと息をついた。

　政親は撫でられながら、少しうっとりしたような声を出す。

「ハジメはさー、お弁当も残さずキレイに食べてくれるし、ご飯はん粒つぶの最後のいっこまで美味おいしそうな顔するじゃない。……そういうの、作り甲が斐いあって幸せだなーって思ってる」

「そんなこと……」

　ハジメは過大評価ではと思ったが、政親は撫でられているそのままの姿勢で首を振ふった。

「そんなこと、じゃない。すごく大事なことだよ。きっと、ハジメならかぶっちゃったプレゼントでも喜んで受け取ってくれるだろうな」

　そう言って政親はハジメの腕うでについた時計を見て呟いた。

　そうなのだろうか。政親がハジメの対応が心地ここちよいと思ってくれているなら、それでいいが。

　ハジメがそう結論づけたところで、船内放送が入った。

『政親様。プロジェクター投とう影えいの担当者が試運転を始めたいとのことですが、宜よろしいでしょうか？』

　聞こえてきたのは黒名の妻の直子の声だった。そこでようやく政親が顔を上げて、了りよう承しようの意を伝える。

「プロジェクター投影？」

　ハジメは邪じや魔まになるなら移動しようかとイスから立ちあがりかけるが、政親がそれを留とどめる。

「最近流行はやりのプロジェクションマッピングってやつ。一いつ緒しよにこれもチェック手伝って」

（プロジェクションマッピング？）

　ハジメがそれが具体的に何だったかはっきり思い出す前に、ホールの照明が全て消えた。

「わっ」

　驚いて元の席に座ったハジメは、目の前にいきなり映った満天の星に息を止める。

（なにこれ……きれい）

　星が、風を切るような音とともに後ろに流れていく。これが壁かべに投影されている映像で実際のものとは違ちがうのは分かっているが、それにしてもリアルで、まるで宇宙そのものにいるようだ。

　見み惚とれるハジメの前で、星たちは突とつ然ぜん一か所に集まって大きな光になったかと思うと瞬しゆん時じに散る。散ったそこからは吹雪ふぶきのように雪が舞まった。

　今度はその雪になったような視線で、街へ下りていく。よく見ればそれはこの豪ごう華か客船が停てい泊はくする港の景色だった。実際の街よりも、映像の街はクリスマスの装そう飾しよくで溢あふれている。

　次々に変わる映像にハジメは引き込まれるようにして見入った。

　映像は美しい。夜空を駆かけた後、海にもぐったり、山を通り抜ぬけたり、中には教会を越こえたものもあった。クライマックスなのか、映像はまたこの港に戻もどってくる。

　映っているのはこの船だ。視界はぐっと甲かん板ぱんに近寄り、このホールに接している船せん尾びに降り立ったかと思うと、光を放ち、そのタイミングで全すべての照明が消えて、あたりは真っ暗になる。

「うわっ」

　時間にして、ほんの数分のことのようだった。

　ハジメが驚きで身をすくめていると、ホールの照明がゆっくりと明るくなっていく。それと同時に誰かがホールの入り口からこちらへ近づいてくる。

「誰か中で良いいリアクションしてると思ったら、チカとハジメか。来るんなら言ってくれれば良かったのに」

　ようやくすべての照明が戻り、ハジメはやってきたのが政直だと気が付いた。政直はにこっと笑ってハジメに向かって「どうだった？」と言う。

　ハジメは素す直なおに「すごかったです！」と感想を述べるが、政親は黙だまったままだ。

「チカは？　これ通しで見るの初めてだろ？」

　政直に促うながされた政親はようやく口を開いた。

「素敵だと思うよ。クリスマス向きのロマンチックさがあって」

（政親さん……？）

　政直は求めていた答えにぴったり合がつ致ちしたのか「そうか！」と満足げだが、ハジメは政親の言葉が妙みように沈しずんでいるように聞こえるのが気にかかった。

　何かあったのだろうか。ハジメは心配になる。

「あれ、チカの前に置いてあるやつ。もしかしてイブナイトクルーズのデザート？　もう出来たのか、食べていい？」

　そう言った政直は、政親の許可を得てから手つかずのメロンのムースを手に取った。

「いいけど、それまだ味がボケてるから。これからブラッシュアップする予定だよ」

　政親がむすっとした顔で言う。ハジメも、その意見には賛成だった。きっと政直もそう思うことだろう。二人が見守る中、政直はスプーンで豪ごう快かいにムースを半分ほどすくって口に入れた。

「……え、何で？　これで十分じゃない？　何が問題なの？」

　十分？　十分だと今言ったか。

　ハジメは政直のその発言に目を剝むいた。

　政親がその横で、深いため息をつく。

　何も言わないのか。ハジメは自分が先に口火を切ってはいけないと思いながらも、動どう揺ようを隠かくせなかった。政直は頭をがしがしと搔かいて言った。

「う～ん。チカの料理のこだわりって、毎回よく分かんねぇんだよなぁ。細かいっていうか。……ま、いいや。当日に間に合えば何だって」

　耳を疑うような発言だった。ハジメは言葉を失った。何か言うべきだろうか、しかしそう思ったのと同じタイミングで、ホールの入り口から黒名の妻の直子が現れて政親を呼んだ。

　のっそり立ち上がった政親は、入り口で何か話をしていると思ったら、すぐに外に出て行ってしまった。

　政直と二人っきりになってしまったハジメは、先ほどの料理のことを確かく認にんしようと顔を上げる。しかし待っていたように政直が先に口を開いた。

「やぁ、ビックリしちゃったよ。チカがここに誰だれかを連れてくると思わなかったし、しかもハジメはオシャレしてるから分かんなかった」

　快活にそう言われ、ハジメは面めん食くらう。政直はハジメが立て直す前にマシンガンのように話を続ける。

「さっきのプロジェクションマッピングの後、ビンゴみたいなちょっとした全体ゲームやろうと思ってるんだけど、当たり番号は何番がいい？」

　唐突に言われたことにハジメの思考は持っていかれる。ビンゴのようなゲームで、当たり番号？

「な、七？」

　ひねりもなにもない番号を口にする。政直はそれをありがちとも言わず、にっこり笑った。

「やっぱラッキーセブンかな。それは外せないよね」

　そう言って、胸むな元もとから出したメモにさらさらと番号を書いていった。メモするほどのことでもないような気がした。ハジメは苦く笑しようしつつ言った。

「ラッキーセブンで、うちの実家の電話番号です。市外局番以降、全部七の連番なんですよ」

　政直が予想通り「えっ」と驚おどろいたのでハジメは続けた。

「寿喜の喜っていう字は、別体で七を三つ書くでしょ？　それなら電話番号も合わせて全部七にしちゃえって、おじいちゃんが言ったんです」

　これは寿喜家の鉄板ネタだ。

　思い付きは誰でもすると思うが、その後どういう経緯いきさつで実際に電話番号が七で揃そろったのかは、よく分からない。しかしそのおかげでハジメの実家の電話番号は、誰もがすぐに覚えることが出来るので重宝している。

　政直は「へぇー……」と感心してから、ハジメの実家のある市がどこかを聞いてきた。特に隠すものでもないので答えると、政直は予想外の反応だったのか、ぶはっと笑う。

「ちょっと、そんな簡単に教えちゃっていいの？　オレ今すぐハジメのお母さんと話が出来ちゃうじゃん！」

　そう言いながらも、ふいに政直は入り口の方を横目で見た。つられてハジメもそちらを見るが、誰もいない。声を潜ひそめた政直が、ハジメに言った。

「あのさ、……前にお願いしたことなんだけど。いまどんな感じ？」

「あー……」

（そうだ、政直さんから政親さんの様子を見ていてほしいって頼たのまれてたんだっけ）

　探さぐるような政直の視線にハジメはそう思い出し、同時に政親からの依い頼らいも思い出した。政直に対してはどうなのだろうか。身内なのだから言っても良いのだろうか。しかし、おじいさんからも紹しよう介かいを受けると言っていたから、無しなのだろうか。政親本人がいないところで勝手にバラすわけにはいかないと慌あわてて言い繕つくろう。

「あ、あ……恋こい人びと、になったんです」

　黒名さんたちの認識ととりあえず合わせよう。そう思ってハジメが口を開く。

「それ、ウソでしょ？」

　しかし健けん闘とうむなしく政直には、ばっさり切られた。ハジメはあまりにもすぐに露ろ見けんしたことで、返す言葉を失って茫ぼう然ぜんとした。

　政直は少しだけ困ったような顔をして、政親がさきほどまで座っていたイスに腰こしかけて「だってそうじゃん」と言った。

「恋愛不全のチカが、出会ってすぐの子と付き合うなんてありえない」

（恋愛不全……？）

　意味が分からない。

　ハジメがその言葉が何を指しているか理解に苦しんでいることにも気づかない様子で、政直はさらに言い募つのる。

「その証しよう拠こに、チカは今まで何人も告白してきた女の子と付き合ってたけど、ぜんぜん長続きしなかったからね。……多分本当に人のことを好きになったことがないんだよ」

（そんなことはない！　政親さんだって、失しつ恋れんしたばっかりなんです）

　さすがにその物言いに対してはムッとして、ハジメはそう言い返したい気持ちに駆かられた。しかし政親が彼に恋を隠していたならしょうがないことだ。不服ではあったが、矛ほこを収めて黙り込むしかなかった。

　結果として政直には、ハジメは図星を指された共犯者にしか見えなかったようで、「巻き込まれたことには同情するよ」とまで言われてしまった。

（政親さんは、ちゃんと好きな人がいました。渡わたせなかったけど、お誕生日のプレゼントだって買ったし。好きな人の橋はし渡わたしだってしてあげた。ご飯だって作ってあげてたみたいなんです……！）

　ハジメは政親の名めい誉よのために、心の中でだけ反論した。戻ってきた政親に聞いて、許可を得たら言ってやりたいとまで思った。

「……なんでオレには本当のこと言ってくれないんだろうな、チカのやつ」

　しかし、その怒いかりは落ち込んだような政直の言葉にすぐに吹ふき消える。

（……そっか、政直さんは仲が良いいイトコに、隠し事されてるってことだもんね）

　自分が同じ立場だったらどうだろう。例えば、親友とか、姉たちが明らかに悩なやんでいる様子なのに、それを打ち明けてもらえなかったら。そう思うと、吹き消えた怒りの炎ほのおは灰も残さずきれいになくなっていく。

「……政直さん」

　慰なぐさめようと口を開いたハジメに、政直は「それはそれとして」といきなり顔を上げた。

「これ、オレとお揃いの時計だね」

　いきなりの話題の切り替かえについていけなかったハジメは面食らってしまい、左手を持ち上げられたことで首を傾かしげる。つかまれた左手首には、政親から預かった時計がある。

「ほら、これ」

　見やすいようにと、政直が自分の手首とハジメの手首を並べる。ひよわなハジメに比べて、政直の手はがっしりしている。

「あ、本当ですね」

　その違ちがいのせいですぐには分からなかったが、指し示されると確かに政直の時計は、ハジメが政親から借りたその時計と同じだった。

「……ハジメとナオは二人して何してんの」

　二人が「ほんとだ」と顔を見合わせているところに、ちょうど用事を終えたらしい政親が戻もどってきた。

「時計！　同じだねって話！」

　政直がそう説明した瞬しゆん間かん、政親の顔色が明らかに悪くなったのを、ハジメは見み逃のがさなかった。

（政親さん……？）

　しかし政直はそれに気づかなかったようで、ハジメの手を解放したあとも吞気のんきにその時計について、話を続けた。

「これ、嫁よめさんから貰もらったんだ。誕生日プレゼントだって！」

　政直はにこやかに言う。ハジメはこの腕うで時ど計けいの値段を考えながら、政直の妻もお金持ちなのだなと漠ばく然ぜんと考えていた。

「そうだ、誕生日のこの話で、チカがひでぇんだよ」

　聞いて、と政直が勢いづいてハジメに顔を寄せる。彼の親指は政親を指差していた。

「最初この時計をねだったの、こいつにだったんだ。限定品だったし、値段もそこそこしたからさぁ。なのに、嫁さんにこの時計が欲しいらしいよって押し付けちゃったんだぜ」

　当時を思い出したらしい政直が憤ふん然ぜんと言う。ハジメは自分の視界の端はしで、政親がただ黙だまっているのだけが妙みように気にかかった。

「それでいて、こいつからのプレゼントは何だったと思う？　誕生日の料理だよ。それがプレゼント代わりって。いつもじゃん、よく食べてるじゃん。手て抜ぬきだよな。オレに対する愛が足りないんだ、お前って」

　ハジメに言っていたはずのそれは、最後には政親に直接向かっての言葉になっていた。政親も言い返す。

「時計のことは、彼女がお前に何を買ったらいいか迷ってたから勧すすめてみただけだよ。本当に買うかは当日まで分かんなかったんだから贅ぜい沢たくいうな」

　先ほどまでの様子と違い、ようやくいつもの調子に戻ったように見えたが、そのやり取りの中でハジメはふと、自分の腹の底でざわつくものがあることに気が付いた。

（──あれ……？）

　自分は、何かを見落としている。直感的にそう思った。

（好きな人と別の人の橋渡し、渡せなかったプレゼント、結けつ婚こんしちゃった相手……）

　口には出さずに、政親から聞いたことを繰くり返し、ふいに視線を上げた。

（──好きな人に、渡せなかったの、この男ものの時計!?）

　その瞬間、背筋が水に打たれたように冷たくなった。

（政親さんの「好きな人」の条件の、その全すべてを持っている人が、いま目の前にいる）

　今まで点としてぼんやりと理解していた情報が、ゆらりと立ち上がり、それぞれが組み合うパズルのピースのようにして線になって繫つながった。ハジメは青ざめているだろう自分の表情を隠かくすようにして、視線を腕時計に落とした。それは先ほどよりも重量感を増して、ハジメの左腕にまきついている。

（政親さんは、ちゃんと準備したんだ……）

　──政直宛あてに、かぶったら渡せないかもしれないと知りながら、この腕時計を。

　これは失恋した彼の思いの象しよう徴ちようだ。

　ハジメは自分の失態に、ようやく気が付いた。

（……政親さんは、ゴミ捨て場に捨てようとしたのに）

　つらかっただろう結婚式の晩に、ようやく振ふり切ったそれを、無神経にもハジメは拾ってしまったのだ。今朝の政親のあの表情の意味をようやく悟さとる。

（ああ……なんてことしちゃったんだ）

　今すぐこの時計を外してしまいたい。後こう悔かいが胸に満ちた。

「ハジメ？」

　ハジメの様子がおかしいことに気付いたのは、政親だった。声を掛かけられ、ハジメはいてもたってもいられずに顔を上げた。

「どうしたの？　ちょっと涙なみだ目めになってるよ」

　覗のぞき込んでくる政親は「船だから酔よっちゃったのかな」と気き遣づかってくれた。

（……政親さん）

　唇くちびるがわなないた。言葉と一いつ緒しよに涙もこぼれてしまいそうで、歯をくいしばった。

　そのままのうのうとイスに座ってはいられず、ハジメは席から立ち上がり、政親の腕を取って歩き出した。

「え、ちょっと、どうしたの？　どうしたのってば」

　ハジメはホールを出て、ずんずんと人ひと気けのない方へ進む。

　誰だれもいないのか、絨じゆう毯たん敷じきの長い廊ろう下かは照明が落ちていた。その一番奥についたところで、ハジメはようやく足を止めた。

「……ごめんなさいっ！」

　黙ってついてきてくれた政親に向かって、ハジメはいきなり頭を下げてそう言った。

「え、何が？」

「……これ」

　震ふるえる手を何とか動かして、腕時計を外して政親に渡す。

「あー……」

　ハジメの言わんとすることを察したのか、政親はそう呟つぶやいたっきり黙り込んでしまった。

　沈ちん黙もくの中で、ハジメは自分の視界がどんどん滲にじんでいくのを止められずにいた。先ほどの政直の言ったことがさざなみのようにハジメを襲おそう。

（手抜きだなんて。ちゃんと、ちゃんと政親さんはプレゼントを買ったのに）

「ひど、ひどいです……政親さんが、……かわいそう」

　手のひらで顔を覆おおうと、いよいよもって涙は止まらなくなった。子どものようにぼたぼた垂れるそれを、子どものように両手で拭ぬぐいながらハジメは抗こう議ぎを続けた。

「む、報むくわれなさすぎじゃないか。ぜんぶ、ぜんぶ言ってあげたら良かったんですよ」

　政親はハジメの背中を撫なでさすりながら、柔やわらかく「言われたら困るでしょ」と笑った。その思し慮りよ深さに、普ふ段だんならば同意しただろうハジメも、この時ばかりは耐たえ切れず思うことをぶちまけるように口を開いた。しゃくりあげているが、みっともないなんて気にしていられない。

「そんなのっ、勝手に困ったらいいんです。こんな、こんなに政親さんは傷ついたのに。政直さんは何も知らないで……っ！　ひどすぎますっ！」

　ハジメは泣きわめきながらも、抗議をするべき相手は政直で、庇かばわれるべき政親に言っている自分のおかしさを自覚していた。しかしそれでも、一番傷ついたはずの政親相手だとしても、爆ばく発はつしそうになる怒いかりを吐はき出さずにはいられなかった。

　政親はなだめるように頷うなずいて、何度もハジメの背中を撫でる。

「言わなかったことにまで、あいつのせいには出来ないよ」

　泣きすぎて、喉のどの奥で微かすかにひぃひぃすすり泣くしかできなくなった頃ころ、政親がそう言った。

「……でも、たぶん誰かにそう言ってもらいたかった」

　ハジメの涙を指で払はらいながらそう呟いた政親は、最後にはぎゅっと抱だきしめてくれる。耳元で聞こえた「ありがとう」の言葉はごく小さくて、聞き間ま違ちがえでもいいとハジメは抱き返しながら思った。




　　　　◆




　船を降りると、夜風は先ほどよりも強くなっていた。

　ハジメは身をすくめるようにしながらも、その冷たい風のおかげで腫はれた頰ほおが冷えるのを心地ここちよく思いつつ、駐ちゆう車しや場までの道を無言で歩いていた。

　クルーズの下見は政直のところに戻もどらず、その顔を見ないまま終わった。黒名の妻だけが、心配して捜さがしに来てくれたので、料理の件はきちんと御お礼れいを言ってからすぐに下船した。　>>>♥

　ハジメの前を歩く政親も無言でいる。その背中の向こうに、先ほどのプロジェクター投とう影えいで見たのと同じ街の夜景が浮うかび上がっていた。

　その夜景の中に、見覚えのあるコンビニエンスストアの看板を見たハジメは足を止めた。

「……政親さん、アイス食べません？」

　そう言ったハジメに、政親は振り返って「え？」と返した。政親もハジメと同じように寒いのか、鼻先を赤くしている。

「寿喜家では、泣いた子にアイスをあげる習慣があるんです」

「……はぁ」

　政親の口元から白く息が立ち上る。ハジメは「すぐ戻ります」と言って、了りよう承しようも同意も得ないまま、コンビニエンスストアの看板を目指して走り出した。




「はい、これ政親さんの分。食べられなかったら僕が食べますから」

　無理しないでくださいね、と言ってからハジメは寒さにも構わずチョココーティングされたコーンアイスにかぶりついた。

　ひとつ百二十円の安いアイスだが、上にはチョコクランチがトッピングされていて、かぶりつくと溶とけたチョココーティングの部分とアイスのバニラ部分が混ざって心地良い。ばくばくと食べ進めるハジメに倣ならって、政親もアイスに口をつけた。

「うわっ、冷たいし寒い」

　そう言って政親はすぐにアイスを口から離はなしたが、「あ、でも美味おいしい」とまたすぐに食べ始めたのでハジメは笑った。きっと政親が普段食べるような高いものとは違うだろうが、それでも美味しいと言ってくれたことに心が温かくなる。

　駐車場まであと少しだというのに、二人とも何故なぜかその途と中ちゆうにあるベンチに腰こしかけ、真っ黒な海を見ながら寒さに震えつつアイスを食べた。

　時折聞こえる打ち付ける波の音が寒さをさらに引き立たせる。

「この海に、あのプロジェクションマッピングしたらキレイでしょうね」

　唐とう突とつに海の暗さが、投影する素地としてあまりにも相応ふさわしいような気がしてハジメがそう呟いた。さきほど見た夢のような光景が、こんな大画面で観みられたら素す敵てきだろう。

「……政親さん？」

　大した呼びかけでもなかったが、自分の言葉に政親が何も返さなかったのを不ふ審しんに思い、ハジメは顔を上げた。すぐ真横にある政親の彫ちよう像ぞうのように美しい横顔を見ると、そこには愁うれいの表情があった。

「……何かね、オレも、女の子をたくさん傷つけてたなぁって思って」

　ため息とともに政親がつぶやいた。

「ナオとはどうせ無理なんだから、他の人を好きになろうと思って色んな子と付き合った。そのときは真ま面じ目めに向き合ってるつもりだったけど、みんなすぐにダメになって……たぶん、中にはちゃんとオレのことを好きでいてくれた子もいたんだろうに」

　政親のその吐と露ろに、ハジメは何と言って良いか分からなかった。自分の少ない経験値で、一体何を言えば励はげみになるのか。言わない方がましじゃないのか。でも何か励ましたいと思った。

「……でもきっとその子たちも、今は別の恋こいを見つけてますよ」

　どこかで船の汽笛が鳴った。ハジメはその音にかき消されないように、少しだけ声を大きくする。

「政直さんも、婚こん活かつパーティで言ってました。人間は多面性の生き物だから、一回だけで恋することを諦あきらめないで、って」

　初めて参加した婚活パーティで、選ばれずに落ち込んでいた自分を救ってくれたあの言葉はハジメにとって心の松明たいまつだ。

　僕、あの言葉で道が拓ひらけたような気持ちになったんですよ。そう言うと、政親は一いつ瞬しゆんそのハジメの発言に何かを思うような表情で黙だまり込んだ。

「……プロジェクションマッピング」

　政親が急にぼそっと言った。

「はい？」

　単語だけのその発言に、ハジメは何のことだと首を捻ひねる。

「……恋れん愛あいの良い面なんて、あれと一いつ緒しよだよ」

　意味をよく飲み込めないハジメを置き去りにして、政親は続けた。

「一瞬写し撮った世界の美しさだけが、まるで永遠みたく語られていくんだ」

　きれいで心地よくてそれで性しよう懲こりもなく、繰くり返すことになる。政親は吐き捨てるように言う。

「電源が断たれれば、あっという間に消えてなくなるのにね」

　そういうことか。電源と愛情を置き換かえたその発言の意味を、ハジメがようやく理解した頃には、厭えん世せい的なことを言った自分にバツが悪いのか政親は黙り込んでしまっていた。

　ハジメも手元のアイスをかじってから、海を見ながらそっと口を開いた。

「それでも、きれいなものを二人で見たっていう思い出は残りますよ。……僕はそれがうらやましいなぁ」

　その語られる恋愛の美しさや性懲りもなく味わいたくなるという甘美さえ、自分はまだよく分かっていない。

（政親さんが言っている意味、ちゃんと分かる日が来るのかな）

　ハジメがそう思って空を見上げると、遠くでまた汽笛が聞こえた。どの船が鳴らしているのだろう。

　きんと冴さえた冷たい空気に耳を澄すませたハジメの真横で、政親がアイスのコーンをぱり、と嚙かみちぎる音がした。




　　　　◆




　クルーズ下見の後、ハジメは完全に自分の部屋に戻れなくなった。

（物理的に帰れないわけじゃない。ただ、帰らないだけ）

　仕事終わりのハジメは、誰だれに言っているのか分からない言い訳を自分にしながら、荷物を持って自室の前を通り抜ぬけた。政親の部屋の方の扉とびらを開けると、今日はもう彼も帰宅しているらしく、玄げん関かんのところまで良いい匂においがしてくる。

「ただいま戻りました！」

　うきうきとしながらハジメは靴くつを脱ぬいでリビングに繫つながる内扉を開く。キッチンで作業中の政親が、おかえりと返してくれる。

「ご飯もう少しだけかかるから、先にお風ふ呂ろ入ってきて」

　その呼びかけに、ハジメはカバンをソファの脇わきにおきながら元気に返事をする。勝手知ったるクローゼットを開き、ハジメ用に用意されたルームウェアと替かえの下着を持ってバスルームに向かった。

　今ハジメは、政親のベッドで就しゆう寝しんし、一緒に起きて政親の部屋で朝食を食べ、そのまま出勤してここに帰宅する生活をしている。

　うちで朝晩とご飯を食べてるんだから、いちいち寝ねるときだけハジメの部屋に戻るのは非効率的じゃない？　と言い出したのは政親の方だった。

　リノベーション済みの政親の部屋は、ハジメの部屋の二倍の大きさがあり、ソファもベッドもそれに見合うだけの余よ裕ゆうがある。こっちで生活していいよと言われて、とっさに否定するだけの材料を持ち合わせていなかったハジメは、ずるずるとその提案を受け入れてしまった。

　実際、以前にも夕ご飯をたらふく食べた後、相しよう伴ばんに与あずかったワインに酔よいつぶれてソファでうたた寝をしてしまい、早朝に飛び起きたこともあったので、ハジメにとっては渡わたりに船の話だった。

　差し出された合い鍵かぎは、たった一週間で自分の部屋の鍵がどっちだか分からなくなるほどになじんでしまった。

「今日のメインは、あさりと豚ぶた肉にくの酒さか蒸むしですよ。味付けは薄うすめだから、好みでしょうゆかけて食べてね」

　ちりめんじゃこサラダの頂上に、出来立ての温泉卵をぽんと載のせてから政親が「召めし上がれ」と笑う。今日の昼のお弁当の残りだけど、と追加で出されたシュウマイにカラシをかけてハジメは白米を搔かきこむようにして口に入れる。

　期待通りの美味おいしさに、ハジメは悶もん絶ぜつした。思い込みかもしれないが、初めて会ったときよりも、さらに美味しくなっているような気がした。お酌しやくをされた辛から口くちの日本酒の勢いもあって、ハジメはそう聞くと、政親はさっくりと答えた。

「うん、ハジメの好みに合わせて作ってるからね」

　想定外の言葉にハジメは手にしていた青い切り子グラスを落としそうになって慌あわてる。

「ほんとですか……」

　政親の美び貌ぼうをまじまじと見ながらそう聞くと、さも当然だと言わんばかりに政親は言った。

「当たり前でしょ。一緒にいる人には、美味しいもの食べてほしいじゃない」

（当たり前じゃないよ。すごい……そんなことしてもらったことない）

　ハジメはその甲か斐い甲が斐いしさに恐きよう縮しゆくする。

　それとともに、最近妙みような気持ちが胸の中で湧わき上がるのを感じていた。

　政親からこうして自分を優先してもらうと、心が浮うき立つ。その浮き立った心地よさは今まで経験したことがないものだった。

　そうされるたびにくすぐったいほどの喜びが満ちて、まるで世界のすべてがハジメを祝福してくれるように感じる。

（でも……きっと、これまでの彼の恋こい人びとも、みんなこうして美味しいものを作ってもらったんだよな）

　そう思った瞬間、それまでの浮き立った気持ちは、まるで水を掛かけられたわたあめのように消えて無くなってしまった。

　政親には失しつ恋れん相手の政直以外に、かつて恋人の立場にいた女性が過去に数人存在していることは知っている。彼女たちには付き合っているときは誠実でいたと言っていた。真しん摯しで噓うそやごまかしのない性格の彼は彼女たちにも、きっと同じようにこうして料理をふるまったはずだ。恋人じゃない自分にさえこんな美味しい特別扱あつかいをしてくれる人だ。恋人になったら相手にはもっと特別な何かをしていただろう。

（それは、当たり前じゃないか……でも）

　そう思うとハジメには言葉にできないもやもやが、腹の底から湧き上がってくる。

　不快とも取れるその気持ちが何なのか分からないままハジメは、ここのところ浮き上がる心地ここち良さと煮にえ切らない心地の悪さを繰り返していた。

「まだ食べられるでしょ？」

　政親は食事を終えてソファでくつろいでいたハジメの前に、マグロのタルタルが載のったカナッペを置いて日本酒を追加で注つぎ足してくれた。惰だ性せいでついているだけのテレビの、特に見ているわけではないバラエティ番組の音声を少し下げて、ハジメはそれを受け取った。

　政親は、ハジメの横におもむろに座ると長い脚あしを机代わりにノートを広げてメモを取り始める。

「何をしているんです？」

　一度はテレビのバラエティ番組に向けていた視線を、ハジメは隣となりに向けた。じろじろ見て失礼にならないていどにそれを見つつ、聞く。

　政親は器用にペンを回しながら顔を上げずに言った。

「ようやくデザートのイメージが固まってきたから、それをメモってる」

　ハジメは弾はじかれたように政親の顔を見た。カレンダーを確かく認にんすると、イブナイトクルーズまで残り一週間と少しだ。ハジメにもあれから試食の依い頼らいが無かったので、一体どうするつもりなのかと思っていたが、政親はきちんと進めていたらしい。

（結局どうなったんだろう。あのムースはボツなのかな、それとも活いかすのかな）

　好こう奇き心しんがうずいたのでハジメは手元にあるカナッペを口の中に押し込んでから、隣に座る政親のノートをひょいと覗のぞき込んだ。

「あ、だめだめ。ハジメのえっち。覗かないでよ」

　しかし政親は開いていたノートを両手で閉じて胸に抱だきかかえて首を振ふる。目の前で閉じられてしまったので何も読めず、ハジメは目をぱちくりさせた。

「まだお楽しみの段階なんだから、だめ」

　そう言って政親は楽しそうにウィンクする。まるでおとぎ話の王子様のように似合っているそれに、ハジメは笑いながら「僕は試食係ですよ。知りたいです」とそのノートに手を伸のばしてじゃれついた。政親もハジメが本気でないことをすぐに察知したのか、「やだよ、やめて」とくすくす笑いながら身を捩よじって首を振る。

　最終的には政親はハジメから逃のがれるのではなく、ハジメを捕つかまえることにしたらしい。ノートを持ったまま、中ちゆう腰ごしで立ち上がっていたハジメの背後を取り、抱きこむようにして政親はソファに一いつ緒しよに座った。

「いけない子だね」

　ふふふ、とハジメは捕とらえられた状態で笑った。本気でないちょっかいをかけて、構ってもらうなんて、まるで甥おいっ子と自分のようなやり取りだ。

　政親は、カナッペの皿の横にノートを置いて立ち上がった。

　キッチンから戻もどってきた政親は、二本持っていたボトルのうち一本をハジメに渡してからソファに座るとそのままごろりとハジメの膝ひざに頭を乗せた。

　条件反射のようにハジメは腕うでを上げて政親の頭に肘ひじが当たらないようにしてやってから、いつものように柔やわらかい茶ちや髪ぱつを優やさしく撫なでてやる。

　政親は大型の犬がするように膝の上でうっとり息をついて、脱だつ力りよくする。少しだけ重くなる政親の頭を膝で感じながら、ハジメは、ふふ、と笑えみをこぼした。

　あのクルーズの下見後、政親の部屋で寝ね起おきするようになって起きた大きな変化がこれだ。

　どうやら政親はあの時ハジメが撫でてくれたことにいたく感動したらしく、ほぼ毎日これをねだってくる。失恋相手が政直だったことをハジメが知ったので、もう隠かくすものがないと心を開いてくれたのかもしれない。

　誰だれが見ても凜り々りしい男性が、部屋の中でだけまるで飼い犬のように頭をなすりつけてくるのは中々可愛かわいらしい。そう微笑ほほえましく思う。

（──あ、だめだ。なんかまた気になっちゃう）

　しかし、同時にこんな姿を一体どれだけの人が見たのだろうか、と思うとまた不快感が湧き上がってしまう。ここのところ、そんな気持ちがぐるぐるしている。

　ハジメは気を散らそうとテレビのバラエティ番組に目をやっていたが、膝の上の政親が自分のほうにグレーの瞳ひとみを向けていることに気付いた。

「どうかしました？　テレビ替かえます？」

　リモコンを捜さがそうとしたのを、政親は「違ちがう違う」と言って止めた。

「……悩なやみがね、あるんだよ」

「悩み……？」

　政親はハジメのその答えに、満足そうな薄うすい笑みを口元に刷はいて言った。

「んー。悩みっていうか、いま気になる子がいるから、どうやって告白しようかなって」

　ハジメはひゅっと喉のどが鳴った。

　政親が何を言っているのか分からなかった。それくらい衝しよう撃げきは大きい。

　一いつ瞬しゆん大きく心臓が跳はね、音が聞こえなくなって、冷や汗あせが走る。不快感にわななきそうな手足を叱しつ咤たして、何とか口を開いた。

「それは……政直さんではなくて……？」

　ハジメは、自分の声が震ふるえないようにするのに精いっぱいだった。政親はその言葉に、にこっと笑った。

「気になる？」

「……っ」

　いじわるだ。

　ハジメは悔くやしいと思った。

　政親は、これをさっきのようなじゃれつく遊びの延長戦で言っているのだと思うが、ハジメには違う。何故なぜか説明は出来ないけれど、これは楽しくないものだ。

「……それは、頑がん張ばってください」

　付き合いたくないとそれだけ言ってハジメはそっぽを向いた。

「ふぅん……手ごわいなぁ」

　膝の上で政親がそう呟つぶやいたのを、ハジメは気付かなかった。

（ひどい。政親さんてば、あんなに落ち込んでいたのに、もう次の人が好きなの？　はやくない？）

　ハジメは政親の頭を撫でるのを止やめて考え込んだ。どうしてか、祝う気持ちに一いつ切さいなれなかった。

（僕、寂さみしいのかもしれない）

　最初にハジメが立てた仮説はそれだった。姉たちが初めて義兄あにたちを家に連れてきたときも、ずっと一緒にいた姉たちと別れることになるのだと思って、そんな気持ちになったことがある。

（……けど違うな）

　あの時の感情と確かに似ているけれど、あれは数分で消えて、そのあと姉たちが幸せなのが嬉うれしいなと思う祝福に変わった。

　しかし、祝うどころか不快感は時間を追うごとに増していく。

　このままでは完全に無実の政親の顔を見ると問いただしてしまいそうになるので、彼が風ふ呂ろに行った隙すきにハジメは一人で先にベッドに潜もぐり込んでしまった。

「……ハジメ、もう寝ちゃったの？」

　政親のことを責めるのはおかしい。

　ハジメはそう自分に言い聞かせながら、寝たふりをした。政親も特に疑う様子も無く、ハジメの横に寝転がり、数分してから穏おだやかな寝息を立てはじめる。

（政親さん、元から恋れん愛あい体質だって言ってたもんね……）

　ハジメは一向に訪おとずれない眠ねむ気けを待ちながら、目をつぶってぐるぐると考える。

（そんなすぐに切り替かえられるなんて、本当に好きだったの？）

　しかしそう思ってみたものの、恋愛体質だと言っていた彼が、失恋した後に時間を置かなければならないなんてルールはない。

（そうだ。一度の失恋で恋こいすることを諦あきらめないで、って政直さんも言っていた）

　ハジメは暗くら闇やみの中で薄く目を開く。

　政親の失恋が少しでも長く続けばいいと自分が内心では思っていたことに、ハジメはようやく気が付いた。その本心の底には、小さく別の本音が見え隠れする。

（ああ……、僕は、政親さんのことが）

　ほの暗い欲に満ちたその感情に名前をつけようとしたとき、待ち望んだ睡すい魔まが眠りの世界に引きずり込もうとしたので、ハジメは抗あらがうことなく意識を手放した。










　　　　◆




「ハジメ。なんか、疲つかれてない？　すごいクマあるよ。まだ火曜の夜なのに、大だい丈じよう夫ぶ？」

　政直が両手で自分の目元を指してそう言った。

　ハジメはそれを隠すようにして「大丈夫です」と首を振る。

「あの、仕事が立て込んでいるだけで」

　だから政親さんのご飯食べるの、何日か空いちゃったんですごく美味おいしかったです。ハジメはそう言ってから、ちらりとキッチンで作業する政親を見た。

　忙いそがしい。

　それは、半分は本当で、半分は噓うそだ。

　ハジメは心配そうに「無理すんなよ」と言ってくれる政直に心の内で詫わびた。

　半分の噓の内、帰りたくない気持ちは、政親の好きな人の話を聞きたくなくて逃にげたいことから発生している。できるだけ在宅時間を減らすために、残業は手を挙げて引き受けていた。

（でもなんか、……会社も変なんだよなぁ）

　残り半分の本当は、社内の妙みような雰ふん囲い気きだ。残業をする時は、申しん請せい許可を社長にとらないといけないのがルールなのだが、今日も前の週も社長は社内にいなかった。不在の場合は事後報告で良いとされていたが、出しておいた申請書類は更こう新しんされずに社長の机の上に置かれたままだった。

「デザートの試食、楽しみですねぇ」

　それでも今日は政親と政直に呼ばれて、ついに決まったというイブナイトクルーズのデザートの試食に来ることになったのだった。食事を終えて、キッチンでケーキの準備をしている政親が、ふいに呟いた。

「……あ、まずい。携けい帯たい、車に置いたままだ」

　そう言って、政親は玄げん関かんに向かう。

「なんで？　別に後ででもいいじゃん。先に食べてみようよ」

　引き留めて政直がそう言うと、政親はじろっと睨にらみつけるようにして言った。

「ＳＮＳ映ばえするかが大事だから、カメラ映りを確かく認にんしろって言ったのはどなたでしたっけ」

「オレでーす……いってらっしゃい」

　政直はすぐに手を振ふって見送った。玄関のドアが閉まる音を聞いてから、内扉とびらを閉めてハジメのところに戻ってくる。ソファに腰こしを下ろした政直はハジメに向かって言った。

「あいつのこと心配してたけど、元に戻もどったよ。良かった。ハジメのおかげだね。見ててくれてありがとう！」

　明るい声に、ハジメは内心でげっそりした心地ここちになった。

「元気になったんですか？　僕にはあまり違いが分かりません……」

　むしろ元気を失ったのはハジメだったが、そんなことを政直に言ったところでどうしようもない。

「なったなった。しかし、何だったんだろうな、あいつ。仕事とかで落ち込むような、そんなメンタル弱いやつじゃないんだけどな」

　ハジメはその言葉に、少しだけいらっとした。政親が落ち込んでいた原因そのものに、しれっとそんなことを言われるなんて。

（だいたいあなたが政親さんのことを分かってさえいたら）

　ああ、よくない。これは八つ当たりだ。

　ハジメはいきり立ちかけた自分の思考に歯止めをかけようと頭を抱かかえた。しかしぐるぐると渦うず巻まく苛いら立だちは行き場を求めて、喉のど元もとからこぼれ出る。

「……失恋したら誰だれだって落ち込むじゃないですか」

　そう漏もらしてしまい、ハジメははっと口に手を当てた。

（聞き逃のがしていてほしい……）

　おそるおそる顔を上げると、政直とばっちり目が合う。祈いのるようなハジメの願いは、そのあとの政直の言葉によってあえなく粉ふん砕さいされた。

「なんだ、失恋したのか、あいつ。そもそも好きな人がいたことさえ知らなかった。……けどまぁ、元気になったんならふっきれたってことだよな。イブナイトのチケットあげて、ハジメに様子を見てもらってた甲か斐いがあった」

　その政直の言葉の語ご尾びが消えるか消えないか分からないうちに、内扉が乱暴に開いた。

　ハジメと政直はソファの上で飛び上がって驚おどろいた。玄関のドアの開閉音がしなかったので気付かなかった。

「……どういうこと？」

　そこに立っていた政親が発した声は、押し殺したようなものだった。

　ハジメは固まったまま、息も出来ず、政親の顔が見られない。

「ここしばらく、ハジメがうちに来ないから変だなと思ってたんだよね……」

　政親は悠ゆう然ぜんとハジメの前に立って、息を吐はくように言った。一度出たフリをして、静かに戻って様子を窺うかがっていたらしい。

「そう。政直に頼たのまれてたの」

　すぐにこれは違ちがうのだと言おうと思ったが、自分の中で何が違うのかと問い返したら何も違わないことに気付いた。

　政直に頼まれて、最近の政親のことを話した。

　彼が失恋したことを、きっと一番知られたくない人に、言ってしまった。

「……いつから？」

　黙だまり込んだ二人に対して、政親は高圧的に腕うでを組んでから冷たく聞いた。

「二人して黙ってないで、答えなよ。ねぇ、いつから？」

　その言葉は、いつもよりも乱暴で、そんな口調をさせてしまっていることにハジメは絶望をおぼえた。

「おい、チカ。怖こわい顔するな。……初めて会った時からだよ」

　言葉を探しているうちに、先に政直がそう答えてしまう。政親が眉み間けんにシワを深く刻む。

「へぇ……最初からなんだ」

　政親はうつむいて「それはぜんぜん気づかなかった」と鼻で嗤わらった。自じ嘲ちようするようなその言い方は、そのまま政親自身を傷つけているようで、ハジメは耳を塞ふさぎたくなる。

「オレが悪いんだよ、チカ。ハジメを責めないでやってくれ」

　立ち塞がるようにして政直がハジメと政親の間に立った。政親の声はみるみるうちに尖とがっていく。

「当たり前だろ。なに、ハジメはチケットが欲しかったの？　そんなにイブナイトクルーズに参加したかったんだ。最初のパーティで気になる人が参加するとか聞いたのかな？」

　そんなつもりは一いつ切さいない。ハジメは首を振ったが、いつもは優やさしいグレーの政親の瞳ひとみが怒いかりに染まっているのを見て、怖くて口が開けない。政親は震ふるえるハジメに低い声で言った。

「やめときなよ。イブナイトクルーズに参加する女性なんて、きっと婚こん活かつに慣れてるんだから遊ばれちゃうよ。……嫌いやでしょそんなの」

　政親のその言葉は、震えていたハジメの胸をえぐるようなものだった。

　彼への罪悪感と、今まさにすりつぶされそうになる恋こいする気持ちがハジメの中でみるみる膨ふくらんだ。

　どうせ、参加したってしなくたって、政親はハジメを愛してくれないのに。どうしてハジメが一番行きたい道を塞いで、なお他ほかの道まで塞ぐようなことを言うのだ。

「……遊びだって、いいです」

　ハジメは震えながら言った。その言葉に政親は声を荒あらげる。

「遊びで良いい訳ないだろ。ハジメはそんな扱あつかいされていい子じゃない」

　いつもならば、とても嬉うれしい言葉だっただろう。けれど今は、ハジメの心の凹へこんだところにぴったり当てはまるようなものではない。逆にそれは心をえぐった。

「やめろよ二人とも。冷静になれって」

「うるさいぞナオ。そもそも、何でハジメを選んだんだ。人選が最悪なんだよ……！」

　間に止めに入った政直に、政親は摑つかみかかるようにして言った。

（人選が、最悪……）

　衝しよう撃げきを受けてハジメは立ち尽つくした。政直も言葉がないようだ。

　少しして、政親は床ゆかに置いていた二人の荷物を拾って押し付けるように渡わたして言った。

「悪いけど……ちょっと今日は顔を見たくないから帰ってくれ」

　細く震えるような声が聞こえた後、鉄てつ扉ぴが音を立てて閉じられた。




　　　　◆




「怒おこらせちゃったね……」

　鉄扉の向こうの政親の気配が完全に消えてから、政直がそう呟つぶやいた。しかし政直は少し納なつ得とくがいかないようで、その眉間にはシワが寄せられていた。

「……なんだよ、失しつ恋れんくらいで」

　そう呟いた政直の言葉に、今いま更さら怒いかりも湧わかなくてハジメはため息をついた。しかしすぐに次の言葉に顔を上げた。

「君だけのショートケーキがいつか見つかるから。恋することを諦あきらめないで、って言ったの自分じゃんって思っちゃうんだよね」

「え？」

　それは、この政直が婚活パーティのときに言っていた言葉ではないか。言ったのは、政親なのか。そう問いただすと政直はぶんぶんと首を振ふった。

「え、あれオレが考えたことじゃないよ！　あのケーキもセリフも全部、政親が考えたんだ」

　頭が真っ白になった。

（ずっと、ずっと政親さんは恋愛に対して厭えん世せい的で、勧すすめないようなシニカルなスタンスだとばっかり……）

〝そんな良いもんじゃないよ〟〝あっという間に消えてなくなるのにね〟

　そう言っていたグレーの瞳は、奥底に同じように傷ついた人への労いたわりを持っていたのだ。自分の失恋の痛みをこらえて、誰かを励はげまそうとする彼に、自分は何ということをしてしまったのだろう。

「ごめんなさい……」

　ハジメは政親の部屋の扉とびらをノックしてから、そう呟いた。

　すでに政直はいない。帰路についたのを見送って、しばらくしてからハジメはもう一度政親の扉をノックして、もう一度謝った。

「ごめんなさい、政親さん。……そんなつもりで、政親さんと一いつ緒しよにいたんじゃないんです」

　彼が聞いていなくても良かった。

　扉に額をつけて、ハジメはしゃくりあげた。政親が誰か別の人を好きなら、ハジメに立ち入る余地などないのだ。それでも分かってほしくて謝る自分が滑こつ稽けいに思えた。

　ふいに、ハジメは顔を上げた。ハジメが額をつけた鉄扉を小さくコン、と叩たたき返す音がした。

「……朝には、ちゃんと元に戻もどってるから。……好きなもの、用意しておくからね」

　鉄扉の向こうで政親が、そう答えた。




　　　　◆




「コンビニおにぎりって、こんな味だったっけ」

　ハジメは動き出したばかりの始発電車を眺ながめながら、缶かんコーヒーで流しこむようにしておにぎりを食べた。

　政親の家には、寄っていない。どの顔で行けばいいのか昨夜ゆうべは一いつ睡すいもせずに悩なやんだが、結局答えは出ず、政親が起きる前に家を飛び出してしまった。

　おそらく政親が起きたのだろう時間に着信があって、携けい帯たい電でん話わにはメッセージ通知も光っているのが分かっているけれど、見る気にはなれなかった。

　重い足をひきずって会社にたどりつく。

「あれ？」

　すると、入り口で社員たちがたむろしていることに気が付いた。中に入ればいいのに。何か入れない事件でもあったのかと思っているうちに、先せん輩ぱいの野島が気が付いてくれた。これで事情が分かるかとほっとしたハジメは、駆かけ寄ってきた彼の言葉に顎あごを外さんばかりに驚おどろいた。

「寿喜……うち、倒とう産さんしちゃったんだって！」

「ええっ!?」

　ハジメは大きくて素すっ頓とん狂きような声を上げると、野島も困り切った顔でため息をついた。

「困っちゃうよなー。差し押さえの対象になるか確かく認にんするから、中には入れないって。寿喜、何か中に私物残してなかった？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ドアの前に、格かく闘とう技ぎでもやっていたようないかついスーツの男性が仁に王おう立だちしているのを見て、ハジメは意味もなく声をひそめた。

「いえ、コーヒーカップくらいです。……あとは何も」

　それも、何かの景品で無料でもらったものだ。特に惜おしくもない。私物としては軽けい微びな被ひ害がいだ。

　自動ドアの前に立っているスーツの男性から「そろそろ解散してください」と声が掛かかった。社員たちもひとまず家族に連れん絡らくしようと携帯電話を取り出している。ハジメもひとまずポケットから自分の携帯を手にした。

　そのとき、野島が今まさに運び出されようとしている段ボールを見て、ドアの前に躍おどり出た。

「待ってくれ。それ、オレの嫁よめさんの手編みマフラー！」

　悲鳴のような野島の声に、ハジメは顔を上げた。

「今はだめです。会社の資産じゃないと分かれば後でお返ししますから」

　ドアの前に立っていたスーツの男性が、手を伸のばしてくる野島を振り払はらうように声を荒げる。

「先輩！」

　振り払われてバランスを崩くずして地面に倒たおれそうになる野島に手を伸ばした。

「あっ……！」

　何とか転てん倒とうを庇かばうことは出来たが、ハジメは、握にぎっていた携帯電話を地面に落としてしまった。接地した部分が悪かったのか、液えき晶しようが割れる音がする。加えて最悪のタイミングで、よろめいた野島の靴くつの踵かかとがそこに下ろされた。

　乾かわいた音と、ガラスが金属をひっかくような音がした。ハジメはその音を首をすくめて聞いた。

「……悪いっ！　気が付かなくて！」

　青ざめた顔で謝る野島を見ると、逆に申し訳なさが募つのる。

　ポケットに戻せばよかったのに、手に持ったまま駆け寄った自分が悪いのだ。

「……私物に関しては、資産でないと確認できたらお返ししますので」

　目の前で起きた携帯電話の破損を見たせいか、少しだけ丁てい寧ねいな対応になったスーツの男性がもう一度そう言った。




　何度も詫わびて弁べん償しようを申し出る野島をなだめて、何とか駅で別れた。他ほかの同どう僚りようも、別の路線に乗り換かえていったので、今は一人だ。

　最も寄より駅で下車して、マンションに戻る道を歩きながらハジメは茫ぼう然ぜんと考える。

（これからどうしよう……。えっと、まずは、ハローワークに行くんだっけ）

　青天の霹へき靂れきだった。

　貯金もないわけではないが、すぐに仕事が見つかる保証もない。足元が揺ゆれた。

（……何か疲つかれてる）

　昨夜から、よく考えたら頭を使い続けている。少し休もう。そう思ったら、政親の顔が無む性しように見たくなった。好物を用意してくれると言っていた彼に、甘えたくなる気持ちでいてもたってもいられなくなる。ハジメは何かに憑とりつかれたように帰路を急いだ。

　あれだけ申し訳ないと、合わす顔がないと思ったのに。ふと気持ちが緩ゆるめば、恋こいしい気持ちがひょこっと顔を出して、さぁさぁと急せきたてられるのだ。どうしようもない。

　ようやくマンションが見えてくる。

　この時間では、まだ政親は帰ってきていないだろうか。

　期待をこめて、階段を早足で駆けのぼった。二人の部屋のある階まで来て、ハジメは目の前に覚えのある背中を見つけて、はっと物もの陰かげに身を潜ひそめた。

　一いつ瞬しゆん間を置いてから、足元を見る。

　見たものが信じられなかった。信じたくなくて、もう一度こっそり肩かた越ごしに廊ろう下かを窺うかがう。

　少し離はなれたところから、政親の声がする。

「ごめんね。いきなり呼び出して」

　そう言いながら部屋の鍵かぎを開けている彼の横には、女性がいた。横顔でも分かる美人で、口元に色っぽいホクロがあるのが見て取れた。

「いいよ。チカから話したいことがあるって言われたときは驚いたけど」

　よく通る声だったせいで、ハジメにも内容がはっきり聞き取れてしまう。話したいこと。ハジメはその言葉を胸の中で繰くり返して、息ができなくなった。

〝いま気になる子がいるから、どうやって告白しようかなって〟

　政親はそう言っていなかったか。

　照れたように「うるさいよ」と返した政親と女性が部屋の中に連れ立って入って行った。扉の閉まる音を聞いてから、ハジメの足は動かない。時計を確認することさえ出来ずに、そこに立ち竦すくんでいた。

　数分か、それとも十分以上は経たっただろうか。

　マンションの敷しき地ちの外から、子どもの歓かん声せいが聞こえて、ハジメははっとなる。

　足先がじんと冷えていた。十二月の寒空の下、いつまでも外にいては風邪かぜをひいてしまう。そう思ったが、ちっとも動けなかった。

「……家、入りたくない」

　呟つぶやいたら連動しているかのように足は部屋の方ではなく、外の方へ動いた。出来るだけ音を立てないように、ハジメは逃にげるようにして階段を下りて行った。




　しかしマンションのガラス扉を抜ぬけたところで、ハジメを呼び止める声がする。

「こんにちは、ハジメさん」

　穏おだやかな声に驚いて振ふり返ると、見覚えのある姿勢の良い男性がハジメに向けて一礼する。

「えっと、あの、黒名さん……？」

　品の良いロマンスグレーの紳しん士しの名をハジメが呼ぶと、黒名は顔を上げた。

「お願いがあります。お時間をいただけませんでしょうか」

　そのぴしっとした口調は丁寧だったが、有う無むを言わせないものだった。




「突とつ然ぜん伺うかがってしまい申し訳ございません」

　ハジメは黒名に勧すすめられるまま、彼の車に乗った。並んで後部座席に座ると、黒名は再び頭を下げてそう言った。ハジメは慌あわてる。

「あの、それよりも御ご用件は何でしょうか。政親さんを呼んできますか」

　たぶん政親に用があって来たのに、タイミングが悪かったから自分に声をかけたのだろう。そう思ったハジメの提案は、黒名がぴしゃりと否定した。

「いえ。あなたに」

「……な、何でしょう」

　にわかに空気が重苦しくなる。ハジメは息がしづらいと、大きく何度か深呼吸をした。

　黒名も同じように呼吸を整えていたかと思うと、すっと姿勢を正して言った。

「あなたは政親様と、添そい遂とげる覚かく悟ごをお持ちなのか伺いに参りました」

「……え？」

　ハジメは自分のカバンの持ち手をぎゅっと握った。

　何かの聞き間ま違ちがいかとハジメはもう一度黒名の顔を見る。その顔には苦く渋じゆうが満ちていた。

「……大おお旦だん那な様から、政親様の生活や交友関係については報告するように申しつかっておりますので」

「外商さんて、そんなこともするんですか」

　ハジメは何と言っていいか分からず、そんなことを聞いてしまった。自覚があるのか、黒名も少し表情をゆがめて「普ふ通つうは致いたしません。政直様もです」と答えた。

「ただ、政親様だけは特別でいらっしゃいます」

　その言葉にハジメはさらに首を傾かしげる。特別、それは何を指しているのか分からない。

「政親様は、幼少の頃ころは本当に病弱でいらっしゃって……今ではあんなに立派に成長されましたが、当時は明日を生きられるかさえ分からないようなお身体からだだったんです」

　昔を思い出すように遠い目をしながら黒名は膝ひざに置いた手を強く握った。

「ですから、大旦那様は、政親様は生きているだけで良いと。たとえどんな仕事を選び、どんな配はい偶ぐう者しやを得ても、大人になれたならそれだけで褒ほめてやると。そうおっしゃって見守っておいででした」

　それだけ言って、もう一度黒名はハジメの顔を見た。

「あなたに覚悟があるのなら、私は大旦那様にあなたのことを報告いたします。その上で、両家顔合わせの日を定め……」

　覚悟の決まった黒名の表情に、ハジメは必死に首を振る。

「添い遂げるも何も、僕、……政親さんと、本当は付き合ってなんかいません」

　震ふるえるようにそう答えると、黒名の方も「なんですって」と驚おどろいた様子だった。

「あなたは恋こい仲なかではない方から、あんなに高価なプレゼントを受け取れるのですか。信じられません」

　そう言われるとぐうの音も出ない。フリをするためとはいえ、やはり断るべきだったか。

　ハジメも押し切られて受け取ってしまった衣服の値段を思って頭を抱かかえる。

「……政直様以外と、あんなに楽しそうになさっている政親様を初めて拝見しました」

　エアコンも入っていない静かな車内に、黒名のつぶやきが響ひびいた。

「妻も今まで政親様がお連れした恋人の中で、きちんと挨あい拶さつをしてくださった唯ゆい一いつの方だと貴方あなたのことを申しておりました。……本当に、政親様のことを愛してくださってはいないのですか」

　その言葉はほぼ懇こん願がんに近かった。

　どれだけみんなが政親のことを見ていたのか驚くと同時に、若じやつ干かん過保護にさえ思えた政直の依い頼らいも、こうした背景があってのことだったかと理解する。

　しかし、黒名が問いかけるその言葉にハジメは何も言えなかった。

（だって、政親さんが好きなのは僕じゃない）

　がんとして口を噤つぐんだままのハジメに、しばらくして黒名はため息をひとつ落として言った。

「……幸せになっていただきたいんです」

　誰だれに、とは愚ぐ問もんだった。

　ハジメもそれには同意する。政親が笑って幸せだと感じられるような、そんな日がくることがハジメにとっても幸せだ。たとえ、その笑え顔がおを見られる場所に自分がいなくても。

「……政親さんは僕のことなんか、眼中にはないんです」

　ようやく絞しぼりだすようにしてハジメは口を開いた。

　そうでしょうか、と黒名が言った。フォローさせるのも申し訳なく、ハジメは頭を搔かいた。これだけ真しん剣けんに政親のことを心配している黒名たちには、本当のことを伝えるべきではないのか。情けなくも恋心が痛んだが、ハジメはようやく決心して顔を上げた。

　隣となりに姿勢よく座る黒名に向かって言う。

「あの、……政親さんには、新しく好きな人が出来たみたいなんです。……その、そのお相手とのことは、これからみたいなので、しばらくはそっとしておいてあげることは出来ませんか」

　僕が頼たのむことじゃないのかもしれませんが、と言うと、隣に座っていた黒名は「そんな。何ですって……」と驚きの表情を見せた。

　美人で、ホクロの色っぽい素す敵てきな女性でしたよ、と喉のど元もとまで出かかった言葉をハジメは何とか飲み込んだ。




　　　　◆




「どうしたのはぁちゃん、いきなり帰ってきて！」

　あれから、黒名の車を見送ったハジメは行く当てもなくて駅に戻もどった。マンションに帰りたくはないが、一人でいたくもなかった。かといって、友人たちはまだ働いている時間だ。

（どこかに、行きたい）

　逃とう避ひ欲求とは、こんなことを指すのかと感心しながらハジメは駅の路線図を眺ながめた。

（あ、あれは）

　ハジメの目に懐なつかしい駅名が飛び込んできた。電車で一時間と少しの距きよ離りだ。考える間もなく、ハジメは電車に飛び乗って、実家のある駅に降り立ったのだった。

　携けい帯たい電でん話わが壊こわれてしまったため、連れん絡らくを入れることが出来なかったが、寒さで震えながらチャイムを押したハジメを、実家で同居している一番上の姉は快く迎むかえ入れてくれた。

　突とつ然ぜんの帰省の理由を簡単に説明するのが難しく、言葉を濁にごしつつ玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでいるハジメだったが、その背中に突とつ如じよとして雄おたけびが届いた。

「はぁちゃ！」

　可愛かわいい甥おいっ子が、ハジメに向かって走り寄ってくる。

　ちびっこには手加減など期待できない。慌てて靴を脱いで迎える体勢になったハジメの胸むな元もとにぼすんとタックルの要領で飛び込んできた。みぞおちの痛みも我が慢まんして温かい体温を受け止める。

　にわかに騒さわがしくなった玄関に、母がエプロンで手を拭ふきながらやってきて言った。

「あらあら。どうしたのよ、はぁちゃんてば。婚こん活かつ始めるっていうから、次に帰るときは彼女さんを連れてくるかと思ってたわよ」

（……母さん）

　ハジメは、久々に顔を合わせた母に、一いつ瞬しゆん胸を詰つまらせた。

　姉たちは学生時代、恋するたびに台所で母に話を聞いてもらっていた。クラスの誰が好きとか、どんな話が出来たとか。彼女たちは嬉うれしそうにはにかみながら、時に涙なみだをこぼしながら一歩ずつ恋に慣れ親しんでいたように見えた。

　夕飯の煮にえる音に、姉たちのその恋の話が聞こえる光景は、子どもだったハジメにとってまばゆいもので、いつかは自分も恋をしたことを誰かに話すのだろうなとぼんやりと考えていた。

　政親に感じた思いが、恋だったのだと誰かに言ってほしかった。

　ハジメは鼻の奥がつんとなるのを感じて息を止める。

　母と姉が、その表情に異変を感じたのか首を傾げた。

（結果がどうであっても、好きって言えばいいって背中を押されたかったな）

　言えずに抱えたままの恋は、ここにあるのだと主張してじくじくと痛んだ。政親が好きなのは、ハジメではない。ハジメはやっぱり選ばれない。そこまで考えて、ハジメは振ふり払はらうようにして顔を上げ、涙声で母に言った。

「……母さん、ご飯ちょうだい」
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　炊すい飯はん器きのご飯をハジメがほぼ一人で食べきった頃ころには独立して家庭を持っている二人の姉も実家に駆かけつけ、性別以外のことを全すべて聞いた母と三人揃そろってハジメの失しつ恋れん相手について各おの々おの感想を述べていた。

「ご飯を食べさせてくれて、お弁当まで作って、それで好きじゃないとか、考えられる？」

　二番目の姉が母に向かって怪け訝げんそうに言うと、一番目の姉がティッシュで洟はなを豪ごう快かいにかむ。

「はぁぢゃん……、か、かわいぞう……」

　すすりあげすぎて鼻声になっている彼女にティッシュ箱をひと箱まるまる渡わたしながら三番目の姉が同調して言う。

「お金持ちの小こ悪あく魔まタイプのお嬢じよう様さまだったのかな。はぁちゃん、免めん疫えきなさそうだから」

「そ、そんな女、純情な、はぁぢゃんに……ひ、びどい……っ」

　ティッシュ箱を抱えながら、両手で顔を覆おおって一番目の姉がおいおいと泣きだす。すぐ傍そばで、号ごう泣きゆうする母親を心配するように甥っ子がうろちょろしているのを、祖母であるハジメの母が捕つかまえて優やさしくゆすってやった。

「はぁちゃんの好きな人は、そんな感じの人なの？」

　そう母に問われると、ハジメは少し戸と惑まどってしまう。

「そんなひどい人では……ないけど……」

　政親がこの場にいないから、どう評価されても問題はないのだけど、やっぱり好きな人がけなされるのはちょっとイヤで、しかしそう言っては三人の姉に「良いい子すぎ！」と睨にらまれて、母もぼんやりと「困ったわねぇ」と言うことを繰くり返す。

　そんな自分への忌き憚たんなき意見を聞きながら、ハジメは何だか少しずつ気持ちが上向いていくのが分かった。一人で抱かかえ込まず、聞いてもらったことと、お腹なかもいっぱいになったせいもあるだろうか。

　ずび、と泣きながら洟をすすってからハジメは思った。

（しょっぱいなぁ……）

　それはすすりあげた洟のせいか、それとも今のハジメの現状なのか。ハジメは自分について話し合う姉たちから意識を切り離はなし、ため息とともに膝ひざを抱えた。

　甘かったんだな、としみじみ思う。

　政親に会う前は、彼を好きになる前は、恋は甘いものだと思っていた。

　みんながうっとりして、それがとてもふわふわしたもののように語るから、恋はきっと夢みたいに楽しくて素敵なものなのだと憧あこがれていた。

（だって諦あきらめないで、とかそう言われて誤解しない方が難しいじゃん……）

　しかしフタを開けたらどうだ。今回自分に転がり落ちてきたそれは、楽しみにしていた幸せなど、ほんの一瞬のことで、あとはただただ自分の惨みじめさや至らなさに苦く思うばかりだった。

　これが本当にみんながすてきだと言う恋と同じものなのか、正直疑わしかった。

「恋って……きっと、もっと素敵で楽しいものなんだなって……」

　そうじゃなかったんだね。

　ぽつりと言うと、姉たちはハジメの方を見て口を噤つぐんだ。ハジメの頰ほおにまた一ひと粒つぶ涙なみだが落ちる。

「……はぁちゃんのその気持ちは、きっと次の良い恋れん愛あいにつながるよ」

　二番目の姉がハジメの髪かみを撫なでながら言った。また一粒涙を流すハジメに、三番目の姉も肩かたを寄せながら頷うなずく。

「そう。たぶんその人は、はぁちゃんには合わなかったのよ。外商フロア使うような相手、選ばれなかった方が幸せかもよ」

　甥っ子を抱だっこしたままの母も黙だまって頷いた。

　そうなのだろうか。

　ハジメは洟をすすった。

　二人に気き遣づかわれていることはひしひしと感じるものの、まだじくじく痛む心は素す直なおには受け入れられない。それまで泣き伏ふしていた一番目の姉がガバッと起き上がって叫さけんだ。

「ぞの、ぞの合わないっで、言葉！　嫌きらい～！　合わなくだっで、落ち込むなっで、む、無理よぉぉ……！　合わせるがら、選んで欲じい～！」

「いち姉……」

　噴ふん水すいのように涙をこぼしてわんわん泣く一番上の姉を、ハジメは茫ぼう然ぜんと見ながらも、その言葉に強く共感した。

「完全に、過去の自分の恋愛を重ねちゃってるのね……」

　二番目の姉が呆あきれたように言ったのを受けて、三番目の姉が溜ため息深く頷く。

「まぁねぇ。確かに選ぶ側はそう言うけど、選ばれなかった側からしたら何にも救いにならないもんねぇ」

　しみじみと言う姉に、ハジメも頷いていると、母が、「あらもうみんな泣いちゃって」とつぶやいてキッチンに何かを取りに行く。

「みんなで食べなさい。泣きべそさんはこれで冷やして」

　差し出されたアイスは甘く、冷たくしみ入った。ハジメは泣いたばかりの顔をくしゃっと笑顔に作り替かえて、「美味おいしいね」と笑った。




　ついてはいたが、誰だれも見ていなかったテレビに向かってふと三番目の姉が口を開いた。

「あ、綾羽根兄弟」

　姉のその言葉に、心臓が跳はねた。変な汗あせをかきながら、おそるおそる様子を窺うかがうと、どうやらテレビに二人が映っているようだった。内容は、今週末のイブナイトクルーズの特集だった。あまりにタイムリーすぎてハジメは冷や汗をかく。

「ここの婚こん活かつパーティ、はぁちゃん行ったのよね。どうだった？」

　二番目の姉に聞かれて、ハジメはどう答えるか迷った。すかさず三番目の姉が「どうして今、そういうデリカシーのないこと言うのよ！」と目を吊つり上げる。

「うわぁごめん、そうだった。だってご飯が美味しいイベントだって聞くからさぁ～」

　感想が聞きたくて、という姉の言葉にハジメはそういえば、政直から無料の参加券をもらっていたことを思い出した。

　そしてそれをどこに置いたか考える。グレーのスーツのポケットだろうか、そういえば、汚よごれた後クリーニングに出してもらってからどうしたんだっけ。

　そこまで考えていやいや、と首を振る。既き婚こん者の姉たちを参加させる訳にはいかないし、そのチケットを手に入れた経緯いきさつを説明することも出来ないと思った。

　テレビ画面には、政親の顔が大写しになっている。

（やっぱりカッコいいなぁ……）

　胸の痛みを忘れてハジメは思わず見み惚とれてしまった。彼の長い報むくわれない恋は、どれだけ辛つらかっただろう。政親はずっと、こんな想おもいをしていたのか。ぼんやりとそう思った。
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　クリスマスのこの時季に、携けい帯たい電でん話わを替える人は多いらしい。ハジメは新しい携帯を契けい約やくするのに四時間も待たされてぐったりしていた。

　会社は替えなかったが、その番号は新しい。前のものが、引き継つげる状態ではなかったからだ。同じように電話帳も引き継げなかったので、この携帯電話に入っているのはそらでも打ちこめる実家の番号と、三人の姉たちのものだけだ。

　ばきばきになってしまった液えき晶しようを見て、最後の政親からのメッセージだけは、見ておけば良かったと後こう悔かいしていたけれど。ある意味で良いタイミングだったのかもしれない。ハジメは腹の上に甥おいっ子を乗せてあやしながらそんなことを考えていた。

　会社の倒とう産さんから三日が経たち、失恋の衝しよう撃げきも薄うすれてきた頃には、ハジメは自分がクリスマスイブに実家でごろごろする無職の男性という何とも言えない立場であることに衝撃をおぼえた。家族はしばらくのんびりすればいいと言ってくれたが、健康で働ける環かん境きようにあるのにそうはいかない。ここからどうしようかとため息ばかりが出る。

（いっそ、あのマンションを引き払はらっていったんここに戻もどってこようか……）

　腹の上で眠ねむる甥っ子を見て、ハジメは思った。それでこのあたりで就職活動をしたらどうだろう。

　自然に政親のマンションから出られて、距きよ離りも置ける。悪くない考えかもしれない。

　そんなことを考えていたら突とつ然ぜん、実家の固定電話のベルが鳴った。

　近くにいたらしいハジメの母親が受話器を取っている。しばらくして、ハジメが呼ばれる。

「あなたに電話よ。政直さんって名乗ってるけど、分かる？」

「政直さん……!?」

　予想外の名前だった。甥っ子を起こさないようにそっと座ざ布ぶ団とんの上に下ろしてから、猛もう然ぜんと電話台のところへ走っていく。久々に持った実家の受話器は、少しひんやりとしていた。

『もっしもーし、ハジメー？　やっぱ実家にいたのかぁ！』

　電話を替わると、明るい声でそう言われる。一いつ瞬しゆん、政直を名乗る政親だったらどうしようかと思った自分を恥はじて、ハジメは受話器に耳を押し付けた。

「なんで、うちの実家の番号を……？」

『えー？　市外局番の後は七の連番だって教えてくれたじゃん。オレちゃんとメモっておいたんだよね！』

　明るいその発言に、ハジメは「あー……」と肩を落とす。うかつだった。忘れていた。政直は続ける。

『今日の、イブナイトクルーズの時間について、知らせておこうと思って！』

「あー……」

　ハジメは言葉に詰つまる。参加するつもりは毛頭なくて、キャンセルの連れん絡らくを入れていなかったことを詫わびると、政直が『それは困るよ』と言う。

「えっ、何故なぜですか」

　戸と惑まどったハジメに、電話口の向こうで政直は言う。

『ハジメさぁ、オレから借りたもので、何か返してないものがあるでしょ』

「お借りしたもの……？」

　廊ろう下かの冷気に、ハジメは身を震ふるわせた。同時にこの数週間のことを思い出す。政親と違ちがい、政直との接せつ触しよくはほんの数回だ。そのうちで、借りたものなんて……。

　逆再生するように自分の部屋、政親の部屋、そして会場でのことを思い出し、一番初めに遅ち刻こくしかけて走り込んだ受付で政直と会った時のことに思い至ったハジメは「あっ」と声を上げた。

「アスール・アッズロのハンカチーフ！」

『せいかーい！』

　ハジメの悲鳴のような声に、政直は能天気に答えた。

『あれね、今日のスーツのポケットチーフ代わりにするから、絶対に今日返して！　会場に持ってきてくれればいいから！　じゃあまた後でねー！』

　それだけ一方的に言うと、電話は切られてしまった。

「あ、ちょっ……！」

　引き留めようとしたが、すでに通話は終しゆう了りようしており、耳元では無機質なツーツーという音だけが聞こえていた。

「……あれ、どうしたっけ……」

　受話器を持ったまま、ハジメは呟つぶやいた。

　受付でハンカチを借りて、会場に入って、そうだ、後でクリーニングして返そうと思ってポケットに入れた。その時のスーツだ。

「……グレーのやつだぁ……」

　ハジメはようやく受話器を置いて、肩かたを落とす。あのグレーのスーツは、料理を頭からかぶってしまったあとクリーニングから返されたっきり、ビニールに入ったままだ。

「うう、政親さんめ……」

　いつもならばビニールから出して、着用するので返し忘れに気付けただろうが、政親のファッションチェックにひっかかって禁止されたのでその機会を逸いつしていたのだ。恨うらむ筋ではないけれど、恨み言のひとつも言いたくなるものだ。

　ハジメは驚おどろく両親に言づけてから自宅に向かうため駅を目指して猛然と駆かけだした。
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「入ってない！」

　自宅クローゼットの中で、ハジメはグレーのスーツのポケットを探さぐってそう叫さけんだ。

　ブルーの高級なハンカチーフは、右ポケットにも、左ポケットにも、影かげも形も無かった。もしや胸ポケットかと探るが、指先はむなしく空を切るばかりだ。

「ええ……」

　ハジメは茫ぼう然ぜんとしながらも、無意識に他ほかの場所に入れたのかもしれないと衣服ダンスの中を見ていく。しかし、記き憶おくにないのと同様に、どこにもその姿はない。

「……同じもの、買ってお返しするしかない……」

　服に埋うもれながらハジメは時計を見てつぶやいた。

　すでにパーティの受付開始時間が迫せまっていた。今日のスーツに合わせたいと言っていたから、少なくともその前までには間に合わせる必要がある。急がなくてはいけない。

　そう思ってハジメはハンカチーフの取とり扱あつかい店を探し始めた。




　すでに日暮れの港には、下見で一度乗った豪ごう華か客船が停てい泊はくしている。その白い巨きよ大だいな船体から船着き場へとタラップが渡わたされていた。

　タラップを渡り切ったハジメは、すでに受付の時間が終わっていることに気付いてしまい、足を止めた。手にしているハンカチーフはあの日借りたものではない。走りこんだ店で、「そのデザインは限定品で在庫はない」と言われたためだ。

　代わりに買った似た色のハンカチーフを政直に渡したらすぐに下船しようと思っていたのに。タラップが外されたら降りられなくなってしまう。ハジメは迷った。

「……あっ、ハジメ！」

　しかし入り口のところで立ち尽つくすハジメに、政直はすぐに気付いて名前を叫んだ。

（ええい、ままよ……！）

　ハジメはまだ封ふう鎖さされないタラップを横目で見ながら、先手必勝とばかりに頭を下げて代わりに買ったハンカチーフを差し出した。

「ごめんなさい！　僕、お借りしたもの無くしちゃって、代わりになりませんけど、ひとまずこれをお詫びに……！」

　しかし政直は怒おこるでもなく、逆に目を丸くして言った。

「あらら。途と中ちゆうでバレるかと思ったのに」

「え？」

　思っていたのと違う返答に疑問に思ったハジメが顔を上げた先、政直の胸むな元もとに信じられないものを見つけた。

「え……、それ……」

　先ほどまでハジメが必死に捜さがしていた、青のハンカチーフ。政直はハジメの視線にぺろっと舌を出して言った。

「ごめん、ハジメ。オレ、政親の味方なんだ」

　政親の味方？　それは、どういうことか。

　ハジメがその言葉の意味を考えようとしたのと同時に、ずんっと両りよう肩かたが重くなる。

「わっ!?」

　誰だれかの手がハジメの肩を、強く後ろに引いた。

　予想外のことによろめいたハジメは、受け止めてくれた人の胸に背中をつけ、硬こう直ちよくする。背後の人の気配に、覚えがあったからだ。

「……ま」

　政親さん、と呼ぼうとしたが、舌が震えてうまく回らない。

「……どこにいたの」

　背後から耳元に流し込まれたのは地を這はうような声だった。そこから隠かくし切れない政親の怒いかりを感じて、ハジメの声は更さらに震えた。

　見たことがないくらい、政親が怒っている。膝ひざから下が震え、腰こしが抜ぬけそうに怖こわかった。ライオンに睨にらまれた獲え物ものはこんな気持ちだろうか。いっそひと思いに息の根を止めてほしい。

「っ！」

　逃にげたってどうしようもないことは、ハジメだって分かっていた。しかしその場で断罪の時を待つことは出来なくて、思わず駆けだす。

「待って、ハジメ！」

　廊下をまっすぐに走り出したところで、唯ゆい一いつの出口に自分が背を向けていることに気付いた。それでも政親の怒りが恐おそろしくて、ハジメは廊下を駆ける。

　大きな船体に相応ふさわしく長い廊下だった。その先には、見学させてもらったロイヤルスイートの大きな扉とびらが見えてくる。

「うわっ」

　その扉がいきなり開いたので、ハジメはそれにぶつかりそうになって廊ろう下かに転がった。

「やだ、大だい丈じよう夫ぶですか？　けがは？」

　ハジメは身を起こそうとして、その扉から出てきた真しん紅くのドレスの人を見て心臓が止まりそうになる。

（ホクロの……女の人。どうして）

　先日政親の部屋に入って行った美女だ。ハジメは動けず、そのまま固まった。

（……だめだ、呆ほうけてる場合じゃない）

　はっとなった時には遅おそかった。追いかけてきた政親が大きな手でハジメを捕とらえて歩き出す。

「つかまえた。……行くよ」

「ま、まさちかさ……、今日は僕、参加しな……」

　抵てい抗こうするように足を止めるが、政親に振り向きざま、強く腕うでを引かれてつんのめった。

　視界に、政親の顔がアップになる。

「うわっ」

　久々に見た政親は、ハジメの鼓動を速めるには十分なほどに美しく、また服装はいつものコックコートではなかった。

　政親は飴あめ色いろの革かわ靴ぐつに白いパンツ、グレーのシャツに白黒のチドリ柄がらのジャケットを合わせている。襟えり足あしにかかる後ろ髪がみも、今日はくくらずそのままにしてあるが、それがだらしなくなく、凜り々りしさを感じさせるのはイケメンに許された特権だろうか。

　ハジメは自分の状じよう況きようも忘れ、大好きな政親の顔をしげしげと眺ながめた。

（すっごいカッコいいなぁ……）

　失しつ恋れんしてからここ数日お預けだったのだ。恋こいをする前は、こんな贅ぜい沢たくに日々恵めぐまれていたなんて、勿もつ体たいないことをしたなと思った。

　政親はそのまま無言でハジメの手を引いた。政親に見み惚とれていたハジメが、自分がホールにひきずりこまれたことに気付いた時には、出口はぴっちりと閉められてしまっていた。




　すでにパーティは始まっていて、ハジメが逃げ回っている間にも自己紹しよう介かいが済んでいたようだ。先日通されたホールをぐるりと見下ろすように設置されている二階席の一角に、ぽつんと一席のテーブルが用意されていた。

　政親はそこにハジメを連れていく。対面に向かい合ったイスに、ハジメは座らされた。傍かたわらに待機していた黒名の妻の直子がコース料理の給きゆう仕じを始める。

「さて。質問です」

　政親が反対側の席に座って言った。優ゆう雅がに組んだ長い脚あしを思わずハジメは見てしまう。

「この三日間、ずっと実家にいたの？　何で？」

　政親のグレーの目が、すっと眇すがめられる。ハジメはぴっと背筋を伸のばして言葉を探した。しかし政親はそのヒマも与あたえず、まくしたてるように続ける。

「オレ、朝には好きなもの用意しておくって言ったよね？　携けい帯たいを何度鳴らしてもずっと圏けん外がいで繫つながらないし、どれだけ心配したと思ってるの」

　ハジメはごめんなさい、と肩を縮こまらせて謝るが、途中でおかしいことに気が付いた。

　まるで思春期の娘むすめを心配する父のような政親の発言だが、ハジメは娘ではないのだ。報告の義務はないのではないか。何故なぜ、今ハジメは怒られているのだろう。

　そうっと顔を上げると、政親は思っていたよりも穏おだやかな顔をしている。目元にいつもはないクマを見つけて、ハジメは驚おどろいた。眠ねむれないほど、心配をかけてしまったのだろうか。

「あの、携帯電話は壊こわれちゃって」

　おそるおそるポケットから、新しい携帯を取り出して見せる。政親は驚いたようにそれを受け取った。

「前のはどうして壊れたの」

　先ほどよりもマイルドな声こわ音ねになっていることを感じて、ハジメは会社倒とう産さんから携帯の破損、実家に帰省するまでの一部始終を説明した。

「それは……大変だったね」

　政親が組んでいた足を解いて言った。それだけで威い圧あつ感かんがなくなり、ハジメはほっとする。

　説明の中で、政親が女性をマンションに入れていたのを見てしまったことは省いたけれど、それでもじゅうぶん納なつ得とくできたらしい。政親は「怒ってごめんね」と謝ってくれた。

　そうして、少しお互たがいに無言になって、同時に口を開く。

「あの」

「あのさ」

　声が重なってしまったのでハジメは自分の口を押さえた。政親も目を丸くしている。

「先にどうぞ」

「そっちこそ」

　再び気まずい沈ちん黙もくが流れる。二人の静せい寂じやくの中に、階下のホールでパーティが盛り上がっているのが聞こえた。

「……政親さん、好きな人がいるって、おっしゃってましたけど」

　ハジメはおずおずと切り出した。それに対して政親がハジメにずいっと身を乗り出した。

「興味ある？」

　間かん髪はつ容いれずに聞かれ、ハジメは押し黙だまった。政親の言った好きな人、とは十中八九、あの日マンションに入って行った彼女のことだろう。

　ハジメは落ち込みつつ、政親の問いに対して首を振ふった。聞きたい気持ちはあったが、それと同じくらい好きな人が片思いする相手の話を聞きたがるなんて、マゾのすることだと思う気持ちもあった。その二つの気持ちは複雑すぎて簡単に軍配が上がらない。

　ハジメが何か言うのをしばらく待っていたらしい政親は、口を引き結んでしまったハジメを見て、軽く息をついた。

「そう。じゃあオレからね。ハジメの好みって、どんな人？」

「え……？」

　今いま更さらな問いに、ハジメは戸と惑まどった。そもそもハジメが恋れん愛あいに疎うといことを知っているのに、そんなことを聞く政親の意図が分からなかった。政親のグレーの目が、ハジメをじっと見ている。

　ただ黙ってしまったハジメに、口を開いたのは政親の方が先だった。

「……オレね、最近気づいたんだけど、可愛かわいい人が好みだったみたい」

　ハジメは肩を跳はねさせた。すぐに聞きたくない、と思う。しかし子どものように耳を塞ふさぐわけにもいかず、運ばれてきたコース料理をハジメは口に入れて、ただ政親が滔とう々とうと喋しやべりつづけるのを耐たえ忍しのんだ。

「……その話、僕、聞かないといけませんか」

　涙なみだ目めで首を振りながら言うと、政親は両手で顔を覆おおって深いため息をついてから、胡う乱ろんな目でハジメを見た。

「誰だれのことだと思ってんの」

「だってッ！」

　政親はふぅ、と息をついてから直子に「先にデザート持ってきて」と声を掛かけた。

　ちょうどそのタイミングで、会場の照明が落ちる。プロジェクションマッピングの投とう影えいが始まった。

（……いったい政親さんはどうしたいの）

　ハジメは暗い会場内で、満天の星と一体化しながらモヤモヤとした心地ここちでいた。

「デザートでございます」

　プロジェクションマッピングの最後の映像が消えるとともに、ハジメの目の前に白いボールの載のった皿が置かれた。

（なにこれ）

　戸惑いはそのまま顔に現れていたらしい。答えを求めるように政親を見ると、政親はあの高級な洋よう猫ねこみたいな笑えみを浮うかべて「どうぞ」とだけ言った。

（どうぞ、って。どうやって食べるの）

　戸惑うハジメに、直子が「失礼」と声を掛ける。手には小さな鍋なべ、ミルクパンを持っていた。

（え、え、うわぁ……うわぁ……！）

　ハジメの皿にそれが傾かたむけられると、中からバニラの香かおりのするソースが白いボールにかけられる。するとそのボールはするすると溶とけて行った。

（丸いのこれ、ホワイトチョコなんだ……！）

「中も、食べてみてよ。オレの好きな人が、寒い中を美味おいしそうに食べてたやつをイメージしたんだ」

　一体なんだ。ハジメは溶けた丸いボールの中から現れたチョコレートケーキの既き視し感かんに息を吞のむ。

（これ、って）

　チョココーティングされたそのケーキは、上面にチョコクランチがまぶされていた。少し蕩とろけた本体をフォークで崩くずすと、中からはバニラアイスが現れた。

（え、どういうこと。好きな人が食べてた、って？）

　これはまるであの日二人で食べた百二十円のアイスだ。もちろん安っぽい見た目というわけではない。中にはキャラメルが絡からんだバナナが入っていたりして、ちゃんと美味しいケーキになっている。

　ハジメは混乱をきたしていた。政親が言ったことと、やっていることが一いつ致ちしない。政親は、あの部屋に入れたホクロの女性が好きなのではないのか。

　混乱するハジメの視線の端はしで、階下で説明をする政直の横に女性が立ったことに気が付く。

「あ……」

　その女性のドレス、真しん紅くのそれの強きよう烈れつな色にハジメは固まった。政親もハジメの様子が変だと気付いたのか、一いつ緒しよにそれを見る。

「あの人……あの人、政親さんの部屋に入って行った人」

　そう言うと、政親がすごい勢いでハジメの方に首を向けた。

「何で知ってるの!?」

　その驚きは、政親にとって知られたくないことをハジメが知っていると思ったように見えて、ハジメは心底悲しくなった。隠かくされたって、知っているのに。

　泣く気は無かったのに、ぶわっと涙が浮かんでしまう。

「……知ってますよ……政親さんが誰を好きかってことくらい」

　ハジメの涙に、「どういうこと？」と、政親が戸惑ったように言った。

「……あれ、政直の嫁よめなんだけど」

「え」

　ハジメは再び固まった。政親は少し困ったように眉まゆを下げて言った。

「彼女はショコラティエで、今回のケーキのこの丸いボール作るのを手伝ってもらったんだよ」

　ハジメは、イスから崩れ落ちるような感覚に見み舞まわれる。

「ハジメっ!?」

　賑にぎやかだったＢＧＭも、ちょうど切れ目なのか会場は静寂に包まれていた。ハジメは自分の心臓の音が政親に聞こえてしまったらどうしようと、そればかり思った。

「……オレさ、前の恋こいでちゃんと告白できなかったの。後こう悔かいしてるんだ」

　政親は、その場に膝ひざをつく。控ひかえていた直子は、気付いたときには姿を消していた。

「だから今回は結果がどうなったとしても、絶対に言いたかった……オレを選んでください」

　王子様然とした政親の口から出た懇こん願がんの言葉に、ハジメは硬こう直ちよくする。色んなものが唐とう突とつに理解できたような気がするが、慌あわてて組んだパズルのピースのようで一部が行動と嚙かみ合わない。

「……は、はい」

　絞しぼりだすような声だったが、静寂の会場内では十分だった。政親の長い腕うでがハジメを搦からめ捕とった。

「ハジメっ！」

　わっと拍はく手しゆが起きた。階下では、結果発表が始まったようで、その音らしい。

　その集団の中、口元にホクロのある美女が、政直にそっと耳打ちするように話しかけているのを見て、ハジメは政親の腕の中でそのまま脱だつ力りよくした。

「行くよ。……二人っきりになりたい」

　政親が忙せわしなく手を引いたので、ハジメは雲の上を歩くような心地ここちでついていくことになったのだった。




　背後で大きな扉とびらが閉まる。

　それは先ほどぶつかりかけたロイヤルスイートの扉だったが、まさかこんな形で再会することになるとはなぁと、ハジメが現実離ばなれした感心をしきっているところに、後ろからすごい力で抱だきしめられる。

「ハジメ……ハジメ…ッ！」

　首元に落とされたのは荒あらい息だった。ハジメを求めて、政親が唸うなっている。搔かき抱いだくようにして、政親の腕はハジメを閉じ込めていた。　>>>♥

　抱き返したいとハジメは思ったが、この体勢では後ろにいる政親に触ふれることができない。せめて、と自分の胸の前にある政親の腕にそっと触れる。

「っ!!」

　びくっと政親の腕が跳ねた。

　ハジメもその反応は想像していなかったので、同じようにして驚おどろく。

「……あの、政親、さん？」

「……ま、ずい……」

　数秒ののち、政親はそう呟つぶやいてから深呼吸をした。肩かた口ぐちでその呼吸を感じるとくすぐったいなと思った。

　ハジメはちらっとベッドを見た。二台並んだそれは、片方だけでも十分に大きい。

　おっきいな。でも二人で寝ねるんだもんな。

　そう思って、顔を赤らめる。

　ふいに、手が強く引かれた。気が付かないうちに、政親が先に部屋に入り、ベッドの上にハジメをエスコートする。

　このベッド、政親の家のと同じだ。

　ふんわりした感かん触しよくを背中に感じているうちに、ハジメはあることに気付いた。

「政親さん……？」

　十数分前に両りよう想おもいになったはずの恋人が、ベッドに腰こしかけ、この上なく辛つらそうな顔をしていることに。

　声を掛けると、政親はバネではじかれるように立ち上がって入ってきた扉の横、浴室に繫つながる白い引き戸を開けた。

「……三分間だけ待つよ」

　低い声が部屋に響ひびいた。

「ちゃんと考えて。少しでもイヤだと思ったなら、その間に、ここから逃にげて」

　三分後に、この部屋にいたら、……分かるよね？

　大きく息をついた政親が、白い引き戸の向こうに消えた。

　残されたハジメは意味が分からず、その引き戸を見つめて首を傾かしげた。

　三分待つ？　何を？

　疑ぎ問もん符ふばかりが躍おどる脳内で、その言葉の意味を考える。

　しばらくして浴室から聞こえてきた水音に、もしかして政親はシャワーが浴びたかったのだろうか、なんてことを考えた。確かに今日はバタバタしていて汗あせをかいている。政親が出てきたらハジメも交こう替たいで入りたい。

「あれ……？」

　ハジメは、入り口の横の棚たなにタオル類があることに気付いた。普ふ通つうは中にあるはずのものだろうが、スイートルームだからだろうか、空間を贅ぜい沢たくに使うとこうなるのか。

「もしかして、政親さんバスタオルが中にないの知らないんじゃ」

　出るときに困ってしまうじゃないか。そんなことに思い至り、ハジメは一枚その棚からタオルを取って、浴室の扉を遠えん慮りよがちにノックする。

「あの……政親さん。政親さん、たぶんそこにバスタオル、ないんじゃないですか」

　返事を待ったが、中からはシャワーの水音しかしない。聞こえていないのだろうか。

　そっと引き戸に触れると施せ錠じようされていなかったのか、大した力も入れていないのにそこは静かに開いた。

「……政親さん？」

　ハジメは異変に気が付く。引き戸の間から、漏もれてきたのが湯気ではなく、ひんやりとした冷気だったからだ。十二月の浴室で、冷れい房ぼうを使うはずもない。普通に熱湯のシャワーを浴びていてこんな冷気は出ない。

　焦あせって飛び込んだ先で、ハジメは悲鳴を上げた。

「何をしているんです、政親さんっ!?　それっ、水ですよねっ!?」

　政親は広いバスタブの中で、シャワーを背中に受けるようにして腰こしを下ろしていた。服は着たまま俯うつむいているので表情までは見えないが、浴室がぞっとするほど寒いことから、シャワーヘッドから出ているのが冷水であることは明らかだった。

　ハジメは濡ぬれるのも構わずバスタブに入り、とびつくようにしてシャワーコックを捻ひねって温水に切り替かえた。

　凍こおるように冷たくなっている政親の背中が、その温度を感じたのかびくっと跳はねた。俯いていた政親がくってかかる。

「何してるのハジメっ！」

　鋭するどい声だった。しかしハジメも負けじと叫さけびかえす。

「それはこっちのセリフです！　死にたいんですかっ！」

「このくらいで死ぬ訳ないだろ！　我が慢まんも限界なの。ふんわりした恋れん愛あいに憧あこがれるのもいい加減にして！」

　ハジメはがつん、と頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「……どういう、意味です？」

　シャワーの温水は、ハジメの足にも掛かかっている。冷たい思いをしてまで止めたシャワーコックに政親が再び手を伸のばしていることに気付いて、慌ててそれにとびついた。

「何をしてるんですっ!?」

「ハジメこそ何をしてるんだよ！　時間はあげただろ!?」

「だからっ！　それが分からないって言ってるんです！　何の時間だったんですか、あれっ!?」

　降り注ぐ温水の中を、二人でもみ合うようにして暴れる。

　しかし上背のある政親に負けまいとしたハジメが足を滑すべらせて転びそうになった。政親がそれを抱き留とめてくれる。

　意図せず抱き合う形になった二人だったが、政親がずるりと下にしゃがみこんだので、ハジメも一いつ緒しよに腰を落とした。政親の腕うでの中で温かい水を浴びる。

「……いなかったら、追いかけちゃうかもしれない……」

　ぽつりと政親は言った。

「ハジメが、ただ恋に憧れていたのは、分かってるんだ。初めて告白したオレの勢いに流されてくれることも知ってる。……そこに、つけこんじゃ、ダメなんだ」

　温水の温度が少し上がったような気がした。シャワーコックに触れてはいないから、たぶん気のせいだと思われたが、ハジメは政親が震ふるえるのを肌はだで感じて少しでも熱を分けようとぎゅっと抱き返した。

　政親の腕にも力がこもる。しかし、その力の強さとは裏腹に、政親の震える声はどんどん弱くなっていった。

「あんな追い掛け回して、いきなり告白してすぐここに連れてくるなんて……ハジメが、ちゃんと分かってるはずがない」

　嗚お咽えつをこらえるように、政親の声が途と切ぎれる。お互たがいに、お互いの腕の中にいるのに。どうしてこんなにも遠くにいるような心地ここちになるのだろう。

「……だから、待つって言った。三分待って、ここを出たとき、オレは諦あきらめられずにハジメを追いかけちゃうかもしれない。そのとき身体からだがあったまっていたら、捕つかまえてしまうかもしれないでしょ」

　ハジメは目を見開いた。政親はまくしたてる。

「たぶん、そうしたらどんなに抵てい抗こうされたって、離はなせない。引きずり戻もどして、奪うばうだけ奪って……それで」

　政親は「だめだ」と唸って首を振ふる。

「つけこんじゃだめだ。そんな……そんな形で手に入れたいんじゃない。だって、好きだ。好きなんだ」

　どうして、と政親が喉のどの奥で声を詰つまらせた。もう脈みやく絡らくはない。

「それで、冷たいシャワーを浴びてたんですか？」

　待っている三分の間、逃げていくハジメを自分が捕まえることができないように。ハジメの意思を押し流した状態で、無む理り強じいすることのないように。すべてを察して、ハジメは呟つぶやいた。

「政親さん、ばかだなぁ……」

　政親の腕の力は、すがりつくように強くなる。

「分かってるよ、自分が馬ば鹿かで面めん倒どうくさい性格なのは十分に！　みんながそれで心配してることもね！」

　政親は声を荒あらげてから、はっとなったように首を振った。怒ど鳴なってごめん、弱々しい言葉にハジメは何と言ったらいいか分からない。

「ハジメには、やっぱり三分の意味が、伝わらなかったんだね」

　今から三分待つから、とつぶやき政親がもう一度シャワーコックを温水から冷水へと捻ろうとする。

　それを先に捻って、お湯を止めたのはハジメだった。

　ぴちょん、と一ひと粒つぶの水すい滴てきが床ゆかに落ちたっきり、浴室は静せい寂じやくに包まれる。

「……待つ必要は、ありません」

　政親の目が丸くなる。そのグレーに浮うかぶ戸と惑まどいに、ハジメは行動で示してみせた。

「これで、意味伝わります？」

　そういって、唇くちびるにキスを落としてみせた。

　いつぞやとは逆のふいうちだった。政親はそのキスに、目を更さらに大きく開けたが、意味を察した瞬しゆん間かん、猛もう然ぜんとハジメの頰ほおを押さえてかぶりついた。

「ねぇ、ねぇ、ハジメ。好きって言って。ちゃんと言って」

　キスの合間に政親がねだる。

「オレ、好きな人に、好きって言われたことないんだ……」

　ハジメの胸の中に、甘い気持ちがじわりと広がっていく。政親の声は掠かすれていて、少し涙なみだ声ごえのようだった。

　キスをしながらハジメも答えるが、そのたった二文字を口にしようとしたのに、当の政親に塞ふさがれ舌を吸われてろくに言葉にならない。

　けれど、身の内でまさに今燦さん然ぜんと輝かがやくその恋こいの火に炙あぶられて、先のことを考える余よ裕ゆうはハジメにはなかった。ただ政親の腕の中でぎゅうぎゅうに押しつぶされて、心地ここち良よさを感じることが、全すべてだった。
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　すっかり照明が落とされた室内に、子こ猫ねこが鳴くような声が響ひびいていた。それは時折細く甲かん高だかく震えて、泣きだしそうでもあった。

「い、ぁ……っ」

　泣き声の主は、キングサイズのベッドの上で、絡からみつく腕から何とか逃のがれようと身を捩よじっていた。

「っ！……っ！」

　震えて息を細く詰めて、襲おそい掛かってくる波に耐たえる。大きな波が、ひとつようやく過ぎそうだ。はふはふと息を吐ついた。

　ようやく手が自分の意思で動かせることに気付き、自分を拘こう束そくした男の腕を外そうと、ハジメは手を伸ばした。しかしその手は軽く払はらわれる。

「こら、だめだよ。まだこっちでイッてないでしょ」

　無む慈じ悲ひにも縋すがる思いで伸ばした手を払った男は、そう言ってハジメの後ろに埋うめた指を罰ばつするようにぐちゅっと動かした。

「やぁぁっ！」

　前予告の無い衝撃に、目の前で星が舞まう。すでに体内に潜もぐり込んでいる指が、すっかり蕩とろけて敏びん感かんになっている内部を抉えぐったせいだ。しかも、一度だけではない。二度、三度と触ふれられるたび、シーツから背をしならせても逃せない快楽が全身に行き渡わたり、少しずつ思考にもやが掛かっていく。

「ぁっ、ぁっ」

「ほら、ハジメ。イッて」

　そう低い声が耳元に流し込まれた。条件反射のようにハジメはシーツから背を浮かせる。

　政親はハジメを抱だきこむようにして、前と後ろに指を絡ませていた。三本も含ふくまされた後ろは既すでに十分に緩ゆるめられているが、政親はハジメがイク方が優先だと前を擦こすり上げるようにして追い詰める。

　ハジメは自分を苛さいなむ男の肩かた口ぐちに頭を預け、もう何度目か分からない絶頂をその腕の中で迎むかえる。

　ぱたた、とシーツを汚よごす音がした。

「ひぅ……」

「……イイ子だね」

　ハジメは息をするのが精いっぱいで、もう言葉を返す気力すら残っていなかった。涙で滲にじむ視界でぼんやりと考える。

　結局浴室で服を脱ぬぎ、もつれこむようにして二人でベッドに入ったところまでは良かったのだ。余裕がないのか必死にキスをしてくる政親が、可愛かわいいとさえ思えた。

　しかし、そのあと後ろに触れた政親は、本当に苦しそうにしているハジメを見て、「ひとりで後ろシたことないの？」と驚おどろいた。

　ハジメからしてみれば恋を自覚した途と端たんに誤解とはいえ失しつ恋れんして、そのあと泣き暮らしていたのだ。どうやって一人で妄もう想そうに耽ふけることができるのか。恨うらみがましく思いながらも、そういう意図で触れたことはないと白状すると、それまで慈愛に満ちていた政親の表情が一変した。

「……はじめて……ほんとうに、なんの、経験も、ない」

　そう呟いた政親は、「うっ」と言って下を向いた。ふーっ、ふーっと荒い息が聞こえるので、ハジメは体調でも悪くなったのかと心配して手を伸のばした。

「安心して」

　その伸ばした手は、わし摑づかみにされた。俯うつむいたままだった政親が顔を上げると、そこにはさっきまでの慈愛の表情はどこへやら、完全に情欲に吞のまれた雄おすの目が光っていた。

　政親が、いつもよりも低い声で囁ささやくように、

「……もう二度と誰だれともしなくていいって思うくらい気持ち良くしてあげる」

　そう言って、覆おおいかぶさってきたのだ。

　ハジメはぼんやり思い出して息をつく。

　最初のうちは本当に気持ち良かった。自分以外に愛あい撫ぶされる経験に身も世も無く悶もだえまくった。

「好き。好き。ハジメかわいい」

　耳元に囁かれる言葉は、それだけで溶とけるようで、ハジメも何とか返そうと必死に政親に「好き」とうわごとのように繰くり返した。

「ハジメって、最高……」

　そう政親が喜んでくれているのでハジメも浅く息をしながら良かった、と内心でほっとした。

　しかし、何度目かの絶頂を迎えた後、政親自身はちっとも触れられないのでおかしいなと思ったのだ。

「ま、政親さん、……それ、大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　だんだん違い和わ感かんをおぼえてきて、怯おびえるようにハジメは口を開いた。

　しかし、それはほとんど意味をなさなかった。政親が乗り上げるようにしてハジメの前を縛いましめたせいだ。

「や、いやっ」

「……いやいやしないのハジメ。気持ち良かったら素す直なおにイッていいんだよ」

　そう耳元から流し込まれた声は、麻ま薬やくのようで、喘あえぎ声も涙も何もかも零こぼしてハジメはシーツを汚した。

「っ……っ……」

　前からはほとんど何も出なかった。それほどまでにハジメはイキすぎて、肌はだが敏感になってしまい、触れるシーツにさえ感じてしまう。

　もうやだ。掠れた声で囁くと、政親がようやく後ろから指を抜ぬいてくれた。

　全身に入っていた力がようやく抜け、ハジメは全身をシーツに預けてぐったりしていた。

「あ……ぁ」

　脱だつ力りよくしきったハジメの足の間に、政親が温めたローションを静かに足していく。丹たん念ねんな動きでぬりこめられたそれは、終わると熱いものがぐぐと中に入ってくるのを手助けする。

「ん、ふ……ん」

　ハジメは息を吐いて、政親が収まるのを静かに待った。この狂くるいそうなほどの甘い責め苦の終わりがもうそこに見えているなら、もう少しだけ辛しん抱ぼうしようと思ったのだ。先ほどあれだけ迎えた絶頂のせいか、挿そう入にゆうはそれほどの苦痛を伴ともなわなかった。

　しかし、政親が根本まで全てを押し込んでハジメを抱だきしめた時、それは起こった。

「んっ？……んぁっ？」

　政親を飲み込んでいるところから、ざわざわとさざめきが起きる。むずがゆいような、しびれるようなそんな微び細さいな感覚だった。けれど、その理由が分からず、ハジメは腰こしをゆすって、政親に何か変だからいったん抜いてくれるようねだった。

「ね、お願いします政親さん……気持ち良すぎて、こわい、よぅ」

　まわらない舌で必死に懇こん願がんし、すがるように政親の手に触れた。政親はそれにキスをひとつ落としてから、一言呟つぶやいた。

「そうだね、きっとつらいよね……分かってる」

　ただ、ずるる、とその長大なものをねだられた通りに引き抜き、あと少しで全てが抜けるところまで来て、突とつ如じよ腰を振ふって刺さし貫つらぬくように、それを埋め戻もどした。

　どちゅっ、という音にハジメは目を見開いて悲鳴を上げる。
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　いきなり腹の中がいっぱいになる衝しよう撃げきに、政親にしがみついた。怖こわかったのもある。しかしそれ以上にしがみついたのは、最さい奥おうを容よう赦しやなくえぐってくる政親の動きを制限するためだった。

「政親さっ、待っあぁっ、あぁっ、んぁっ」

「ごめ、ん。ちょっと、待つのは、無理かな、ぁっ」

　しかし政親はハジメの懇願をしれっとした顔で無視して腰を振り続ける。足を開き、身体からだの中央で政親を受け入れているハジメにはそれを止める手立てがない。何度も奥をつつかれ、さらに先を開けとねだられる。

「やだぁ、やだぁ……！」

　せめてもの抵てい抗こうにと隘あい路ろを引き絞しぼってみるが、敏感になった内部が政親の太い笠かさの部分でごりごり削けずられるようになるばかりだった。ハジメはその気も狂うような快楽に、空気を求めてぱくぱく喘ぐ。

「やぁ、ぁ……んっ」

　政親が喘ぎ声を上げる唇くちびるをそのまま食べてしまった。腰の動きは止めず、快楽から逃のがれたいと呻うめくハジメの声も息もすべて政親の身体の下だ。

「～っ！　～っ！」

　政親は両手でハジメの手首をシーツに押し付け、自分のリズムで腰を打ち付ける。食べるように奪うばったキスはハジメの息も悲鳴も全すべて飲み込んでいて、開いた足がいやらしい水音に合わせて力なく揺ゆれていた。

「んんっ、ん……ッ！」

「あ、もう、まず、いっ！」

　絶頂は、同時だった。政親が激しく振っていた腰を止め、奥の奥までぐぐーっと差し込む。ハジメは押し上げられる自分の中で熱い飛沫しぶきを感じて、目の前が真っ白になった。政親のキスから逃れようと首を振るが、体重をかけてがっちりとホールドされているので大人しく受け止めることしかできず、音さえも遠くなっていく。

「っ!!」

　体内で熱が射込まれる感覚だけが、ハジメの感じた全てだった。そこを起点にすさまじい勢いで波が襲おそい、何もかもを分からなくさせた。

　ようやく、政親がハジメの唇を解放する。

　大きく息をついてから、ハジメはまだ自分の身体の上に居座ったままの政親にうらめしげに言った。

「……ゴム、つけてないんですか」

　政親は微び動どうだにしなかった。政親さん、とハジメに呼ばれても荒あらい息を吐はくばかりだ。

「政親さん……僕、ちょっと疲つかれたので、一度放してもらっていいですか……」

「ごめん」

　無言でいた政親が、ようやく謝る。

「いいんです。僕も……気持ち良かったし、ん。ん？」　>>>♥

　政親の手がさわさわとハジメの身体を愛撫するように触ふれる。濡ぬれた後ろを、またぐぐと拡ひろげるように政親のそれが大きくなっていることに気付き、ハジメは慌あわてた。

「政親さっ……！」

「ごめん、ゴムは次抜く時にちゃんとつけるからね」

　そう言うなり、政親は腕わん力りよくをもって貫いたままのハジメを抱き上げ自分の膝ひざに乗せた。

「いぁ!?」

　かなり強ごう引いんな動きだったが、政親の腕力と高級ベッドの高性能スプリングのせいでハジメは一いつ瞬しゆん跳はねあがり、バウンドして相手の膝に腰を落とした。

「ひぃっ……！」

　体位が変わり、自重で飲み込んだそれは先ほどよりも深く、ハジメをこじ開けていて、息が止まる。何かにすがりたいのに、政親は笑えみを浮うかべてベッドマットに寝ね転ころんでしまい抱き付かせてくれない。

「……そこから自分で抜いてみる？」

（なに、言って……）

　そうしたら、これがつけられるんじゃない。

　ベッドサイドに手を伸のばした政親が手のひらに小さなビニールパックを見せてくれる。

（抜けば、いいの……？）

　快楽に煮にえた頭では、単純なことしか理解できない。政親の言うことを実行するために、ハジメはびりびりと走る快楽に震ふるえる身体を何とか起こして、砕くだけそうになる膝を必死につっぱり、立ち上がろうとする。

「うぁ、ハジメ超ちようエロい……」

　政親の胸の上にハジメは手をつき、何とか数センチ身体を持ち上げることに成功した。政親はご機き嫌げんにハジメの頰ほおを撫なでた。

「よく頑がん張ばったね」

　褒ほめられるのは何だって嬉うれしい。ハジメは政親につられて笑顔を作った。

「いいこ。頑張ってるハジメはいいこ。……手、つなご？」

　油断をしていたのだ。少しでも抜ければ、あとは体重を移動させて惰だ性せいで抜けるはずだと。

　安心したら恋こい人びとからのおねだりにきゅんとなって、叶かなえてあげたいと思ったのだ。差し出されたのが両手だったので、そのまま同じように重ねた。ぎゅっと指と指を絡からめて握にぎり合う。お互たがいの体温にほっとして息をついたのだった。

　──まさか政親が下から突つき上げるとも知らずに。

「ぅぁぁぁあっ!!」

　ハジメは手をつっぱって耐たえようとしたが、その手を政親に取られていることに気付く。耐え切れず、ほんの数センチ上がった身体はまた政親の上に座り込むはめになってしまう。

　信じられないほど身体の奥を、政親が抉えぐる。同時に強制的に迎むかえさせられた絶頂が怖くてハジメは泣きだしてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今日はまだ、そこにはいかないから」

　政親はハジメの手を握ったまま、優やさしく言った。

「初めてだもんね」

　とろけそうな声に、思わず頷うなずく。

「けど、いずれは全部もらう」

　ひくっと背が震えた。優しくされたキスの合間に合った目には、獣けもののような炎ほのおがゆらめいていた。ハジメは、ゴムをベッドサイドにぽいっと投げる恋人を見て、彼が抜ぬくつもりが一いつ切さいないのだということを、ひそかに察して、快楽を少しでも逃にがすように熱い息を吐いた。
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　どこかで電子音が聞こえる。

　聞き慣れない音にハジメの意識がぼんやりと浮かび上がった。

　規則的に続くこの音は、携けい帯たい電でん話わの着信音だろうか。

（もしかして、僕の新しいやつかな）

　そう思ったが、まだ眠ねむりの中にいる身体は、どこも動かなかった。

　ベッドがぎしりと揺れる。

　それまでハジメの背中を温かく包んでいた温度が離れていった。それと同時に電子音が止まった。

（政親さんの方の電話だったのかな……？）

「はい……」

　けだるそうな声だった。明らかに寝ね起おきと分かるその声に、電話の向こうで女性の声がする。

「はい……ええ、ハジメくんの携帯電話で間ま違ちがいないです……まだ、寝ているので、代わりに。急ぎの御ご用件でしょうか」

　政親はそう言いながら、立ち上がったらしい。ベッドがもう一度揺れた。

　話し声が遠くなっていく。どうやらドアの向こうに出て行ってしまったようだ。気配が感じられなくなると、途と端たんにハジメの思考は眠気の膜まくに覆おおわれていってしまう。

　いけない。起きなくちゃ、と思うのだが踏ふん張ったところでずるずると意識は薄うすれて行った。

「……三枚ブロックとか……きっついなぁ……」

　どれくらいの時間が経たったかは分からないが、完全にハジメが寝落ちる前に戻もどってきたらしい政親の疲れたような声が耳に入る。

（ブロック？　バレーボールの……？）

　学校の体育くらいでしかやったことがないけれど、政親はスポーツが好きなのだろうか。そんなことを考えているうちに、また心地ここち良よい体温が側そばに戻ってきて、耳元にキスを落としてきたので、ハジメは今度こそ躊躇ためらいなく眠りの世界に戻って行った。
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　政親がキッチンで泡あわだて器を使っているのを、政直が楽しそうに見ながら言った。

「で、年始休きゆう暇かに入ったらすぐ来いって怒おこられたんだって？」

　その言葉の字じ面づらがあまりにもおかしかったのか、ソファに座ってワインを飲んでいた政直は自分の言葉にもう一度吹ふきだした。

（もう……ほどほどにしてほしい）

　ハジメは政直の横で小さくなってフルーツサンドを口に運んでいた。あまりこのことで政親をからかってほしくないが、止めると火に油を注ぐことになりかねない。賢けん明めいにもそう判断して、傍ぼう観かんを決めたハジメは、もう一口サンドイッチを口に含ふくんだ。

「オレも行こうか？　義ぎ弟ていのイトコでーすって。あ、うちのじいさんにハジメを紹しよう介かいする日は決まったの？　もちろん同席するから！」

　政直がそういうと、政親が泡だて器でボウルの中をかきまわすのをやめ、「うるさいよ、ナオ！」と叫さけぶ。それがまたツボに入ったのか、政直は「わはは」と声を上げた。

　壁かべ掛かけテレビからは年末年始のイベントの情報が流れている。

　クリスマスイブから三日しか経っていないが、ハジメには激動の三日間だった。

「でも良かったね、ハジメ。社長が戻ってきて、債さい務む整理が済んだら会社立ち上げ直すんでしょ」

　ハジメは政直のその言葉に頷いた。社長が逃げたと思われた会社は、資し金きん繰ぐりに何とか成功した彼が戻ってきて首の皮一枚で倒とう産さんを免まぬかれた。おかげで社員は全員失業の危機を脱だつすることが出来たのだった。

（しばらくは残業で忙いそがしいだろうけどなぁ……）

　まぁなんとかなるだろう。

　楽観的にそう考えたハジメは、サンドイッチをきれいに食べつくしてから、置いてあった紅茶を口にした。政親は相変わらずキッチンで作業を続けている。泡だてたボウルの中身に粉を振ふり入れてから、じろりと政直を見て言った。

「……オレはナオだけがハジメの実家の電話番号を知っていて、それを黙だまってたことは忘れないからな！」

　ガン！　とボウルの底を政親がキッチン台に当てる。政直はまた大きく口を開けて笑った。

「そんなこといったって、ハジメの実家のお姉さんたちに気に入られようと必死でケーキ作りしてる人に凄すごまれても説得力ないってば！」

　政直はもうそれ以上ひっくり返れないというところまでソファにひっくり返って笑っている。地鳴りのように政親が唸うなった。

「クリスマスの朝に三人のお姉さんから電話が入って『近日中に挨拶に来ないとハジメとの交際は認めない』って言われたオレの気持ちがお前に分かるもんか……！」

（姉さんたちってば……）

　そのやり取りにハジメは笑っていいのかどうしていいのかよく分からない。笑う政直を止める自信は無かったので、政親の方にしようとハジメは立ち上がった。

　政親は、やってきたハジメの顔を見るとすぐに怒るのを止やめ、微笑ほほえみを浮うかべてキッチンに迎え入れてくれる。

　ハジメはソファに寝転がっている政直に見えないようにこっそりと、政親の唇くちびるにキスをした。




　窓の外では、冷たい冬の風が初めて会った日と同じように吹いている。


ＥＮＤ　










あとがき






　塩しお山やまオーロラと申します。お手に取っていただき、ありがとうございます。

　私事ですが、高所恐きよう怖ふ症しようです。三段脚きや立たつの頂上で震ふるえ、バンジージャンプはバの字が見えた段階で踵きびすを返すほどですが、何故なぜか、学生時代に「今なら東京タワーに登れる気がする」と思い立ち、友人を誘さそってタワーの頂上を目指したことがあります。しかも階段を使って。

　六百もある階段を元気に上がり、高度が増した二百五十段あたりで怖こわくなりました。足を止めた私に「どうしたの？」と優やさしく聞いてくれた彼女の手を命いのち綱づなのように握にぎりしめて、「思い出した。私、高いとこ、苦手だった……」友人は驚おどろき、言いました。

「何で登ろうと思ったの!?」

　もう十年近く前のことです。今回の話を執しつ筆ぴつ中、この思い出が何度も頭をよぎりました。

　思い出したんです。

　私、食べ物の描びよう写しやするの、苦手だった……。

　あの日、つっこみを入れてくれた友人に代わり、今回絶句のつっこみをさせてしまった担当様、本当にごめんなさい。（一いつ瞬しゆんの無言のあとの切り返しは鮮あざやかでした）

　東京タワー、いけると思ったんです。攻せめが料理人なのもいけそうな気がしました。

　人間の可能性を最大限信じていると綺き麗れいな言葉で終わりたいところですが、ただ忘れっぽいだけの無む謀ぼうものだということを、ここに書くことで戒いましめにしたいと思います。

　本編に入れられなかったこぼれ話がひとつ。最後にハジメが食べているフルーツサンドは、政親が「ケーキに使えない端は材ざいがあるから」と作ってくれたものです。しかし、浮うかれた彼は端材など目もくれず、一番大きなイチゴを惜おしげもなく使っています。そのことに政直だけは気付いていて、付き合いの長いイトコの豹ひよう変へんっぷりに笑いが殺せなくなった、という感じです。

　政親は、きっと後日挨あい拶さつに伺うかがったハジメの実家でも、お姉さんズにあれこれイジられることでしょう。がんばれ。

　三み尾おじゅん太た先生、素す敵てきな挿さし絵えありがとうございました。担当様、前述の件ふくめ、もろもろ反省しています。販はん売ばいに携たずさわって下さる皆みな様さま。お力ちから添ぞえ、ありがとうございます。

　いつもたくさんの方に支えられて本が出来上がっていくので、多方面に頭が上がりません。手に取って下さった読者様にも最大限の感謝を表して、ご挨拶を締しめさせていただきます。

　そうだ。このごろ、ある場所に行けるんじゃないかという気分が盛り上がってきて、同行者を募つのっています。でも、何故か友人の視線が冷ややかです。

　今なら行けると思うんだよなぁ、スカイツリー。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。


塩山オーロラ
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　眠りが浅いときに、誰かの寝息が近くで聞こえる。それがこんなにも安心するのだと、この歳になって初めて知った。




　　　　◆




　突然浮き上がるようにして、意識が眠りから覚醒に向かう。目を閉じたまま、ハジメは小さく身動ぎをした。

　すぐ近くにある体温にぴったりくっついて眠っていたので、眠気にまどろんだ思考ではどこまでが自分の身体か分からない。

（何時だろ……）

　ほんの少しだけ頭を持ち上げて、壁に掛かっているはずの時計を見た。

　視界は薄暗い。時計の針も見えないほど、まだ夜も深い時間だった。何故こんな時間に起きてしまったのかを、ぼんやりと考える。

（……トイレ、いきたい、かも）

　ようやくハジメは答えに思い当たって、のろのろと身を起こした。

　途端に冷気が身を襲ってきて、目が覚める。ハジメは身をすくめながら、この冷気が政親に行かないよう、慎重に布団から抜け出してトイレに向かった。

（普段はこんなことないのになぁ）

　モコモコの防寒着を羽織ったものの、暖房を切った室内はひんやり冷えている。靴下までは履いていないので、スリッパの中の爪先はみるみる体温を奪われて行った。先ほどまで、政親の腕の中でぬくぬく眠っていたので落差がひどい。いつもならば朝まで目は覚めないのに。起きてしまった自分が恨めしかった。

（飲みすぎちゃったせいかな……）

　心当たりは夕飯の後の甘口デザートワインだ。良いものが手に入ったからと勧められて、その口当たりの良さに浮かれてついついお代わりしてしまった。おつまみの政親特製ショコラも美味しくて、金曜の夜の無敵感もあいまって盛り上がったテンションは、そのままソファで一回致してしまったくらい、振り切れていた。

（あ、思い出した。そのあと、お水一気飲みしたんだ）

　二人でじゃれ合うようにシャワーを浴びたあと、グラスで渡されたお水がよく冷えていて、火照った身体には心地良く染みた。たしかに起きる覚えがあるほど、水分をたくさん摂っている。

（はやく戻ろ……）

　足早にトイレを済ませたハジメは、冷えたリビングを横切って急いで寝室に戻る。

　できるだけ静かに扉を開いて、その隙間から滑り込むようにしてベッドサイドまで歩み寄った。

　そしてふとあることに気が付く。

（えー……、これ……どうしよう）

　ベッドサイドでハジメは困惑した。

（政親さんを起こさないようにするためには……どこで、寝たらいいんだろう）

　先ほどまでハジメが収まっていたのは、政親の腕の中だ。抜け出た時に、政親の手はシーツに落ちてしまった。そこへ同じように潜り込むために持ち上げたら、彼を起こしてしまうだろう。

（それは……申し訳ないから、やだなぁ）

　どうにかしてそれを避け、ハジメも同じベッドで眠ることができる方法はないだろうか。

　ハジメはベッドサイドをウロウロする。

（背中側に行くか、足元に入るか、だなぁ。いや、猫じゃあるまいしさすがに足元はないか）

　そう思い、まだ比較的マシかと思われた背中側に移動しようとする。

「……ハジメ、どこ行くの」

　静かな寝室に、突然政親の声が響き、ハジメは軽く飛び上がりそうになった。驚きの悲鳴を上げないように自分の口を押さえながら振り返ると、政親が薄いグレーの瞳を眠たそうにしばたかせながらこちらをまっすぐ見ている。

「……ぜんぜん戻ってこないし……戻ってきたらウロウロしてるし……どうしたの。はやく寝ようよ。ほら」

　そう言って、ハジメに向けて政親が掛け布団の端を持ち上げてくれる。良かった。防寒着をベッドサイドに置いて、ハジメは飛び込む勢いでそこに身を滑らせた。

「うわ。すごい冷えてる。どうしてすぐに戻ってこないの」

　戻ったハジメを抱きしめてから政親がその冷たさに一緒に身を震わせる。ハジメとしてはそこまでと思っていなかったが、こうして政親の腕の中に戻るとその体温の差を感じ、自覚していたよりも大分冷えていたことが分かって申し訳なくなった。

「ごめんなさい……」

　このまま政親に冷たい思いをさせる訳にはいかないと身を離そうとしたが、当の政親が眉間にシワを寄せてそれを阻止する。

「どうして離れようとするの。ほら、こっち。寒いでしょ」

　ぎゅうぎゅうと音がしそうな勢いで政親はハジメを抱きしめる。ほとんど政親の身体に敷きこまれるような形になったため、身動きはできないが、その不自由さが心地良く感じてほっと息をついた。

　潜り込むようにして政親の首元に鼻先を埋めると、いつもの体勢だ。寝やすい位置にほっとしたことと温まってきたことが重なって、身体から少しずつ力が抜けていく。

「……起こしてしまって、ごめんなさい」

　うとうととしながら、ハジメは詫びた。さっさと戻った方が結果として政親を起こさずに済んだだろうに。次から気を付けなくては、と思った。しかし政親はハジメの背中を優しく撫でながら首を振る。

「んん。基本的に眠り浅いから、すぐ起きちゃうんだよね。マンションの前の道路を通りすぎるトラックの音とかでも起きるから、気にしないで」

「えっ」

　ハジメは驚いて顔を上げた。

　そんなこと初めて知った。

　ハジメは寝つきも良く、一度寝入ると朝まで目覚めない。その横で政親がそんなことになっているなんて。全然気づかなかった。

　政親のグレーの瞳が、申し訳なさに揺れるハジメの目とかち合う。

「生まれてからずっと、そういうものだったから本当に気にしなくていいんだよ」

　幸い、睡眠薬とかにお世話になるほどひどい訳じゃないからね。そう言われてぽんぽん、と背中を眠りに促すように触れられる。耳元に落ちる政親の声は、穏やかでゆっくりしたもので、誘われるようにハジメは眠りの世界に引きずられていく。

（まだ、まだ政親さんが起きているのに。自分だけが寝るなんて……）

　ハジメはそう思ったが、眠気は抗いがたく強くなっていった。

「……でもね、ふっと眠りが浅くなったとき、ハジメの寝息が聞こえると安心するんだ」

　一人じゃないから、大丈夫って思う。

　その政親の言葉は、きちんとハジメの耳に届いた。

（そうなんだ。僕が傍にいることで政親さんに、プラスになっているのなら、嬉しいな…）

　しかしハジメが覚えていられたのは、それまでで、あとは沈むようにして意識は薄れていった。




　　　　◆




　政親の腕にもたれかかっていたハジメの頭がずし、と重くなる。それはハジメが眠りに落ちたサインだ。

　それに気づいた政親は口元だけで笑って、そっと腕の中にハジメを仕舞いなおした。自分よりも少し小柄な身体をぎゅっと抱きしめて、息をついてから脱力する。そうすると、ようやく自分にも眠気がじわじわと忍び寄ってくるのだ。

　もうひと眠りくらいできるだろうか。

　そんなことを考えながら、壁にかかった時計を横目で見た。

　この時間に目を覚ますと、子どものころのことを思い出す。身体が弱かったから、週に一回は熱を出して臥せっていた。深夜に目が覚めると、静けさが怖くて決まって独りで泣いた。そんな時間に側にいてくれる人は誰もいなかったからだ。

　朝が来ることは分かっていても、遅々として進まない時計と明るくならない空は、落ち込む政親を更に追い詰めていったものだ。

（それが……大人になってみるもんだなぁ……）

　腕の中ではハジメがくうくうと可愛い寝息を立てている。わずかに開いた唇は、無邪気な赤ん坊のようで、見ていると愛しさで胸がつまりそうになった。

（あ、眠れそう……）

　政親は静かに目を瞑った。

　ハジメのように、すとんとは眠りには落ちない。しばらく浅いところに意識がありつつ、ゆっくりと落ちて行くタイプだ。うつらうつらしているときに何かあると、すぐに目は冴えてしまう。

　そういう体質だったから歳を重ねて大人になって、身体が強くなっても深夜に目が覚めることはよくあった。一人だったときはそういうものだと思っていたが、ハジメと眠るようになって、変わったことがある。

　眠りが浅いときに、誰かの寝息が近くで聞こえる。それがこんなにも安心するのだと、この歳になって初めて知った。

　子どもだった頃の自分では想像もできないほど、贅沢な眠りに政親は静かに落ちて行く。

　窓の外で吹いた真冬の風が窓を揺らしたが、それが二人の眠りを妨げることは無かった。
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